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船舶用蒻図鷆受画装置
弊社では模写，写真篭送嫉樋の製造につ

いては，わが匡般古の歴史と媛新の技術
を有しておりますが，昭和29年より本装
綴の製作に蒲手し，航空実験の結果，
予期以上の大成果をおさめました。

日本電氣株式會赦
本店一東京都港区芝三m四国町2番地
電話東京45局一ﾕﾕ71(代),5浬1(代).鯉21(代）
支店・営莱所一大阪，札幌， 仙台、金沢

名古屋広島， 福岡
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AktiebolagetSeparator
Stockholm,Sweden

燃料油清浄機

□
ミ

ディーゼル油用

パンカー油用

潤滑油清浄機
ディーゼル

タービン油用

各種遠心分離機
I

其他

瑞典セノrレー夙一会赴日本總代理店（

長瀬産業株式會撤機械部
大阪市西区立質堀憎邇1丁目1番地
冠話新町(53)40～1.950～6･3101～5
束京都中央区日本橘小舟町2の3の12
冠話茅場町970
京都機械様式会肚分離樫エ蝿
京都市下女区＊脚院錘戸町釦

東京支店

整億エ鬮

1IN回国目uLZER
TWO-STROKE MARINE DIESELENGINES

OOOB.H,P

各種

2, 000～10一

飯野重T業株式肘会私
東京都千代田区丸の内3-6 TEL(27)0431～9, 1431～9

舞鶴造船所製造工場
８
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特長
1．破断握力，摩粍浪力が極めて腿い。

2．海水，油，バクテリヤ等に侵されず，狸力が持続す為。

3．軽くて運搬に便利。乾きが早く，水排けがよい。

4．高度防水加工により長期の使用に耐える。

5．耐酸，耐アルカリ性が掻く，煤煙による脆化がな‘､。

6．紫外線に撒く耐候性がよい。

7．難燃性で，窪署に対して安定。
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造船所尾道造船株式会社

全
長
幅
深
吃
総
戦

長

（垂）

（型）

（型）

水
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640m
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約5,200.0(1"
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14．5ノット

ili賀玉島ズルザー2サイクル
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型）1基

2,400BHPx225RPM
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本社

営業部

営業所

工場

東京都墨田区寺島町二丁目八番地
東京都中央区築地三丁目十番地（懇和会館内）
大阪・名古屋・福岡・ 仙台
東京・川崎日本電線
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富士電機製造株式会社
東京都千代山陞丸ひ)内2の6

捻子棒式壱
一

~250011フ

主機関用
補機関用

各 種

富士ディーゼル株式会社

東京都千代田区丸の内3の2 TEL (28) 1251～6
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十和田丸 HAIMIN

船 主日本国有鉄道

造船所新三蓋重工業・紳戸造船厩

舶 主中華民国招商局

造船所巳本海重工業株式会社

全長約120 00m長（垂)11100m幅(型)17.40m
深(型)680m吃水4.70m 総噸欺約6,000噸
速力約ユ5ノッ}主櫻三菱神戸ズルサー2サイク
ルデイーゼノl機関(8TPD-48)2基出力5,200馬力
進水32－6－ｺ5

旅客定員2'W470名3"1,000名
車輌搭戦敗「ワム』型15砿貨車 18桶

長(垂l) 128.00m幅(型）ユ8.20m深(型）ユユ.40m

吃水8.50m 総噸数約7,550噸 載貨嘔吐約

11,000砿速力14 5ノット 主機浦賀ズルツアー

7SAD72ディーゼル機関1基 出力6,300馬力

船級NK,CR起工31-10-2進水32-5-25

竣工32－8予定

■■－－－ 一一四一口一一■

1
「

°ピニレツケス

･LZプライマー

･CRマリーンペイント

・シアナミドヘルゴン

・槌印船舶用調合ペイント
°槌印無水銀鉄船々底塗料
・夕イカリツ 卜

・ノンスリ ツブ

(迩化ピニ一斗樹脂薩料）

(鉄面用下蔽塗料）

(昏蒲晶撤誓豊）
(高度のさび止瞳料）

(艇題用特殊塗成》

(鉄船冷匡塗料）

(防穴 塗料）

(瀞 止 蔬 料〕

つの

船舶塗料

’日本ペイン号
大阪市大淀区浦江北4

束京都品川区露品川4

L一
ー
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萬 法 丸←

船 主大同海運株式会社

造船所三差造船・長崎浩船所

長("]4001)m

深(型) 12.2m

総噸歎9.200噸

i.li 7]16ノッl、

ディーゼル機|期

起工32-d1-30

幅(型) 194m

吃水9OOIn

賊院耐,1:12,160X

:l lf6UEC75型

出力8,500馬力

進水82－7－13

11ⅢIⅢ|ⅢⅢⅢⅡⅢ11Ⅱ111ⅡⅢ111Ⅲ111Ⅲ11Ⅱ111Ⅱ11ⅢIⅢlIlIllIHlIⅢlⅡIⅢⅢ

一‐

凧← 北 丸

船主卦'一汽船株式会牡

造船所三菱浩船・下關造船所

兵(")89.00m 幅(")13.80m

深(型)730m 吃ノlく610m

総噸激約2,653噸 ilf碇蔽戯約

4,0(O感 速ブJ約11ノ.ソト

主機阪巾l'内燃擬製ディーゼル機関1

服 出力2.1COBHP 船級KN

起工32－1－18進水32－6－28

日
１
再
４
曽
５
■
勾
日
や
β
伯

１

１ 本社大阪市此花Ⅸ西野 下之町弥8

砿洲務ノ6 日
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ANTZOULETTA ->
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・

訓
緬
平
場

砥
睡
凡
唾

恥
に
桜

軸
耐
姻
》

Ｃ
，
日

全
所船

船
造

全長170.69m 長(") 16300m

幅(") 22.00m WE(")1170m

吃水9.0(Im 総噸欺約12,200噸

賊厳重駄約19,100砿 蹴力15ノ

ッI、 主機日f(B&W側気･'-ボ給

気式ディーゼル機関(67'l-VTBF-160

罪）］基出ノ17,50()賜力船級

LR 起工31-]2-15 進水

32－7－17 娃工3ワー9－末子瞳
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VIOLANDA →

船 主LIBERIANTRANS-
O<､EANNAVIGAT-
IONCORP.

造錯所日立造船・因島エ題

全長225,50m 長(垂) 215.00m

幅(M)3020m 深(M) 1535m

吃ノl< 1147m総噸数約28,200噸

戦貨爾趾約47,(01)腿 連カユ7ノ

ット 主機碓気タービン1基

出力］9,5,0馬力 船級LR

起工32－2－4 進水32－7－15

竣工32-11-末予定

…”?”

’
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わが国で

初めて

運輸省

型式承認

, ’
| I

もっとも重要な舟合舶用法定備品として国

家検査の対象となる救命器具は種類も多

|種多様であ')ますが、当社は近代化学の

粋を集めた合成ゴム布挫、三菱救命具を

製造し、その動作の確実・簡単・軽瞳・

格納容積の僅少・大浮力・長期連続使用

可能など、すぐれた特性は各方面に絶大

| ,な好評と信頼を得ています。

された｡…
一
一

一

・

’
豊

１
０
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
日
日
日
日
凶
同
日
田
日
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Ｒ
■
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日
切
同
日
貝
守
■
Ｉ
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Ｅ
■

①●.C●●●●●●●●●●e●●●●●●●●●●●

MT-10"<運輸省型式承認第909号)･MT－15型( fノ蕊910･z･)

MX-9型( !' "911号).MT-20MM ( 〃巾術中）

－
１

卦守
神…

競蕊
じ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

蛇』

｡::魚鯵輪‘戦識 FpJ● 恥 .

－

｜刷式

一合

MT－1勗測

乢
衲
ｊ
’

’ 15人

|鮒 ’
1

0.5fx0－鰯、

5．6m§

51kg
2.500kg以上

0.4罪×0．8m

”.m2
35kg

2.MOkg以上三菱電描柿式會祗

’
蕊L救命試験蝿禅魂3厳上り披称1

鋪33条救命筏の定例は肢救命筏の叩喚面嗣平方メート冬飲を

ろ散．および扉体の全存欄立方デシメートル放を85にて除した
なるものを超えることをえず

』
↑Ｇ季一

と
一

五
」 序‐一・君 ｡ .一一一・F＝～'＝哩鐸 ー=戸壼一‐霊 一

l MT-IO剛

｜ ”ヘ

MX－9秘

9人

ｆ咽
仰
亜

１
接
り
一

砺
外
ｘ

″
Ｊ
１
、
肋

、
ｍ
師

９
削
仏

ワ
》
ワ
『

絢
駒 ）雛撫(脇#鯵）

0．3m×2通
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A-MP.'ソリストランド”ターミナル
受費非絶縁無半田端子中最大の強度と最良の性能を有し， 、

しかもその使用砥線の範囲は600MCM迄適用出来ま
す。特許A,MP.‘W"字型圧着端子は端子胴部と使用電線
が一つの完全な固りと化し且つ防錆措隠が識ぜられており
ます。最高のfIi気的性能と機械的強庇の綜合化ばA-MPによ
って完成されたA-MP方式に依ってはじめて達成する市が出来

凸巳

鎚墨

まし仁。比較的短い端子の接触胴部，銅鈑を蝋付けによ『)筒状に
しﾉ幸胴部．術強された舌部．之らの凡てが単線撚線其他各種伸銅品
の何れにも応用出来る永久的な擴続法をnJ能ならしめたA.MP..､ノリス
}､ランド”ターミナルを形造っております。

更にA・MPの精密圧巻工具は凡ての結線に応用出来る像に設計されて
"i)ます。小規模な手動工凡から強力な最新式ダイナクリンブ圧搾空気
式油圧工貝に至る迄簡素精確且効果的な均一性を有する端子の圧着を完r
する様に製作されております。

詳細は下記へお問合せ下いさ

東洋總販責店

東洋端子株式會社
本 社．東京都中央区京橋2丁目1番地（荒川ピル)Tel. (56)0481 (代表）
大阪営業所．大阪市南区塩町通4丁目43番地（大和ピル)Tel (25)0446, 4002
名古屋営龍所．名古屋市中村区擢島町1~｢目221.2（盤田ビル)Te1. (55)3181,5111,5121.内線383
福岡駐在員．福岡'li渡辺通2丁凶35番地（九州嘔気工!jドビル)Tel.(2)6231.6240
*AIrQdemqrkofMPIncorporqled



化学薬品に対する

保護には
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デユボンの

HYPALON被覆
に効果があります。このハイパロンは，取換費や維持費
を節減し＃貸社の設備の作業効率を良くし，また，永持
ちさせます。

ハイパロンの詳細につきお知りになりたいかは御自分
の使用目的を附記して下記へお申込鋲.ドさい。喜んで御
回答申し上げます。

DuPont日本総代理店

アメリカン・ トレーデイング‘カンパニー

（ジャパン） リミテッド

東京都港区芝公園7号地の1SKFピル砿話( 43)5141～9
大阪市南区安堂寺僑通り2の47 瞳話(26)6593～8

貴社でお使↓､になっている設備を水持ちさせ，硫酸・

硝酸・鏡酸その他強い酸や，ナトリウム次亜塩素綾や過

馥化水素の様な醗化剤に対する保捜が必嬉な場合は，デ

ュポン製ハイパロン合成ゴムを適当に使用しますと非揃

HYPALON
ｨ|-千＆'闇じ･･ …よ！'良§￥zIArノー始11J良､別品ノ

竺一
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グランド．バサ級のスーパー・タンカーには

ウォシントン製の部品が備えられている
グランドバサ級新超大型油梢船,W アル1．ン，ジョーンズ号

炊深刻化しつつある石油輸送問題解決の一助として建造された四隻
の特大油槽船のうちの一笹である。 lﾕ大で然も素哨らしv､スピード
を誇るシコーンズ号は油槽船としては雄大の推進馬力を持ってし､る。
こ〔ら'船にJ12G P.M淡水ポンプから22,700G.P.M・主循環水

ポンプに至る舟亜サイズのウ寸・シン1．ン製コンプレッサー3台，
ポンプ22台が採川されている。これは融通性と信弧性を韮調として
投計された『”･シンI･ン製舶用機器の種類の多様豊富さを如実に示
すものであ聯。

『ｿｫ･シンI､ン舶用朧器に関するお問合せ1よ最寄りのウォシントン
会社かWorthington Corporation, Marme Department,
Harrison,N.j. , U.S.A.へどうぞ

左図の如きウォシン

トン大型，堅，遠心，

渦巻．ポンプ1台が

このスーパー・タン

カーに取付けられ，

主復水器に毎分2,27

00ガロンの海水を25

フィート全揚程で蓬
っております｡また，

毎分340ガロンのウ

ォシントン製ポンプ
が2台主復水ポンプ

として使用されてい

ます．
WORTHINGTON

一一一一

世界に跨る有名品の商標

新潟ウォシントン株式全社瀞撰戚紳騨田W雪ヨ
WOrihingloO1Ud． 。WorihingFon-Simpson! Lfd ・DeUf虻heW,or↑hingfonG.m.b.H・・Worlhing↑onにANADA)1955Lfd.

ブエノスアイレス、アルゼンチン KTン卜.ソ、イングランド ハンブルグ、 1.イツ プランフオード､オンタリオ､カナダ

Worthi,,gfonS.A,(M…Drnrwq1 ．Soci"6Wor1hlnglon・WorlhingionS.,cielaildlidndPompeeCompre99．『『・WorlhrngIon. S.A
リオ､デ、ジヤネイロ､ブラジル ルブルゲ、フランス ＄ラン、イタリー マドリッド、スペイン
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試運転玩走中の地洋丸

☆地洋丸船内設備写真

一本女780頁～794貞参照一

'ji難部長室，デスクおよび応陵｣}[子附近を見る夕「ニング･ﾘｰ:-Jン， ‐リーイドボー1．附近を見る

筆

冷却機室フーノ，一室，弁務

1
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中甲板冷蔵輪

面

急:球冷榔窄（パンとパン棚） 調理甲板上の縦酷機械

樅鮎工場内一部 師詰工場内レトルI

7801

9，256
9ス丙0
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０
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』
‐
面

ｇ
声
】
【
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■■■■■■■

■■
＝言＝

H1君
■

0軍

製 造 品 目

P.C.C・ NO. 10] 童軽油添加剤 P.C､C. NO.1000 エマルヂヨンブレーカー

能：淵認鷺織橘添遮加＃防 錆 剤 「ラ ス ト リ 〃」
P.C･CNO. 250親水性孟油添加剤 コーキング材「フアインコーク」
P.C.C・ NO. 270 " (船舶用高級充填剤）

白本添加剤工業株式会示士
本祗エ場東京都板嬬区志村前野ml 884呑地魑話東京(96)1738･7737f
営業所艇京部千代|Ⅱ区神田旭Ⅲ】､2稀地(大蓄ピル）通,活東京(25)8376.9136(代表).7910(直通）
麦 店大阪市亙区江戸堀北邇1丁目'0番地（日々会館ビル）盟話大阪(“）5551～5番
荷詮堀横浜， 神戸， 広島， 下関， 若松
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外國品に比し・ ・ ・何等遜色

芝浦タービン過給機の要目表
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kg
]40
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'謡
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800
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機関馬力 | ;鏡職呼式
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０
０
０
０
０
０
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分１

技術資料提供

是非御照会乞う

魯製 諄 遁話京橘(56)8736～9

電話懲見5131～5
一一一ーー ー■■ ■■－－一一

測
湘

f侭蕊籏ｸ蹴遙、
米国ローム.アンド・ハース社製の･11t界で肢も性能u)よいイオン交穐樹脂ア

ンバーライトを使用したオルガノ式舶用純水装置は清硴剤カルゴンと共こ内

ぱお当祉i産米料ブルアンドロバ

ピスによるコンサルティング

外緒多数に採用され好評推誠いております

－ツ社と提挑、全世界共通のチェーン・サ

淀巽施しております。

株式
昼耐 日丞オルガノ商会
祉東京都文･京区菊坂町8

社大阪市北区梅田町新阪神ピル

TEL・小石川(92)118F, 2186(代表）

TEL. (36) 1 1 7 1 (代表）麦
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3,300BHP
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31－8－28

32－3－29

32－7－19

日本郵船株式会社
山率汽船株式会社

石川島重エ業株式会社

15,000SHP×108RPM

NK,AB

31－11-24

32－3－24

82－6－15

5,400BHP×'ssW31－9－ﾕ5 1
32－4－]5

“慧慧墓｜
株式会祗藤永田造船所’
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飯野海運株式会社

株式会社播磨造船所

船 主

造船所
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日之出汽船株式会社

株式会牡呉造船所



１
１
１
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東洋電機の
複合整流子電動機による

昼

I＝＝

－3大特徴毎一一一一

（1）加速時間が短く荷役性能が極めて
高い

（2）ウインチに最適な直響待性を有し
然も軽負荷低速遜転が自由で更に
電J回生制動を行い得る

（3）ワンマンコントロール式なので作
業能率大

☆5ton交流晒動ウインチ及直流画動ウインチ

咄製作して居b主す
8tOn

東洋電機製造朧式會而士

灘:識鍵鱗駕蝋繍繍



I

直流電弧熔接機

無線用電源電動発電機

種補機用電動樋

制器及配電盤

各
管

I壷索電擬製造牒式會勉L|會式東 機蕊篭
瀬京都文京区陽島天神町一丁目一○五番地
電譜下谷（83） 0385．2760．8920 ． 9360
士i術市中高津九五○番地通話（土漁）9ユ0～9］2

営難所

本社工場 」

’

株式
《
云 冠 本社工場東京部大田区椛谷町三の九四二番地

躯緬羽田(74)代表0736～9直通0631,0942,1690

節川工場東京都品川区東品川五の三四番地
、氾話大崎（49）4 682

東電機製作所
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ｲ羨鱗琶糞鰭〃

リー式
MK14．MOD2

ジャイロ ●コンバス

レート．ジャイロ・パイロット

MK2.マリン・レーダー

マリ ン・口ラーン

その他各種航海計器

★

★
★
★
★

蕊東京計器製造所
東京都大田区東祁田4－31電話(73)2211（代),7181(代）
長崎．下関・神戸・大阪・名古屋・横浜・東京・鰯航

住友化学 木 社

東京本社

大阪市東区北浜5－22

東京郡中央区京橘1－1

(住友ピル）

(B.S.z ル）

垂

麓鰯麓醗§

新製品

四｣
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○菅業品目○

菫=三靭 測

群 探

図模篤

深 機

知 機

受画装置象

一
昔
魚
気

－－

探 知 機方 向

超短波

風 向

電 気

記録紙（

～

海上電
本 祇東ル<M

TEL

営業所小鱒根

境・宇叩FI1島． ド関・稲岡・長崎・鹿1月島

●ネカフチ
，職示荊工場伽…） デイゼル

舶用主機及補機

120～2,000r

動力用発電機用

25～2．000正

鐘淵デイゼルエ業枕式曹祇
東京都鶴田区隅田町2丁目 1 6 12番地

’迩括城」f (68)代炎539 1～3 ･ 8562 ． 9980
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●日本製鋼所
東京都中央区京橋1の5、大正海上ピル
支 社 大阪ili北区堂蹄中1のi8
営業所 福IMI11j天神町‘札幌市南一条
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最近の漁業と漁船 稲村桂吾
水産庁種鋸課是

1． －般漁業

わが国の漁業生産は晒和27年に戦前の水準をｸ突破し，

その後，やや減少したが，昭和30年に〈詣戦誠災後を通

じ、姫商水準を示し，その漁塑丑はﾕ3億画に達した．

方面の発達により可食率の増大と完全利用の方向による

魚価の安定等が望篭れるようである．

2．海外漁業

広い海に活蹄する漁業に対し比較的暗L,面を述べた

が，明るい面としてわが国漁業の海外進出につL､て，新

聞紙上等で時盈報ぜられてL,るが，これにつL,て簡単に

述べることとする

日本の漁業技術は世界有数あるいは世界第一と誇って

b､るこの技術を応用し， 日本人が東南アジア，中南米

等の漁業に関する未開発地域に進出しようとの試歎朧，

戦後大b､に期待され，また努力しつつある所である．

現在実施中のものは主として東南アジア，中南米諸国

であるが，一般に分散的に行われ、特定の国に集中的に

行われてはし､ない．従ってその規模も大きしものはな

く，またその提機期間も合､津業を除b､てほ6ケ月～1

年の短期間のものが多い．

海外漁業進出の形態としては頚業提携，技術提挫，投

資提擁，移民の四つが考えられてしる事業提擁ば漁雄

物を相手国に売却する条件で日本側が漁業を自営するも

のであり，技術提捜は相手国に漁船と幹部要員竜濯供

し, II『船料,役務費等を取得するものである．投資提携

はいわゆる合弁事業である．東南アジアに嘘パキスタ

ン，セイロン， ビルマ，ウェI､ブｰﾑ，香港，台湾，その

他，中南米地戦にはウニネズエラ，コス〆リカ，チリー，

アルゼンチン， メキシー・ ドミニカ，そ乃他の地域とし

てはイラン，サモフ．，等に進出して漁業を行し､，ある↓、

は行わんとして↓､る．

しかし，極冬複雑な問題を包蔵する国際間に産業とし

て進出するには，単に技術が優秀だと力恥相手国の資源

が豊富だとbうことだけでは問題にならない．現在わが

国が進出し，あるL､は進出せんとする相手国，特に東南

アジア地域ば漸く西欧諸国の植民地釣支配から脱却し，

民族国家として政治的，経済的に独立しつつある地織誠

多く↑漁業開発の事業に日本の援助を求むるとしても，

あくまで自国経済開発の一環として進められているか

ら，日本の立場と考え方に喰い違いのあることもあり日

本側投資の利潤，労賃等の本国送金が困難な場合もあ

り，これ等がわが国進出阻害の一因をなしている．ま

たわが国としては特別な助成政策もなく，一方米国， カ
ブ

ブ･ﾀﾞ， ノルウェー等ば漁業生産，保蔵関係へ強力な資本

の進出があり，今後の動向につ↓､ては，わが国として何

第1表年次別総漁盤鉦

昭和261 〃271 〃281 〃211 〃3｡年次｜

漁盤亜| ,7"| 124"120"i 12I"130"

その後昭和31年， §2年におb､ても〃商水準を維持

しているものと推定されるが，最近は一般に逮洋，沖合

の漁業による生産が蛎大し，沿岸漁業の占める比率が減

少の傾向にある．従って，漁礎物の菰類による比率も大

巾に変化し，戦前に比較すれば，いわし，にしん，こん

ぶ等が減少し，まぐろ，さば，あじ，さんま，いか，等

が期加してL,る‘

遠洋漁業のうち．最逓嘘鐡tが期大したものは，母船

式漁業，以西底曳，まぐろ延繩の三孤類で，かつお釣や

】､ロール漁業は漁盤が停滞し，または裁少してL､る．

今後母競式漁業には南氷洋捕鯨の船団墹加の計画もあ

るが，さけ，ます，かに，等の母船漁業はソ連との協定

による強度の漁盤制限が行われる結果，今後の漁猶最の

飛蹄的増大は困難と推定されるまた，国蜘勺な漁業上

の規制につ↓ては，以西底曳の｢I!共との民間協定，主と

して以西底曳，巾蔚等に関係ある季ライン問題：さけ，

ます，等に関する日米加漁業協定， 司・シ I､セイに関する

日，米，加， ソ連間の条約，濠洲との真珠貝採取の問題

等，ますますその制隈は厳しくなりつつある．まぐろ延

繩漁業はかかる国際的制限のな↓､唯一の遠洋漁業であ

るが最近の漁船の大型化，侭秀化に伴う漁場の拡大に

よって，沿岸各国を刺戦してしる感がある．また，まぐ

ろ漁業は生産物消聾の対米俵存の関係上生産過剰のおそ

れもあり，他の遠洋漁業とともに今後、生産増加を期す

ることも自ら限産があると思われる．しかし現状は南太

平洋，印産洋の漁場からつし､に大西洋まで操業する船が

現われ．文字通り世界の七つの海に日本漁船が活躍する

こととなり，真に驚異に値L,するが，一方考えるべき多

くの問題点を包裁して､､る

以上のべたように，わが国今後”水産業に課せられた

問函ま生産の増加による漁業経営の安定，国民営蕊の確

保等を図るより，むしろ漁撞物の鮮鹿保持，加工，利用
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ﾕﾆ00隻を突破した.その屯数が異幡に塘大したの臆南氷

洋捕鯨．北洋さけます，等の母船数力鍬柚加した影響が大

き↓､．

第4表年次別鋼製漁船数

等力‘の統一ある行動な､､し;主施莱を必要とされるが，未

だその対策は何等承るべきもの憾な1,

第2表・王鰄冒実施中の海I轤業（昭和31年9月現在）
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一 4．漁船の建造

漁船の建造は昭和29年，30年におL,て，戦後第2回

目の漁船ブーム的傾向を示したが，その後は建造量が現

在まで漸落しつつある長さ15米以上の大型漁船につ

し､てこれを鍬るに，昭和31年産の木造漁船の建造隻数

は671隻で，前年の約86％，鋼船は152隻で前年の111

％を示して↓､る．鋼船ｶﾐ比較的増加したのは前年に引き

つづき，大型まぐろ延繩，捕鯨船等の建造とともに船団

の増加によるさけます流網独航船が多数の鋼船を建造し

たことによる

第6表年次別竣工漁船数
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3．漁船の現状

わが国の漁船保有数は年冬減少していたが．昭和31

年は動力船の増加が著し､､ため約1600隻の増加を来た

した.昭和31年末で海上で働く動力漁船の総数は149950

隻で前年同期に比較し約7600隻の増加である

第3表屯数別海水動力漁船数（昭和31¥12月末）
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漁船の大部分が5屯未満であること‘は依然変りな､・

が，無動力船の動力化と，動力漁船の大型化調目変らず

行われ，動力船の5屯未満ば7000蘂以上も増加し！ こ

れに反し5屯～19屯，20屯～50屯の階潤は減少し# 50

屯以上は錨加してL､る．特に大型のうちでは5‘屯～99

屯の北洋さけます洗網，機船底曳， 200屯以上のまく･ろ

延遡,捕鯨船等が著しく増加している

木船の鍔船化も年,々行われ，昭和31年末では銅船が
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漁船機関の現状と今後の動向 二宮基次郎
水扉庁生茜邦漁舘認

1． まえがき

戦後におけるわが国水産蕊の復興臆，誠に華巻し↓,も

むがある．特淀漁業改革により沿岸の過剰な操鐵侶力が

沖合漁業に向けられ，かつ昭和27年瀧和条約の発効と

ともに癖易が拡大し，沿岸から遮方の漁場へと発展して

現在に至っている．

従って，わが国における測船の進歩発展も藍た目ざま

しく，その推進力となる漁船機関につ↓､てb,えば，台
数，馬力数の瑚加ば勿論，暇藩および焼玉機関のディー

ゼル化，更にディー･ピル機関の排気IIX性方式の採用や過

給化に顕著なものがあるとL,えよう．

以下，漁船機関の特殊性並びに，その発展の推移と現

状について述べ，次に舞伏における問題点および今後の

動向について， ､､ささか私見を加え，皆嫌の御批判と御

協力を仰ぎた↓､と思う，

で魚群を追う場合や，漁場，市場に急ぐ鶏合は1“鱈負

荷以上を使用する場合が多L､．また漁携する場合ば，そ

の漁業の種類により使用状態が異なり，殆んど漁携磯城

の一部そのものである．例えばまぐろ延繩漁業，さば1

本釣漁業およびさけます流し網漁業等では25％負荷以

下の低負荷で操業し，獅静中はクラッチの嵌脱が1日数

百回も操り返えされ，また後進の使用回数も多い

また， 1､口言ルや底曳網漁業等では引張力が重要とな

り，曳棡中は回転数こそ低いが，負綜主75”以上にも

なる．

結論的にいえば，機関にかかるトルクが一定でなく

0～120%の間，いろいろ変則的な使用法で；特に無負

荷と過負荷の極端な使用法が多く，そのため磯関の保守

上極めて悪い状態で使用されるのである．

以上漁船とし､う周囲条件と使用条件から，

a)相当苛酷な使用に耐え得るもの，すなわち頑丈で

信頼性があり，かつ耐久性に富む磯関であること．

b)取扱いおよび修理が簡単，しかも過負荷および低

迩里纒が良好であり，特にクラ”チ，迩旨磯の操作が容

易確実であること．

という漁船機調の特殊性が強く要求されるのであるこ

の特殊性は，漁船機関を一つの型にはまったものにし

た．

2． 漁船磯関の特殊性

漁船磯関の特殊性は，漁船であると&､う周囲条件およ

び使用条件からくるものである．勿論漁船は漁場への往

復にあっては，一銭船舶と同溌の凌波性.復元性，適切

な速力を必要とし，経済性も大切であるが，その上漁携

操業上に必要な性能も当然要求されるのである．

2-1周囲条件

漁船は一般船舶が定まった港問を航行するのと異な

･り，小さい船体ながら根拠地から遠く大洋に出て操業す

るので，殆んどすべて麹切間の単独航海である. 30トン

位で50-60マイル, 20]トン位で1600で蹄ル, 1,0001

ン位で印度洋から大西洋まで出漁する.その間天候の変

化も予想され荒天に際会する場合は，自力で対処しなけ

ればならなb, ．

また舩主は個人船主のものが多く，漁携を主とするた

め，鯛9)中は漁を終えて帰っても整備する暇もなく出漁

し，機関の整備不十分のまま酷使する傾向がある．

乗組員も漁村の出身者が多く，一般に素質も低↓､．ま
た給与が水揚げ漁礎識こよる歩合制度を採ってし､るの

で，乗組員の数も最小人員に縮小する傾向にあり，操業

時は機関部員も漁携に従聯する有様で，機関，人共に厳

しい条件のもとで働く場合が多い

2-2使用条件

機関の使用状態につし､て､ま往復航海は一般船舶と余り

変りなく大部分75～100”負荷を使用して､,るが，漁場

3． 漁船機関の現在までの推移と現状

わが国水産業は，漁盤量でもまた漁船の勢力でも，世

界一である．第1謁謹昭和31年12月31日現在の海水

勵力漁船の機関種類別の勢力で，総計約15万隻，120万

トン，310万馬力である．

これを戦前の最高昭和14年の隻数7万5千隻と比較す

ると約2倍である．

第1表海水動力漁船，機関菰類別の勢力

（昭和31 12.31現在）
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第2表海水動力漁競の機関菰
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3－1機関種類別の推移

第2妻孟戦後の機関種類別の推移を表わしたものであ

る．

（1）ディーゼル機関は，船2賜りに承て相当広範囲に使

用されて、･ろので，戦後は相当急激に増加して､､る.こ

れは焼玉機関にとって代る傾向にあり，また更涯小型デ

ィーゼルは電着機関に対しても代りつつあることを意味

してL,る．昭和22年から現在までの間に，隻数で約11

倍と急増し，馬力数では焼玉機関を凌翻して最大になっ
た．

（2）焼玉機関は漁船の推進機関として発達を遂げた磯
関で，現在でも7馬力から100馬力の間で瞳圧倒的に多

し､が全体的にはディーゼル機関におされて,昭和25年

以津謨裁少してb､る

（3）電誇機関は小型船の推進機関として普及し，隻数

で:農約8万隻で最大である．その出力は5馬力程度が大

半で大体は10馬力以下である．焼玉機関と同様ディ

ーゼル機関におされて，現状維持の状態である．

（ぬ蒸気機関は特殊の大型締こ主として使われ，数は

少なく，年ぞ減少の傾向iこある昭和31年で増加した
のは外国の捕鯨船団を購入したためである．

3-2デ,【一ゼル機関の推移

以上磯関駈類別の推移の概略を述べたが，技術的に染
ても，数量的に承ても進歩の著しし､ディーゼル機関の推
移､こつl､て，多少詳細に述ぺて象よう．

終戦直後わが国の漁船機関としては．低速4サイク
ル，ギヤー逆権式でし､わゆる海務院型と称する漂準型の

25型（160～250馬力）と227m(9J～120馬力)が主で，
あらゆる近海および沿岸漁業に使用されていた．この外

にやはり標準型の27,29,31,35型等が多少使用されて

↓､た．

昭和27年漁区の制限の廃止iこより，遮洋へ遠洋へと

漁船の大型化に従い大馬力の機関が必要となり，36～38：

型が製作され，現在では48～49型まで使用されて、、る．

勿論前述の標準麺も，この製の延長として改良され，現

在も盛に製作されてL,る．

次;二第3表は漁珊の建造許可,改造許可から乗た4サ

イクル過給，中速，および2サイクル並び#こ排気慨性機

関のI,ン数別，漁業甑類別の搭網犬況である．

（1）4サイクル過給駿帥龍昭和28年頃から使用され．

大型でば遠洋まぐろ漁業にお↓､て，小型では以西底曳網

漁業漣おL､て，急速に普及している遠洋まぐろ漁業の

場合ば，漁場の拡大}こよって大型機関が要求されたこと

と，機関のスペースを小さくして魚そうを出来るだけ大

きくするためIこ採用されてL,る殆んどが新台の機関;こ

過給機をつけたものである．

第3表漁船の建造許可，改造許可力･ら糸た屯
数別，漁業菰類別の各種ディーゼル機

関搭載伏況 昭和32.3.31現在
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類別，船謝別，墾載の推移表
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②4サイクル'i:迎駿閲 以西底曳滑漁業の場合ば，最初のうちは韓国の享捕問

題から速力を増大するために，過給とし､うことが考えら

れたのであるが，現在ば網を曳く場合の曳網力を増強し

漁携能率を向上させるため#こ採用されてし､る．殆んどが

使用中の機関を改造して過給践関にしたものである

（24サイクル中速機関も普及の傾向にある中速機

関は100～30)馬力のギヤー逆転式と600～1,800馬力の

自己逆転式の2群になるが,大型中速機関ば行政上ビスI、

ン速度5.5m/sを超えるものを｢i可速とすると鏡走して

b､ることによるもので，回掻数ほ300前後であるから．

一般常識的には低速機関に入るものである小型中速機

関ば回転数600前後で常識河こも中速擬関である．

（3）2サイクル機関ま主として大型I､ロール，捕涼，

大型母船等に使用されて､､る4塾の2サ鉦クル機帥よ

4サイクルの『胸速機関や過給磯関の発達iこより衰微の傾

向漣ある．

（4）排気俄性磯関ば，いわゆる排気カスの排気管内‘こ

おける圧力脈動波を利用し，生ずる真空でシリンダ内の

ガス交換を完全にする方法，すなわち機関の容殻効率を

良くすることにより15％程度の機関出力の増大を因っ

た機関である

昭和29年から生産され，急激に普及している．
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第斗表代表的漁競用4サイクルディーゼル機関の諸元一覧表（無過給基本機関）
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第1図漁船用4サイクルディーゼル
機関の機関設計諸元（2）
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第1図漁船用4サイクルディーゼル
機関の機関設計諸元（1）

漁船機関の水準の大略が解ると思う．大部分が正味平

均有効圧力5.5kg/cmg以下，ビスI､ン

速度5.5ms以下, 400r/m以下で直

径行程比(S/D)1.4以上の低速機関と

､､うことが出来る過給機関についても

殆んど正味平均有効圧力7.5kg/cm2以

下で，過給度も ・35％程廃iこ過ぎな1，．

4－2性能の現状

第2図は，昭和27年～31年までの間

の本庁依頼検査の実続から，4サイクル

ディーゼル機関の定格出力における燃料

消喪量を示したものである．同径の型で

も般大15-20ぢの差があることば、製作
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値を示して↓､な↓， 潤滑油ポンプは300馬力位以下で:まブランジャー式が

殆んどであるが，最近の傾向としてギ印'一式を採用する
方向にある．

‘4-3構造上の特異点

（1）逆転機およびクラッチ

26型の300馬力前後を境にして，ギヤ員逆極式と自己

逆転式涯分れている．ギヤー逆転式はミーズエン1ぞワイ

ズ式が圧倒的に多く，いろ↓､ろの問題を解決して現在に

至ってb,る．自己逆転式のものは，ローラーレパー移励

式が多く，クラッチは拡張摩擦板によるものである．

逆伝機およびクラプチは推進機用としてよりも漁携機
誠としての役目が大である．

（2）調速器

漁船機関の調速器は，一般船舶の＝で一ジニンシイカ

パナーであるに対し，すべて号1.-ルスピードガバナーで

ある調速器により微速から最大回転の間自由に加減出

来るようになってb､る．これは漁携中のI､ルクの変動，

クラッチ嵌断等の回謄の変動のためと，船内電灯，漁携

上の照明等に使用する発電機を推進機関で駆動するため
である． これまた漁船用として不可欠のもので，発踊用

に使用してし､る関係で変動率も少く，しかも安定のよい
ものが要望されている．

（3）′､ンドル機構

漁携時は最小の人員で操作しなければならな↓,ので，

し､わゆるワンマンコン】､ロールで便利に設計されてL、

る起動ハンドル，燃料ハン1秒ル，調速器加減ハンド

ル，クラッチハンドル，逆繼ﾉ､ン1.ル，油圧調雛弁等が

ハンドル前に熱って配置されてL､る．

（4）シリンダ

20型以下と32型以上はう,fナー型になってb､るが，

最も数の多L､22～31型はいわゆるi､プクリ型,すなわち

内筒外筒の1本シリン〆型が多し､、 ライナー型が技術的

に象てもよ、ので，次第にI､ヅクリ型は減少してゆくと

思う．各製f爾fとも摩耗には特に注意を払っておりF I、

ヅフ・リングにクロームメッキリングを使用して効果を上
げてb､る．

（5）ごスl、ン

鋳鉄製の一体型で，ピストンの打込染式が多く， プロ

ーチィングのものは少L､．工数およびコスI､の面から打

込承式のものが多いが，次第にフローチィングに移行す

ることが考えられる．

（6）附膳ポンプ類

冷却水， ビルジポンブは小型大型を問わず往復動韻ン

う’であるが， 1,000馬力以上の大型機関では往復動ポン

プ・の性能の限界に近く，水槌作用，浸水部の腐蝕等から

独立動カポンブにする傾向がある．

4． 現状における問題点と今後の動向

4-1現状における問題点》

（1）過給機関の定格出力にっL､て

過給機関の定格出力と無過給機関の定格出力と比較し

て，蓋がな1，かどうかと↓､うことである．なる程工場で

の性能試験では同程庇であるが，使用突讃からし､うと少
盈問題があるようであるとL,うのはビスI､ンリングの

メチブクが非粥に多↓､ことである． 左たピユ1,ンヘッド

の飽裂も時に問題になって↓､る各製作所でもし､ろしろ

対錐をたて，次第に問題が少くなりつつあるが，未だ基
本型機関の性能を良くすることは勿揃，過給機とのマツ
チィングの問題，ビスI､ンおよびビスI､ンリングの形状

と材質の問題，ビス'､ン冷却の問魎等研究を要する点が
多い． また過給方式を有効に利用する意味から過給産を
＋50％以上位に上げることも必要であろう．

（2）クラ．,チおよび遮言機にっ､､て

木船の場合ギヤー遡曼機は，軸芯の狂いからクラチ
俄脱困難等故障が多いまたさけ童す流網やさば1本釣
漁業等では，その使用法が非術に激LL点から問題が多
b，、

自己逆極式の大型機関のクラッチは現在の拡張腰擦
板式では柵造上から当然限度があると思う．まく．ろ漁船
の大型化から大型機関のクラッチが要求され，現在L､ろ
いろ研究されているが，容量の点からも，クランク軸の
デフレクシ尋ンの点からも問題が多↓.、現在この型式で
最大のクラッチは1,800馬力(250R/M)～2100馬力
(250R/M)のものである．

（3）海水流通部，フ･ロペラおよびフ･ロペラ軸の
腐蝕にっ1‘,て

現在機関の海水流通部やプロペラの防蝕につも､ては，
水の循環を円滑にし，防蝕ペイン'､や保謹亜鉛を取付け
る程度なのでj b,ろb,ろ問題となることが多L､．
フ・ロペラ軸の腐蝕対策として.･ム巻が推奨され，盛;こ

使用され効果を収めて↓､る．

（4）フ・画ぺうの網巻き，また‘ま細巻き防止装置
につ↓､て

さけます流し網漁業はギャー逆転機の故障が多b､ので
あるが，これはプロペラに網を巻きつけたことが原因と
なる場合が多い． またまぐろ漁船等の船尾廻りの故障
も，フ･再ぺうに繩巻きを起したことが原因となる場合が
多し､・ フ・ロペラの細巻きや縄巻きを防止する適当な方式
が切望されてb､る．

778



（5）使用燃油につ↓､て

最近一般船舶ではB,C軍油が使用されてLる．漁船

でば撫斗費を節約する以上に魚を盤ることが先決の問題

であるので，現在殆んどB,C近油は使用されず，さし

て切実な問題になっても､な↓､併し，遠洋まぐろ漁業が

益冷遠方室で出漁する傾向にあるので，近い将来B軍
油あるいはC蹴油を使用する段階が来ると思われる．

（6）遠隔操縦装錘の採用につ↓､て

欧米の漁船は，鯉に遠踊操縦装置を使用して↓るが，

わが国の漁船は殆んど‘使用して↓､なL,、最近遮隔操縦装

趾の技術も非幣に進んで侭頼性のある方法もあるし，漁
船で遠隔操縦装趾を使用すれば船の操船が楽で，漁描能

率の増進を図ることが出来るのである．遠隔操縦装撒を
普及させて行くことも一つの問題点である．

（7）漁携機械の能率化について

一般に小型飴では推進機関で漁携機械，例えばネッ 1．

ホーラー’ライン永一ラー，冷凍機，銀ンフ･類等を駆動

して’る．この状態では，漁携中機関を低回!掻で使用す
れば漁携機械も低回櫃になるし，またクラ，チの朕断等

で回纒が不同iこなれば漁携機械も回幅が不同となり，漁

携機械本来の能力を十分に発抓することは困難である．

それ故漁播機械は出来るだけ補助機関の受持ちとし，推

進機関の変則的峡用法にあわせての使用は避けるよう普

及させたb,、

4-2漁船概関の今後のあり方と動向

漁船磯関の特殊性から，機閥の具附しなければならな

い条件ば当然すぎる程よく解ってL､るし，現在までの発
達過程におb･て漁業者および機関製作者の相互の研究と

努力#こよって，現在のレベルまで発展して来たのであ

る．

それ故，漁船機関のあり方とか動向といっても，たと

え解って↓､てもコス1､の面から如何ともしがた､点が多

↓､と思うので，今後可能性のある漁舶機関のあり方と動

向にっ山、て述べる

（1）頑丈で脳傾注があり，取扱便利でかつ過負荷およ

び低速運繼が良好である等の，漁舶機関の特殊性が特に

強く要望されて､､るので，この点から熟れば当然低速機

関であり， また当分の間は低速の減を脱しなし､であろ
う

（2）次に焼玉，電請機関の将来と，これがディーゼル

化につし､てであるが, 100馬力以上の機関は，燃料経済

の点からも，また外洋に出漁するとb,う点からも当然デ

ィーゼル機関の世界になろう． 100馬力以下の小型機関
でディーゼル，焼玉，脇着機関のどの機菰が良いかと、、

うことになるが’これは漁業経営の採算上の問題，漁業

の種類，漁場の状況，船やエンジンの大きさ，取扱者の
技術程度，修理工場の技術程度，アフターサービスの良

否等により決る問題であって．将来の勢力分野を見込む

ことは相当困難な問題であるが，当分の間は6馬力以下

は踊潜機関，8～30馬力は小型ディーゼル磯関, 8～SO"
力は焼玉機関の世界とL､うことであろう．

勿論,将来は徐奇にディーゼル化すべきものであろう．

（3）ディーゼル機関の過給化および中速化罐，今まで

以上に普及して行くであろう．またこれ朧当然材料蜜か
らくる＝ス1．の面で推進されることであろう．

またこれと併行して排気慨性方式による馬力増大の方
法も大巾に採用されるであろう．

（4）クラッチ，逆程機ば蕊伏では技術的淀承て限度漣

来ている今後の傾向としては可変ピッチブロペラと遠
隔操縦装遜であろう．

可変ピッチブ画ベラは昭和28年頃から採用され，現

在の装術状況第5表Lの通りである．

第5表①可変ごチブ画ベラ搭載実凌

昭和32.3.31現在

碆首|号翫,捕鯨総屯数別｜ 計 ｜官庁船 I

ｻ 、
）
（
Ｕ
ｎ
》
〔
Ｕ
【
Ｕ
ｑ
１
ｏ
１

９
９
９
９
９

】
呼
嘩
》
》
咋
計

０
０
０
０
５

１
２
３
４

０
０
０
１
０
ワ
』
へ
．

（
叩
〕
〔
叩
〕
（
叩
〕
０
Ｊ
▲
〔
川
〕
（
ｍ
Ｕ
９
■
Ⅱ

Ｉ
１
－
Ｃ
ワ
』
０
５
５１

１
１
》
Ｕ
Ｏ
Ｏ
ワ
』
０１

第5表②割騨利用の造水装置搭載実績

総屯数別｜ 計 ｜婆営官庁船|捕鯨|綴
ト
ル西

－
０
０
０
０
０
１
１

以
戸

④

1

０
０
０
０
０
４
凸
４

９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
０

１
２
３
４
０
．

一
一
一
一
一
５
１

０
叩
叩
叩
犯
一
尋
ロ

。
’
ウ
』
『
．
４
０

０
０
〔
。
ワ
ー
２
８
５
２
３

０
０
０
０
０
１
１

１
Ｉ

０
０
３
２
ワ
』
っ
己
０１

０
０
０
０
０
９
９1

.

1

主として遠洋まぐろ漁船, I､ロール漁船に使用され成

績優秀であるが，小型漁船に対しての普及膣現状でば価
桔の面で相当困難であろう．

遠隔操縦装置は現在大会社で採用してh､る程度である
が，徐盈に普及してゆくであろう．

（5）推進機関の馬力も増大し，漁場も益ぞ遠方化し，

鏑9航海に亘るので，推進機関の排気ガス利用による造

水装置も益令普及するであろう．現在の装備状況窯第5

表②の通りで，練習船．まぐろ船ｶﾖ主である．

5．む す び

以上，わが国漁船機関の現状と今後の動向;こついて擬

要を述べたが，わが国の重要産業の一つである水産業の

発展を期するには,漁船の量的発展を図る一方,質的にも

優秀なものを必要とするのであり，この機会に漁船の性

能改善のために皆様の御協力をお願いする次第である．
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佐世保船舶工業株式会社

佐世保造船所設計郡
冷凍冷蔵罐詰工船｢地洋丸」

てに‐つ､、

潜水鯰 1)065.16'r

謎縦水鯖 92.52T

燃料油肱 17911.94T

e)乗組員

士官 属員 計

甲板部 7名 19名 26名

機関部 9名 23名 32名

事務部 9名 13名 22名

事業部 20名 247名 267名

船員合計 80名

聯業部合計 267名

総合計 347名

3．蕃本計画

本船の用途は次のように多岐に亘り，しかも文字通り

年中無休の有嫌である．

a)南氷洋で鯨肉を移蛾り，これを冷凍冷蔵および塩

蔵して運撤する．

b)北洋鮭鰯漁業の母船として独航舶への補給および

塩蔵，荒巻製造，縦詰製造，魚油製造等を行う．

c)太平洋および印度洋での鮪あるも､は1-ロール漁業

母船として， ド(堀操業船への撚飴，漁擁物の冷凍処

理遮搬を行う

d)純然たる冷例吹物船として国際航海こ従事3-る．

従ってこれら広汎な目的に応じ最大の磯能を発揮

するため，広洋丸の操業実談を基とし基本計画の根

本方針を次の点におL,た．

1）作業甲板を極力広くとるため，船型は遮浪甲板

型を採用し，かつ後部居住区を出来る限り船尾へ

圧縮した

2） シヤー，キ,･ンバーを少くして作業を容易なら

しめた．

3）相当な'､ヅフ､ヘビーの状態で操業することがあ
るので㈱船内遊"ﾌﾞkの影響を少くし，横顔斜鋤鍵
容易なるよう二軍底各ダンクを縦に3区画に分っ

）4た重心の上昇を避けるため遮浪甲板,主甲板間蔵
さを最小限とした．

5）なお将来拙詰工場を撤去し冷蔵臆として使用ナ
る場合を考慮し，スカンI､リングば遮浪甲板を強

1緒 言

本船臆大洋漁業株式会社から佐世保船舶商事株式会社
を通じて発註された冷凍冷蔵錨詰工船であって,昭和3．

年8月10日起工，昭和32年2月16日進水，同年4月
18日竣工と同時に引渡を完了,地洋丸船団の母船として

5月1日北洋鮭踊漁場へ向けて購れの壮途につし､た．
本船は去る昭和30年4月三菱広島造儲所建造の同社
雛「広洋九」の姉妹船として詞画されたものであるが，

これに幾多の改良改善を施し．殊に南氷洋出漁時の作業

性をも充分考慮した上，更に優秀な柱能と最商度の稼働
率を発揮することを目標として建造されたものである．

2．要 目

本茄の主要冬目ば下記の通りである．

a)主要寸法

全長 140.54M

長さ（雪湶間) 131.05M

幅（型) 18.90M

深（型）灌浪甲板まで 12.10M
深（型）主甲板まで 9.50M

満載吃水（型) 8.01M

b)噸数，費格，船級等

総噸数 7,194.83'ｴ‘

純IW 4,023,79T

喪絡 第ユ級船
（第3減魚舶の資諮を取得出来る）

航行区域 遠洋
舶級 NS",MNS凱急,RMC*

c)速力および航続距離

最高速力（試運転時） 16.555唾
航海速力（満赦，計画） 14.0Kt
航続距離 26,300S.M
d)搭戦能力

赦貨重量 9,25225T
識貨容積

冷凍貨物鯰 7,096.05M3
急速冷凍室（ロビー) 688.97Ms
乾貨物鮠（ベール) 668.45M3
塩蔵貨物鯖 476,83M3
貨物鯰総容積（ベール) 8,921.30M3
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力甲板にとった．

線図の決定に際しては本船ば船尾

銭関のため各菰状態に応じて綿密な

1－リー2､計算を行い，復原注，速力，

冷凍貨物鯰容積．総噸数等おのおの

相反する要素を折衷するなど特に苦

心を要した．

I

／
ｌ
’ ’

ｄ

１

１

‐

ｌ

１

ｑ

１

Ｊ

Ｌ

■

Ｄ

Ｂ

ワ

ロ

可

ｆ I

／4． 一般配置

本船は船尾機関を持つ冷凍船であ

るが，特に機関室および発理機室の

配置k二意を払し､，冷凍貨物鮠を最大

限に広くした．

冷凍護室は大馬力圧縮機の設孟に

よってしばしば振動が問題となる所

であるが，本船でば高速多筒式冷凍

磯を採用して振動を少くし，また馬

力に比し小型であるため冷凍機室を

＝ンパクトに〈従って演物鱒を広

く）することが出来た．

冷凍貨物艫は第二甲板下の3区

画，主甲板第二甲板間の3区画計6

区画友りなり，その前方には縦詰製

品，空総等を収容する貨物艫および

塩蔵絵を配置した．塩蔵鮠にば往航
時清水を搭載し，左た復航感塩蔵鮠

の承で不足する時准貨物鯰にも塩蔵

庵を積み得るよう設備した．

塩蔵鮠の一部を.仕切って蓋ンう・室

とし塩蔵汁の排出およびパラスI､，

清水注排水用鑪シプを装備した．

罐詰工場は遮浪甲板，主甲板間に

設け遮浪甲板上の原料運搬加工設備

とともに一貫流れ作業で総詰魚油を

製造するよう配置されている．急速

冷凍室は瀧詰工場後部に隣接し，ロ
ビーはパン立て，パン抜き，グレー

ヂング等の作業場として充分のスペ

ースをとった．

作業員室は大体二分し繊詰関係者

を工場前部に，冷凍関係者を急冷室

後部#こ配置してそれそれ作業場への

往復を便ならしめた．

作業甲板を広くするため，後部居
住区の配置は特渥苦心したところで

づ
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あり，空間を余す所なく利

用し得たものと言えよう．

糊食培蔵庫は勵馳の冷凍機

を髄かず，冷凍機室からの

プラぞンで滞却する方式と

しある↓､は煙突内部にその

排熱を利用した洗油物乾燥

宗を設けたなどばその一例

である‘

また本錦kその運航の特

殊性から各居住区の防寒防

熱は勿論倉庫にいたるま

で細心な防露工事が施され

て3､る．

5．船体栂造

太船は三厨の甲板を有す

為キープ･ン七ルターデッカ

ーであるが将来1．ンネージ

オーフ、ニングを閉鎖しいわ

ゆる璽織船として使用する

場合を考窟し，緋造諸材の

寸注は軍描殻としての吃水

をスカン【､リングドラプ1．

とした．

主要繊造に関しては附図

〃 ミドシップセクションに示

す通り中央部および船首部

の船底および二重底内底板

は識肋骨式を採用したが船

輪および甲板間貨物瞼の大

部分が冷凍貨物臆となり，

防熱工事を施う‐たい甲板梁

および船側肋骨は可及的に

平均した深さのものとする

ことが望ましいので横梁，

横肋骨式とした．

甲楓羨三筍で，一般の貨

物船に比し鮠口巾が狭くシ

エルダーデ・キの板厚が比

較的薄くなるので， 日本海

事協会の御指示iこより甲板

下にデッキ・ランプ･一を各

舷1条宛設けた．

なお発電機宅内の出力
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r550kWの発醗幾3台およびこれを駆動する850BHP お防熱郷土冷凍貨物鮒では床面および周壁は炭化コルク

デ4－．ごノンェンジン3台の台構造は十分の強産を有する 粒板，天井部ばグラスウールを使用し急速冷凍室では床

ように注意を払った． 面および周壁の鋼甲板上610粍の商さ左でを炭化コルク

発識幾室直上の冷凍椴械室内には220HP4台のアン 粒板とし他は凡てグラスゥールとした．また扉お炎び諭

モニヤガス・コンブ･しづサーが癖威され，大径のパ'fフ. 口蓋等の可､郷には凡てアルプレックスを使用した．サ

.が天井の主甲板~Fに走るほか重逓の大きな多数の＝ンデ イドスパーリングは150粍の間鰯にｴ70粍x40粍の松

ンサーその他が空間に配列されるため,主甲板下のガー 材を竪張りとし，グレーチンク･朧20粍問隔渥'50粍×
グー，スI､戸ンク｡ご－.ﾑおよび船側のウーププレーム等 50粍の松材･を使用した．第二甲板上:撲側部および前後

も深さに自から制限を生じたが，この個所が非幣に大き 端壁面より1,400粍まで下表の厚さに防熱する外は厚さ
な振動源となることを考慮して特に十二分の補強を施 65粍の木甲板張りの上に150粍×50"(松材）のグレ
した． 一チングを敷き，また急速冷凍室床上には急冷区劉およ

びロビーの側部より710粍まで第2表の厚さに防熱する

6． 防熱装置 外ば65粍の木甲種浸りの上に“粍厚の松掘浩張りとし

，防熱は第1表および第2表に示す要領で施工した．な た・

第X表冷凍貨物鮒の防熱要領

施エ箇所 ｜防熱材厚|核板|荒板|空所|＝ﾝｸﾂｰ'､ |防水紙 ア桑ﾌｱﾙ'、

’
外 板 側

タ ン ク 頂部

第二甲板裏

第二甲板上

妻電麟皐諏鍵基物鍵箭｜
冷凍物艫内隔壁片側

冷凍物砿内隔壁反対側．

２
１
１
２
１
２
２
１
Ｉ

×
×
×
×
×
×
×
×
×

粍
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

６
５
０
６
０
６
６
６
６

１
２
３
１
３
１
１
１
Ｉ

有
有
有
無
有
有
無
有

上
父
〃
ケ
″
ゾ
ク
ク
ク

ーワ
ー
ワ
ー
２
０
１
ワ
』
ウ
幸
１
２

200粍

150〃

100"

1O0"

150"

200"

100ヶ

100"

郡
一
利
一
刻
刻
刻
却

粍
粍
粍
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
５

一
粍
一
粍
一
一
一
一

５
５

７
７

一
粍
一
粍
一
一
一
一

０
０

１
１

｛

冷凍物総内隔壁･h反対側のものは上部ば主甲板防熱表面より19400粍まで，下部ば荻ンク頂部防熱表面より
1,400粍叢で．外板側は外板防熱表面より1,400粍までを上表に示す防熱を施工し中間は空所としその上を
50粍核板にて張諾める

第2表急速冷凍室の防熱要領
夕

|空所|＝ﾝｸﾘ－1， |防水紙｜ ア霊ﾌｱﾙ1．板
裡
却
却
一
刈
裡
裡
一
却

粍
〃
〃
粍
〃
″
粍

荒
妬
腫
扣
砥
砥
厄
帽

１

１

板
却
却
一
一
却
却
淫
淫
郡

粍
″
〃
〃
〃
〃
〃

核
加
加
如
加
釦
坊
加

Ｉ

癖
唯
伽
し
い
い
叶
叱
ア
レ

熱
釦
加
５
５
０
０
０
２
５

ワ
ー
２
１

防施工箇所

外 板 側

灌楼甲板裏

口 ピ ー 床上

急冷区劃床上

船尾部隔壁側

船首都隔壁側

急冷区劉壁

同上 中仕切

主甲板裏(認難謝

有
無
無
無
無
有
無
無
有

枚
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃

ワ
』
１
１
１
１
２
２
２

一
粍
粍
一
一
一
一
一

０
０

５
８０５

一
粍
〃
一
一
一
一
一

０
０

１
１

I

I
2〃

I

表に示す通りとなった、

急速冷凍装騒はブラシ】､タンク式で40室の急冷室よ

り成り，1日当り162砿の冷凍能力を有してし､る・

ブラシI､ダンク昇降装睡は第5表渥示す電動油圧式と

し作働の円滑化，労力の節約を計った．

7，冷凍冷蔵装鐘

最近高速多気筒冷凍機が目党しく発達したので本船で

,獄第3表iこ掲げた要目の三菱MB型冷凍機を採用した．

冷却方式はアンモニヤプライン式で冷却面績比は露4
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第3表冷凍機要 目

』

L冷蔵急速冷凍用 用

圧縮 機
a

台数および呼称

型 式

シ リ ン グ ー

回 娠 数(RPM)

冷 凍 能 力

踊 動 機

3×MB-8C-N(醜肋磯3台）

堅8気筒単動型

8×180MM仙×140MM

575

IS 117.1R.T

2201P×575RPM

1×八四一8C~N(電動機1台）

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

も

｜
【

＝ンヂン・ﾘ・－
、

3台

横型シール・チューブ式
1,018MMd×矩20MM

1台

↓

ｳ

数
式
法

台
型
寸

同 左

アンモニヤ・レシージぐ－

皿型
岬，０００

Ｊ

台
円
窄

３
妙皿Ｍ

織
布６

1台台
型
寸

数
式
法

同
一
年

蒸発 機

数
式
注

3台

猫型シール・チューブ式

1,272MMd×4,930MM

台
型
寸

2台

同 左

928MMd×4,930MM

冷却水龍ンフ．

｜数
式
鐘
機

2台

堅型遜動直結渦巻型

3う0躯/H×20M

501P×1,800RPM

台
型
容
噸 鋤

プラィンポンフﾞ

一

一
合
型
容
踊

数
式
量
機

3台

横型鬮励直結渦巻型

350T/H×35M

100IPx1,800RPM動

冷凍機械室通風装置

’
型 式

台 数

馬力および回転数

風 量

風 圧

軸流可逆型

2台

7.51P×1,185RPM

400Ms/MIN

30MMAQ
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第5表急速誇凍装制第4表冷却面欲比

名 称

鮠．内
容獄

冷却面積比

(繍）
保持温度

フラゥI､ダンク

訂
×
×

×
段
段

Ｍ
６
０

Ｍ
Ｉ
Ｉ

如
爵

郡
佳
鯨

法
数

MM

40"

40組

寸
枚

俶八い、
ｒ
″
″
″
″
ケ
〃

３程
程
加
葎
唾
礎
御

０
０
０
０
０
０
０

、第一甲板間冷凍貨物紘
第二 〃

第三 〃

第一冷凍貨物艫

第二 〃

第三 〃

急速冷凍竈画ビー

計

緬食冷蔵庫（肉庫）

（野菜庫）

（ロビー）

言卜

1,025n

921

1,073

1,339

1,2釘

174g1

689

7,785
30．4

54．8

41

89－3

睡
″
〃
ク
ケ
ク

Ｃヂ
〃
〃
〃
〃
〃
〃

’一

や一一

凍結バン

寸 法鮭,"607MM

鯨 394MM

ブラブI､タンク昇降磯

66M]'1

120MM

365MM

303MM

’

″
″
γ
″
〃

踊動油圧式

3台密閉刑 （内1台は予備）

3台5IP×1,800RPM(内1台は予備）

型 式

油圧ボンフ・

竃動賎

４
５
６

２
５
４

ワ
』
６
６

■
■
・

Ｉ
○
０

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
０
．

》
Ｊ
、
二
ｎ
Ｕ

－
一

〃
″
″

グレーズグンク
凸

一

一
型
数 式|驚武

第6表急冷関 係
鈍
謹

里
牙
Ｊ
ｐ
Ｊ

Ｗ
闘
い

β
Ⅱ
山

モー･夢一

機 9厘
画XT

Jq7＝

HE 朧
暁
秒

ロ
グ名 数 力

RﾉMIHP
一

２
５
２
２
２

冷凍パン輸送＝ンベヤー （左舷）

〃 （右舷）

〃 （〃）
〃 （横送り）

クﾞレージンク．マシン

パン抜溶解タンク

I、 しパュニレ〃く一荻一

ポ－ダフ・ノン＝ンベヤー

〃

〃

作業甲板魚送り＝ンベヤー

ウツドスラヴ 1，＝ンペヤ，一

曲り 画一プーシュー I、
〃

画一ラ一コンベヤー

ホ プ チ キ ス

魚落し口 シュ － 1、

空パ ン格納装置

調理甲板急冷室間原料魚種標示灯

砕 氷 機 （車輪付う

1,800

1.200

1"800

1,800

1,800

25M/MIN

ク

ク

〃

３
１
１
１
４
２
２
０
６
３
１
１
４
６
０
３
２

１

１

可逆式

’
可逆 式

手動式

卸し専用，鮭鱒，底曳，鯨兼用

急冷室通路用（沌輪付）

鮠内縦走用

鮠内横走照

1,200
タ

1,200

15M/MIN

25M/MIN(14M/MIN)

30M/MIN

〃

１
１
１
１
５
２

｢

’

1,200

1,800

急冷用

嶮内用

’

兎’
1,800

急冷室ロビー内

２
１ 調理甲板右舷

I
巧
旧
莞

I4原鵜用シ 1 － I、
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なお急冷用としロビーその他iこ第6表の設備を有して
L,る．

8．謡詰製造および魚油製浩装智

遮浪甲板上#こ敷き詰めた狙甲板または舶橘甲板右舷に

掲げられた原料魚ばコンベヤー，シュート等によって

一応フィッシュピンiこ葉められ，そこから更にそれぞれ

の工程を経て製品となる．

配置は附図に示す通り錨詰は原料魚の切断から二番洗

までを逵浪甲板上で，それ以後の工程一切を錨詰工場内

で行､､，魚油は原料の煮沸捧油までを遮浪甲板上，粘油

工程ば縦詰工場内で行うよう配掻した．縦詰設伽は広洋

第7表縦詰

丸同様2ラインであるが， うち1ラインは在来型の2倍

以上の能力を有する米国製シーマーを据え製造能力の埴

進を計った．馳詰エ場の想像を絶する高湿度に対しては

特に意を用L､，デリック鑑桑【､による自然通風のほか，

遮浪甲板の減噸甲板口を利用して3馬力通風機3台を

設鎧し，更に両舷側に水密扉付開口を設けるなど万全の

策をとった

製造能力は錨詰日産2j000ケース同じく魚油1.5趣

の驚異日鍾宇を示し，まさに浮べる大工甥の雄である.

設競した機器類はそれぞれ第7表および第8表に示す

通りである．

製造設備

| “
| モー傑一
RﾉMI P

甲
板
別
一

力 ｜備機 嬰
画寺 名

ざ､媚

nE
圭
宅

No. 1 =ンベ-1･一

No.2A魚送り＝ンベ･1'一

No. 2B魚送りコンベヤー

No.3魚揚げエレペーター

No.4魚運び＝ンベヤー

No.5魚揚げｴﾚペｰﾀｰ

No.6頭運びコンベヤー

NO.7頭揚げニレベーター

No.8魚送り＝ンベヤー

プィヅシュビン

アイアンチンクG型

同上へ，ド､カツ荻一

アイアンチンクH型

チピワI、力.｡,グー

洗蘇コンベヤー

ニ番洗コンベヤー

１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
１
１
１
１
１
Ｉ

9001
900

900

900

1:::’
11200

19200

1,200

20M/MIN

〃

〃

〃

〃

2IM/MIN

IOM/MIN

20M/MIN

21M/MIN

50Mg×1,2.4Mg×2

《
。
０
ハ
身
５
３
（
。
２
１
３

１

遊

ｻ

I

ロ

I浪

甲

’I

０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

９
２
９
２
２
８

１

Ｊ
＃
，

１
１

０
１
’
八
１
１

眞
〆
２
５
２
２
２

板

Ｎ
Ｎ

Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

ｊ
ｊ

Ｍ
Ｍ

３
０

２
２

b

､

’’
120×200×80CM１

１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
２

フイヅシュビシ

プィッシュカヅター

選別コンベヤー

魚類猜示磯
ネッI､コンペ叶'一

プイテーサ･－ビスコンベヤー

プィラーサービステープル

ローダリーフィラー

手直しテーブル

首肉テーブル

5C クリンチャー

篭0型クリンチャー

15Mシーマー

402-3Vシーマー

6P（キュームポンフ、

19200

1,200

3

1 23M/MIN

Ｎ
Ｎ

Ｉ
Ｉ

Ｍ
Ｍ

ｒ
Ｆ
ｐ
卜

Ｍ
Ｍ

Ｏ
５

１
１

1,800

1,800

２
１

ヨニ

900

1,800

３
１

甲
20MﾉM1N

3.5縦×IM

120"/MIN

250"/MIN

120Mi/MIN

2う0桃/MIN

lj800

IJ200

lj200

1､200

900

ワ
』
２
５
５
０１

板
I
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可

や

０
０
０

０
０
０

β
ワ
源
β

１
１
１

２
１
１
０
０
３
７
７
１
１
１
１
１
組
２
１
１
１
１
１
１

６
４

３
１

３
１
２

云う･レーキャンワッシャー

クーラーチャージャー

キャンプロワー

ク－ ラ 一

クーラーカー

トランスファーカー

ァス1､リヤ型しI､ルト

白磁鼎度調節機

同上用ニアーコンフ・レブサー

ーヤータンク

ニヤーーンフ･レブサー

ソーノレ1、ドライヤー

フューガノレ承シフ◆

I、ランスファーカーレール

空峨ニレペーグー

蓋揚げニレベーダー

ケ一サ一

縦詰卸しニレベーダー

キャンアンスクランプラー

25歪清水槽

3Tドレンタンク

画一ラーーンっヘミヤー

清水循環ポンプ.

主

4束入
11,800 3

2.5M3,3kg/cmg

０
２
５

１０
０
０

０
０
０

９
β
β

１
１

甲

1#200

1,800
１
２
％
２
２

160"/MIN

板

19200

1,800

I

1

1 1,200I 3

第8表 魚 油 製造殻 傭

設
備
場
所

｜器名 灘 ’
モータ 。-－

能 力

15T/24HR

機 髄 考

R/M|
－

,.2001

唾
－
５
３
２
１

l’

１
１
１
１
１

クラッシャー

ク シ カ一

油圧ポンプ・

粕捨コンペヤー
オイノレフﾞレス

銅
識
罐
癖

1,200

1,200

1,200

4連

ピニオンポンフ・2台， フューガ
ル瀧ンう。1台

ポンプ･セット

溝浄機

GVK

ﾉ寺イプレーター

ノズノレヘッドタンク

海水タンク

籾油タンク

パ'fプレーティシグタンク

１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０

０
０
０
０

２
８
８
２

Ｊ
３
Ｊ
９

１
１
１
Ｉ

３
３
８
Ｉ

主
甲
板
縦
詰
エ
場
内
左
舷

ノ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ
β
４

３
３
０
Ｉ

I

5 1貯油タンク
▼

ｒ

ｄ

’ 1

1
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。

9 一般職装

輪口およびデリックの配紐は第9表の通りで作業甲板

の輸口は罐の許す限り商さを低めて原料処理上の便宜
を計り，銅製鮒口蓋は二つまたは三つ割として取扱､､に

煙ならしめた．

デリプクプー坐は仲秘i船への沖荷役のため特に長くし

た．左舷の15I､う・－当1本は鰯鞠業の際の底宝網捲掻

用として設けたもので同じプーユ､に取付けた5Tブロッ

クは網の引寄に使用する．

ウインチその他の甲赫#磯は第10表に示す通り一切

遜動式とし，航海計器も第11表に示う或口く遠洋漁業に

必要なものを悉く備えて､､る．

教命艇ほ第3種漁船の場合は第12表iこ示す、型漁艇

を以て派用し，第5種船として運抗の際は同一ダピクト

で表に示す救命艇を搭賊するようになってし､る．

本船は他船との協同操業が重要な意味を有す‐るので，

例えば接絃した独航紺へ汚水が掛らぬよう舷外排水口に

は全部カバーを附けあるいはまた独抗船へ燃料清水を補

給するため漣3組の流量計付ホース＝ネクションを備え Ｉ
第9表論口およびヂリック 第10表甲板補機

名 称｜ 鮠 同 ’ 揚錨機

揚貨機
〃

繋船機

操舵機

操舵装置

遜動801P17.4T×9.4MﾉMINl台

遜動30IP3Tx36M/MIN 6台

寵動う31P5Tx40M/MIN 2台

電動531P7Tx24MﾉMIN IS

”油圧20IPヘルショー7型 1台

テレモーター式 1式

デリック

鱒-諏竣"|(駕慧鰯:臓:船’ 5Tx2

I

（

識女I5Tx1

)輯舷5T×！
ク
ク

。

第二 〃

…!_亀"…"|"“
〃

第三 〃

1－3．40M×4.00M

2-2.04M×l、うOM

1-1.05M×I.03斑

溌艇鵠:｜
食糎祇込用I

}うT×2
I

lTxl
l

第11表航 海 計
聖
“

名 称

・ャ イ ロ 宮 ン パス

- I， パ イ ロ ツ I、

気 羅 針 儀
〃

響 測 深 俵
〃

動 測 深 俵｜
気 測 程 儀

向 風 力 計

一 タ ー サ イ レ ン

角 指 示 器

気式回転速度計｜
ン ジ ン テレグラ プ

回線自動交換式電話機

電池式電話機
ダ

ク

ラ ン

声 装 髄

数
一
嗜
血
嘩
雌
”
此
嗜
噛
嗜
岬
惚
皿
ｗ
”
”
ル
レ
ル
ル

備 考

スペリー式14形,MDI, レピーター6個付

スペリー式，ツーニニッI､，コースレーーダー付

透影式（原華用）

普通形（後部操舵所用）

極深淀(10,000M)用

フィッシュカメラ

31P 1,500M

ヂ
オ
磁

宰
臼

圀
電
風
モ
舵
電
一
釦
無
し

＝－シンペーン形

31P

遜気式

大
小

形
形

画

拡 50W
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機器の操作，保守，解放は勿論，遮風換気上1本のパ'r

ﾌﾞ，1個の計器までその導設設瞳には細心の注意を払っ

た．

機関部主要賎器の要目は次の通りである．

1）主機関

川崎重工業K7Z70/120A型

型域2C単動クロスヘツド型 1基

気僧激一戒径7-720mm､連続雌大脳力(BHP)
5,600(128r・p.m.)

行程 1,250mm・総用出力(BHPノ
4,700(121r.pm.)

なお本機関ば，全部（シリン〆およびビスI,ン遊

びに噴油弁）冷却は潜水としてLる．

また鼓海中は趣涯燃料油を使用する

2）推進器

4翼＝画フォイル断面組立式（推進器榊崇耐氷継

造となってb､る）

直径 5,000mm 展開面徴 8.348mg

ピーチ 3,660mm 材質 一等ンカン青銅

3）主発堀機

原動磯赤坂製作所，発旺機富士遜鶴

型式単励無気噴油過給機付4cディーゼル3合

（3相交流60c. 450V550kw3台と画法）

この電源は甲板部工場・冷凍装識・荷役装置用電

動機に給電するもので急速冷凍時負荷の大きL､とき

は，2台を幣用とし，1台は予附とする発鞭装置．

は冷却水ポンプ・,潤滑油ポンプ・,燃料油押込ポンプ・，

並びに燃料油清浄機等の補助装置ととも#こ，機関室：

区画の前部に配置した． 1
4）蒸気発生装置

船用乾燃室付油焚標準2号縦 1華：

伝熱面穣 255.4m2 4蒸気圧力10kg/cmg
（飽和)，

蒸発器加熱タンクカ螺，縦詰工場，暖房その他

の目的1こ使用する蒸気を発生する．

5）造水装溌

本船は多量の消水を要するので1日iこつき･60屯

の海水蒸発器およびその他の付属装般を設けた．

6）その他

漁艇4隻への燃料油，潜水の補給装匿並びiニー股‘

修理用工作機械，溶接磯，鍛冶工具等の工場設備等
を完備してL､る．

7）機関部補磯類

機関部のポンプ･類，油清浄機，通風賎，送風機，
空気圧縮機,熱交換器類その他につも､て{土第14塞
を認1日せられたも､

る等特殊の配慮を必要とした．

前部額ンう・室には第13表に示すポンプ・を備え，縦詰

工場用溝海水の注排水にも使用するため"縦詰工場内で

も＝ンI､ロール出来るようになっている．

その他各居住の充分な防熱，清水タンクを含む各管系

の凍結防止工事等本船の特色とL､えよう ．

備第12表救命
率
奴

第多諏漁船の場合

⑬型漁艇（銅製）

寸 法

定 員

隻 数

ニンジン出力

最高速力
〆ピッ 【、

ウインチ

13.1M×3.2M×1．55M

120名

4隻

ディーゼル 75BHP

約8.5節

ク・ラピティー式 4組

電動651P2台躍動501P 2台

第5稲船の場合

救命艇（木製）

7.30M×2,35M×0.妬M

33名

4隻（内手動推進髪置付1隻）

グラピテ．【一式 4組

電"65IP2台遜肋501P2台

寸
走
隻
ダ
ウ

法
員
数
ト
チ

ビヅ

イ ン

第13表前部ポンプ・室ポンプ，

ピノレヂノぐラスI､ポンプ。

台 数

型 式

容 量

電動機

1台

竪型電動渦巻型

IOOT/H×65M

501P×1,800RPM
＝

満水ポンプ・

台 数

型 式

容 量

電動機’

1台

竪型電動渦巻型

40T/H×35M

I2IP×1,800RPM

10．機関部概要

本船はその特殊性から船尾機関船であるか，載貨容磯

を堀大するため，機関区画を極度に切りつめた結果同種

船広洋丸に比し機関室長さは3M以上短くなっている．

従ってその配遇は附図に示す通り，必要の最小限のス

ペースを如何に宥効に利用するか苦心したところで，藷
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第I4表機関部補機類要目
塊
土グー熱 菱 皐喫

1オFr

審量墨程
M2/Hxkg/cIng称 ｜数|型名 式

清水冷却器

潤滑油冷却器

蒸 化 器

蒸 溜 器

蕪溜器用
ドレンクーラ

駕電簿‘#釦器
同 上
潤滑油冷却器

補助復氷器

繊用
亜油加熱器

同上点火用加熱器

主機用
燃料油加熱器

清浄磯用(A)
同 上

清轤剛(C) 上

清浄機用(A)
同 上

湾浄機用
潤滑油加熱器

燃料弁冷却器

縦型表面式

同 上

ウニヤー式

篤蕊：

C・S180Mu

C-S35皿曾

50T/D

60T/D

C SI8M2

ク
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｅ
・
’
３
『
。
・
１

ポンプ・，浩浄機，通風磯，空気圧縮機

霞
沼
同
同

Ｉ
１
１

|驚

１

8璽唆嬰
同 上

，同 上

!為駕
歯車式

’同 上

同 上

確動竪型
ビスI･ン式

自吸式謁動
竪型渦巻式

同 上

二連式電動竪

盧諺鳶
'二逮式唖躍
'警二，ﾝ式型
ウェャース式

電動横型
鬮轡認軍叫芸

清水冷却水韻ンフ・

海水淵却水鑑ンフ・

予備冷却水鑪ンフ・

主注油ポンプﾞ

燃料耐サービス
ボ ン フ･

燃料海甲込ポンプ・

潤滑油移送ポンプ･

鰐1油移送ポンプ･

粟
沁
詑
扣
奉
知
お
諺
扣
一
奉
加
一
お
刃

嘩
醒
咋
叱
泳
挙
準
踞
×
×
鵬

７
２
７
５
３
，
－
抑
、
’
抑
３

２
３
２

２
２
２
１

|同 C S22Mg~上

同
同

上

(大気圧）
上

C.S40M2

H.SIMg|竪型表面式2
2

上
式一四表

同1

雑用水韮ンフ. 1

消防ピルヂポンフ･ 1

ビノレヂ韻ンう･ 1

サニタリ蘋ンフ， I

清水 ﾐゞﾌ･'‘ ’

叩
鐸

評
咋
榊
孵
睡
眠

２
５
４

■２
Ｓ

ｓ
〃
〃

Ｈ
〃
〃
Ｃ

１
１
１
１
１
１

〃

〃

０
０

ラ
０
４
４

３
へ
。
１
１

×
×
×
×

５
０
《
。
２

３
３
１
１

〃

〃
〃
″

給水ポンプ． ２
２喧燃鑑ンう・

c重油清浄機用
ポ ン フ･

燃料弁冷却水
ポ ン フ･

蒸化器用ポンプ・

電動発電機

譲鵜累鑪ﾝﾌ．
同上用
海水玲却水ポンプ・

潤滑油清浄機

鬮動二連鼓形
〆プノレヘノレカ
ル歯車式

電動横型
渦巻式

串型配列
同 上

横防滴型

|蔦嘘黒
|鳳““半同 上

吸入

他そ の

主機関用空気綱’
2－5×25×25 8M3X

301Kg/cm2

13502X

30kg/cmg

300ZX

lOkg/cmg

8沢

20吋

18吋

IO吋

XIP

8吋

I
2 鋼板溶接型

1 同 上5．0×2う

う×15
40x25

15KVA230V

70×25

補助磯関用空気梢ワ
』

|；

鋤
輌
呼

！
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

式
式
式

汽笛，雑用空気槽

旋 盤

ポ－ル盤

七 一 ノ寺 －

グラィン〆

鍛冶送風機

鍛冶用グラインダ，

溶 接 器

同 上
＝ヤホ－シ

汽 笛

流 量 計

主機吊揚クレーン ’

器上シ笛計シ
一

し一

１
１ 70×2ラ

1,300"H
,吐出,ポ

ンプ・付密閉
I、 ラノぐノレ

2

吐出ポンプ・付
密閉シャーブ
レ ス

同 上

吸入,吐出,ポ
ンプ･付同上

電動横型
シロプ コI

遜動軸流式

同 上

15KVA

振動板径300

70d

2,000Z/HC燃料油清浄機2

同 上清澄機2

A燃料油清浄機l l

雛用送風機1

通 風 機2

同 上'2’

箪驫:lil

｜
’

2,000"H

1,000J/H

250M3/ⅣnN
x100MM/AG

扣0〃×30〃

300〃×30"

(自由空気) 180
x30kg/cmg

(〃） 8×30
kg/cm9

｜

’
●

3T×4.9M/M

11．電気部概要

本職の特殊用途のため電気部一般として諏士特殊な装
●

置設備を有しており以下その概要を記す．

1）醗源装置（第15表参照）

爵螺婁’

“機関蝿｜同
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照明灯鱈住区域）および扇風機

……ゴム絶縁鐙装線

冷凍鮠，急冷室等の支回路電線･･･

“･ゴム絶縁錨技鎧装線

錨詰工場内動力支回蹄｡．…キィ･プ

タイヤ線

5）本職ま高度に遜化された交流霊

、化船の一つであるが揚貨磯，揚錨

機，繋船援等は富士電機製のレォ

ナード方式とした．従って荷役機

械の速度制御は申し分なし､もので

ある．

動力装置の副動機の合計は198

第 l5 ¥

名 称|台数1出 力
I

傭 考

AC.450V3.,60～83%"

600R/M,ディーーピル機関駆動

687.5KVA

発逓磯 3
(550KW)

230V､1.60～無溺鑑置fm源用

D.C70V無線用踊池充電用

DC.35V芯苔用蓄踊池充電用

’ 2'201P/15KVA
1 ｡fKW/3KW

1 2.2KW/1.5KW

電動発砲機

｜
ｳ

25KVAId

75KVA3d

125KVA3d

照明電灯および通信装置用

陸上翻源受堪用

縦詰工場動力装説用

角
ご
◇
１
ワ
ー

440/115V

220/450V

440/230V

変圧器

1組200AH

蓄蹴池2〃 〃
24V予附灯および船内通信装置用

|48V無線装置用

台,総馬力約3,440馬力と､､う躍大ノ

なものとなり，本船の特異怪がこれでも判明するで

あろう．

6）無線装置

無線装置も一般貨物船とは異り，一般商船用通信

と漁業通信とを兼備し，前者は第一，後者は第一お

よび第二無線室にそれぞれ設睡し，両者は同時通信

すなわち三重通信を行えるように設計されている

その概要は第16～18表に示す．

第一無線室の,1kW)50:W送信機,周波数転換お

よび空中線切換等は受信卓上の管制盤で着席のまま

遠方操作出来る．空中線の配置は船体の都合上，多

重通信および展張数が多b､こと等の理由から従来と

は変った新し↓､方法とした．受信空中線引迭部ほ全

部高周波ケーブル回路とし，ホイップ．アンテナを2

本使用した．また,方位測定磯(直視ブラウン管式）

2組があるが1組は第一無線室におき，ルーブアン

テナはレーダーマス1，． 1､ヅフ・へ設置し，他の1組

は第二無線室へ．ルーブアンテナは前部マスI､。 I‐

ブフ・へ設置されてb､る・

超短波無線電信電話機3組を持ち，第一無線室に

置き，切換えて第二無線室，船図長事務室，事業部

事務室より通信，通話が出来る．

船内の如何なる箇所へも放送し得るよう50W"

内指令装置〈全波受信機， レーードブレーヤー各1

台組込致）1組を第一無綴室，レコードﾌﾟレーヤー

1台サロンに備えてb,るが，スピーカーの制御は操

舵室管制器および第一無線室本体で行い得る．スピ

ーカー切換は6段となって､､る．この外第一無線室

には，気象用模写受信装置，距離測定磯等と気象班

2）配遜盤類

主配斑盤デプドブロン1､形 。……1面

（銅製自立枠組箱形）

磯関室補助配晒盤デッドブロン1･形…･･･1面

冷凍機用集合起勵器盤(2201P圧縮機用)･･･1面

" (1001Pう・ラゾポンフ・および501P

冷却水ポンプ） ．…･ 1面

試験用配曜盤 ．"…1面

動力用区鰯箱(NFB.付) ･ ･･…21面

3）配遜方式

磯関部および甲板部動力装置.｡…

AC.440v3相3線式

冷凍機械用動力装置.．…． 〃 〃

餓詰工場等製造関係動力装置…･･AC220V〃 〃

賄室等甲板部小型電気機器…･…

AC.110V3相3線式

電熱器.….､AC.110V桝目2線式

照明灯，卓上扇風機..｡…AC.110V掛目2線式

航海計器類 ..…AC.440V3相3線式

およびAC.110V桝月2線式

交流通信機 ….…AC.110V輯目2線式

無線装置 …..･AC.220V単相2線式
およびAC.110V単相2線式

船内通信および信号装睡用.．…・

DC. 24V2線式

予備灯…･“ 〃 〃

4）鰯線

動力用および主電路用･･･…ゴムまたはワニスキャン

ブリック絶縁

インバーピアスシース鐡慶線
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第16表送 個 設 術 室に短波受償磯2台，気餐テレタイプ・装

瞳等を設迩してLる．

12.諸試験結果

4月8日,11日の両日iこ亘りそれぞれ佐世

保港外および長崎港で行われた海上試運転の

結果は第19表の通り優秀なj1露fを示し，傾

斜試験，冷凍試駁等いずれも予測通りの好成

齪を収めることが出来た．

"19表速力試験成繊

嘗騨|装置区分瑠波の型式および空中線踊力|台数|設備位遥
IA1500WA2.200W
AI, 1kW

AI.A2. 50W

A3． IOW

A120W.A212W.A3 10W.

IA1 .20W．A2 12W.A310W.

A1 150W.A275W.A350W.

第一装置
｣第二〃

第三〃

|第四〃
1第五〃
|第六〃

|第七〃

罐無
ク
ク
ケ
ク
ク
蝿

一

罐

第１
１
１
１
１
１
Ｉ

王

－－

補 ｜癖塊〃 |zALA2.40wAa30wI 1 第一〃
負荷|速力| R･P･M馬力第17表受信 術

麺
又

唇
や
岡

粥 用

定絡

過負荷

５
９
５

０
４
５

６
２
う

り
。
ｐ

ラ
６
６

１
１
１

う
０
Ｏ

ａ
Ｌ
員

ワ
ー
ハ
コ
《
コ

ー
１
１

4,755

5,6妬

6,180

|息’稚」葵魎向鯛波数範囲装置区分

第一区分

第二〃

第三〃
第四〃

第五〃

第六〃

第七〃

第八〃

設溌位置｜ 名
90KC～535KC
600KC～28000KC

500KC～30500KC

1500KC～28000KC

34.5MC

27.5MC～28MC

〃 ク

90KC～535KC
600KC～28000KC

,I500KC～28000KC

12球全波受信機

18球 〃

12球短波受信機

8球超短波受信機
〃 〃

〃 〃

12球全波受信機

12球短波〃

》
ク
ク
ク
ク
ク
》
〃

第
第

I

↓

Ｉ
１
１
１
１
１
１

13．結 言

一般蝿勿船なL､しは油補筋と相違してこの

ような大規模かつ核雑な特殊船の建造に当っ

ては，もとより予測せざる幾多の困難を伴う

ものであるか，それにもかかわらず無事本船

建造を完成し得たことは伽えに大洋漁業株式

会社を始め，所轄官庁，日本海事協会の方

燕の熱心な御指導の賜物でありますが，更に

広洋ブ唾建造された三菱広島造船所からも進

んで設計施行上の御教示あり，かつまた各菰

関連メーカーの方盈も本船建造の目的によく

協力下さいました．ここに厚く感謝の意を表

し，この稿を終ります．

P

ｻ

' ! ’補助'6球長中波〃 | ]4Kc~令OOOKC 第一無線室

備第18表気象班
細
江

称｜ 潮 |台数｜
I ’

一
丸 設侭位髄名

| |箪一擁
2気象班室

1 ヶ

2第一無線窯

気象模写受信装置

18球短波受信機

短波受信‘機

テレタイプ命装置

距離測定機

500KC～30500KC

後日装備(配線の承）
〃 〃

DM-T5型

一一一ー一年＝。－P

(772頁よりつづく）

今後の漁船建造は日本周辺の水産資源の消長と日本漁

業に課せられた国騨勺制約の下に，わが水産業が如何な
る発展過程をとるかによって左右される．従って前述の

ようにさし当って画期的な建造盆の地加認切待するのは
困雄と思われる．
しかし，われわれが資源と,漁獲通の合理的調整を行し、

つつ日本近海ば勿論，地球上に残された膨大な水産資源
を穣極的に開発利用することは日本の熟ならず，未開発
地域の住民の生活に大きく責獄するもので，正に日本水
産業者に課せられた貴い使命とし､えるこの面より考え
れぼ今後の漁船建造は，国内向けの外，海外進出をも考
えれば，悲観的な見透しの承を‘もつことば当を得なし､も

のであろう．

海技入門選審 一

商船大学助教授野原威男著

船用う。 口ベラ
A5上装110頁¥180I9(〒30)

目 次

第1章船体の形状・抵抗および馬力
第2章フ・ロペヲの麺類
第3章う・ロペラに関する術語
第4章フ・ロペラの効率
第5章キィ,ピテーション試験
第6章フ･ロペラの設計
第7章フ・ロペラの椛造
第8章事故の原因とその対策
附 練習問題
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最近の各国漁船
｛
一
同 木

壱

写

わが国の漁船羽背がr船舶」に年1回，特集される折

#こ，最近の各国漁船につ､て手元の舞掛により紹介した

↓､、活況の造船景気も曲り角に近し､と案ずるものもあ

り，万一の場合にこの大きい造船能力を消化する計画の
一つのよすがともなれば幸である、

1．各国の漁漉商

国連F.A.O.(食溌農業機鋤)が生h,てから，世界の食
繊続汁は潜為と雛附されて，その実体がわかるようにな

ってきた．漁迩商挺つ↓､て，わが国のものは改善されて

統計のまとまるI"91が早まって､､るが，各国の1955年

誘汁はこの程発表された.

それによると，1955年の世界漁鍵商は2772万屯とな

､り，1948年1939万屯と比べて40％も瑚加した．戦後の
漁業復興を示すものである．就中， 日本の漁船隊は，

ﾕ948年243万屯をあげたのに比べて，1955年に472万

屯の漁換をあげて，第2位のアメリカを200万屯も凌い

でし､るとされている．これに次いで，第3位ソ連，第4

位中共と．なり，ともにはじめて癖汁淀公表された

漁礎高を魚翫でわけると，ニシン・イワシ類が27％，

鋲ラ類が16％の順である漁場地域別に象ると,北半球

で70％，南半球で5％，残りは赤道中心の熱稚zk域で

:16％，となってL､る．砺錘の大半は北半球であげられて

も,る. F.A.0.の擁汁では，哺乳鋤吻たる鯨類を除し､て

あるので、南氷洋捕鯨の成果を加えるとこの調青が変る

ことになろう．

b,ま主なる漁業国の漁獲商をまとめると第1.1表とな

る．
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2．各国の漁船勢力

漁盤高によって，各国の漁船勢力がほぼ推定される．

ノルウー・イギリスを中心とする北欧賭国リアメツカを

中心とする北米諸国，日本を中心とする極東諸国，これ

らの3群に漁船が集まっている．これは既成の漁場を中

心として築かれたもめであるが，未開発水域の伸展:こよ

って漁船建造の要求が徐肴に増すことであろう．

a) アフリカ洲：－この大陸は水産とは縁の遠い未開

発国と承られているが，注目すべきは次の4国,アンゴ

ラ・エジプ1,．モロッー・南阿連邦であるこれらの諸

国の漁船勢力ば第2ユ表に示す．南阿連邦は可ギリヱに

第2.1表 アフリカ洲
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力次第である．
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力侭．漁業黄源にもめぐまれ，動力漁船6万隻ちかく34

万屯の勢力をもっているには聴かされる．太平洋岸のマ

グロ釣漁船，大西洋岸のI､画一ル漁船が中枢をなしてい

る． カナダばニューファウンFランド島・プリティシュ

ー画ンビア・内水面を含めて示される．動力漁殻はアメ

リカの悪に近し､、

第2．2表北アメ リカ洲

く多L,．それぞれの国緒に応じて動力化・大型化堤長ぃ

年月を要するであろう．中共につし､て漸く漁謎商が明か

にされたが，漁珊統計の全体につし､て発衆さるれぱ興味

ある涯察ができよう．

d) ヨーロッパ洲：－無動力船より動力漁船を多くも

つ国が多いデンマークば勉力漁船17万屯をもつととも

に，北大西洋の要価フエロオ島（デンマーク御にトロ

ール漁船2.2万屯をもっている． フランスば，蒸汽船の

代りにディーゼル船が造られて､､るが，戦前の屯数iこ達

しておらないノルウェ，スペイン． イギリスに次し､で

動力漁船20万屯以上もつ国の一つである．西ドイツは，

戦前と比べて隻数は著しく減りさびしく思ｵつれるが， ト

ロール漁船373隻12.3万屯（1938）が213隻11.2万屯

(1955）となり，飴の大さも300～499屯級は少なく500'

～699屯級がましてb､る．変らぬのは蒸汽船が多い点で

ある．ラガ(辮胃漁船)は1938年168隻2.8万屯が1955

年100袋2.1万屯と徐煮に回復してbる 卜画一ル漁船

とは反対に，殆んどディーゼル漁船である．船の大さは

100～350屯に渉ってL,る． カブが(25m未満の動力漁

船）は戦前の労とまりであまり埴加せぬのであろう．

隻数で減ったの"無動力船で，これが擁汁面をさびしく

した訳である．アイスランドは"力漁船5.5万屯もつ特

殊の国で漁場も近く地の利を得ている. I､ロール漁船52

隻3.0万屯もってし､るが，わが国の'､画一ル漁船の勢力

に近い．逓羊，魚粉をつくれるI､ロール漁船を注文して

いた． イタリーは，わが国の漁船総成に似たところがあ

る.4.6万狸の中,無助力漁船3.6万隻もあり,動力船1万

隻近く10万隻の勢力をもつ．大型魚硫と､､っても主磯

400馬力以下と承られる．オランダは小型I､ロール漁船，

洗織魚船をもち,1隻あたりの平均屯数45屯が示すよう

にJ I､ロール漁船で1万屯，ラカで4万屯，それ以下の，

動力船で4万屯，あと僅かの無動力船という配置であ
る．

ノルウェ嫁， ソ連を除し､てヨーロッパで最大の漁雄を

あげて↓､るが，無動力漁船の隻数が兇以上ある．3.6万

隻の動力漁船の中，蒸汽船はきわめて少く，殆んどが発

鋤農を主織としてし､るこの国の漁船"i･+3窒数が示さ

れているので，これを船の大さ別の隻数から推定すると

30万屯を優に超すようである．鮪の漁塗はF.A.0.の

統計･は別途に扱われてし､るので，捕鯨関係の班舶を除い

てあるものとして推定した西南ヨー画シバの一角にあ

るスペイン・鑛ルトガルともに漁船を多くもってし､る．

には驚かされる． ポルトガルは動力漁船10.5万屯のう

ち,100屯以上のものが135隻7.8万屯あり，スペインは
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屯

南アメリカでは，チリ・ペルー．ブラジルなど年間20

万屯ちかい漁痩をあげて､､るが，漁船の纐卜について最

近はじめられた位で，漁舶についてはこれから整備すべ

き段階にあると思われる．いずれも消費面の蹴石とあわ

せ行わねばならぬから，園@iの計画が必要となろう．

c) アジア洲:一セイロシは13,783隻殆んど“カカ船

からなる．インドは漁塗80万屯をあげて↓､るが,漁船統

計で瞳亜両漁路743隻の象示され，内水面ではたらく無

動力船が含あられておらなし､ようである．海面嚇業を盛

にするために，印度第2次5ケ年計画が実施されると漁

船の数もまし藩ぺ蕊備されるであろう．マレイ・パキス

タン・タイなどの諸国につ↓､て承ると，無動力船が著し
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第2.4表ヨーロッパ洲 概略を紹介したが，今後漁船をつくる国は次

の諸点に適合するところであろう。

1．その国の近い海域にて，一定年間資源

的にも経済的にも漁船を活動させうる余

地をもつ．

2．老令船が多く，代船建造を急速に必要

とする．

3．漁業規模が変って大型船を必要とす

る‐

、､まの造船能力を他にさきうる余地が生じ

たとき，輸出漁船の建造を考える場合，以上

の外に，一般経済の条件にもかなえば，有望

になろう

次に，漁船が漁塗生産にどれだけ役立つか

を承る一手段として動力漁船1屯あたりの漁

盤をかかげると第2.5表となる．漁船の力を
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あまりかりぬ内水面漁塗の多し､国，小型漁船

で小さい漁塗をあげている国によって数字が

異るそれぞれの国にて漁業別に承ればその

特色がよくわかる．
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ィーゼル船ともi二5万屯ましたのは何故かわからない
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いが，動力漁船26.6万屯をもってし､る. 1､戸一ル漁船が

最も多く洗網漁船が之につL､でしる．近年中小型トロー

ル漁船の廼豈に力を入れてL,る質も向上されてきた．

序に残る大陸，オセアニア洲については，漁鶏ま大し

たこともなくオースI､テリヤで10,226隻，皇ユジーラン

ドで1,373聾（動力漁船）と示されている．
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3． ヨーロッパの漁船の傾向

a)主機関：一燃料資瀕・機関士養成などの点から，

I､ロール漁船の主機は蒸汽機関を用し､て､､た．航続距離

をますため石炭を重油に変えたものがあるが，習慣とL、

え北欧の漁業識ま蒸汽機醍の長所の承頭挺入れてし､たの

であろう当時，後進国だったわが国の卜画一ル漁業者

が,昭和のはじめにディーゼル機関を用い,補磯を砿化し

た英断とその裏付となる研究iこ敬意を表する、フランス。
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スペイン・鑑ルトガルなど大型1､ロール漁船を僅かしか

もたぬ国では、変り身も速かったが，イギリス・ドイツ

ではディーゼル化は戦後になった．戦時中の各菰のデイ

ーゼル機関を活用せんとして，小型の1､ロール漁船に試
承られた. 450～600r.p.m.のディーゼル機関を1.5～2.0

に減速してプロペラの回i伝数を下げた．底網の所のプロ

ペラの効率をよくするためにとられた考えであろう．激

速歯車による馬力損失よりう・ロペラ効率をよくして馬力

損失を補わんとする計画と思われる．

戦後わが国での漁船を大量麺皆するときに適したディ

ーゼル機関が少な↓､ので, 900r.p.nlの中速ディーゼル機

関を用し､これを％におとしてプロペラをまわした．この

溌返歯車ば一年もたたぬ中にガ顔溌ﾉ<きくなって新品と

取換えたその後いつとなしにその磯関は用b､られぬよ

うになった．イギリスのトロール漁船で成功を収めたか

否かばその後わからなし､ ただその後の1､ロール漁船に

罐歯車が用いられておらぬことは現実である．

b)遜気f麓隻：一ト画一ル漁船はディーゼル機関を主

機関として用い，更にi､ロール・吻ゴンチ，冷凍設備そ

の他の設備iこ電力を多く要する．このためにヂィー.筐ル

発遜設備がいる．航海中の所要璽肋を調べると全体とし

てこれまでディーゼル護関の合計馬力までL､らな､､、必
盈

要な動力をし､くつかの同型のディーゼル発遜装置から求

める．プ戸ぺうの回程数を低くして走るときはディーゼ

ル発電機の数を減らせばよし､、当然これらの発電装置で

1､ロールウインチも動かせることになり，電気推進とし

ても有効に動かせる経済的には,はじめ新造喪は高くな

るが，動力の合計は小さくてすむので，運営斐で節約さ

れ,数年を経ずに取りかえせる計I噛である蕊咽袋瞬のデ

ィーゼル磯関朧，中速磯関を用いて'j,型軽垂と怠り発

遜・駆動のための亜湿錨加を防L､でし､ろこの行き方の

誤験も副燭軋て,㎡ギリス・ドイツで漁業謁査鉛カーつくられ

た目下その試験がつづけられても､る． これと前後し

て，イギリス・プランスの漁業者が晒気推進I､画一ル漁

船2隻宛計画し， イギリ案の1空は竣工した． ↓､ず繩も

採算の確信をもって↓･るようである． この考え方華が

国にあてはめて承よう舘些に,燭時間連統使える補機用

ディーゼル機関があるかどうか．主機関に匹敵する信頼

性があるかどうか．第二に，認磯関係の価格が両国のよ

うにし､くのかどうか，相当以上に高価iこなるおそれがあ

る．第三#こ，この設備を取扱う機関士,こ錬達の人が得ら

れるかどうか．わが国で実現させるに嘘，これらの点を

克服する熱意が必要であろう．

c)膨脹ゴム筏を救命艇として用いるようすすめてし、

る． イギリスでは政府が擁入れて，その使用法iこつL、

て絡納場所につ↓､て,魎蓄のある告示かでてL ,ろ.他の報

告であるが，荒天でつんであるボー】･がとられ，本船も

沈んでこの筏で漂榊11助けられたとか，現実の報告がよ

くのせられてL,る．わが国でも宜医されてし､るが，乗組

員が船と鯛沁籟ぱならぬときに実際使えれるかどうかを

考え直す必要があろうL,わゆる綾査道具にならぬよう，

乗組員もし､ざというとき使↓､こなせる訓練をする必要も

ある．何年使えるかも調べねばならぬ．研究・検討すべ

き請点が多いが，これまで欲めなかった漁艇の代りiこつ

あるから，わが国の漁船の人命救助に役立つことであろ

う． （1957.6.1）

、

－－海技入門選需一

商船大学教授横凪利雄:祥

＝n章＝八 旦埋n ℃IJP犀ru

航海法規
A5上装160頁¥28019(〒35)

目 次
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第2章灯火および形象物

第3章音響信号
第4章航 法

第5章特別,規則

第6章海員の注意尊額
第7章遭難信号

第8章操舵号令

附録海上価突予防法港則法抜華，特定水域
航行令

海技入門選書

商船大学教授田中岩吉著

海上運送と貨物の船積

A5130頁（折込3*)260円（〒30)

〔前篇〕海上運送概説

A5 170頁290円（〒30)

〔後篇〕貨物の船積
’
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木造鮪延繩漁船第七千烏丸 彊力辰夫
総式全淫璽力馳穀垪

1． 概 要

本毅;よ，誰主山一漁業株式会社（気仙沼市千葉留三郎

制.長）と昭和31年5月遥登契約が結ばれ， 6月、日起
エ，9月20日進水，10月21日竣工したものでああ本

船の主要頚目陸i欠の通りである．
長 さ 31.39m

幅 6．38"

深 さ 3.30"

総屯数 192.59屯

純屯数 103.83ヶ

魚鮠容赦 ユ55.50m:3

燃油糟容穣 81.59〃
渚水槽容獄 13.37〃

乗組員 25人

主溌関 4サイクル無気噴油デ,i－ゼル機
関（排気恢性過給）

500馬力

連 力（公試最大） 10.794節

2・ 大型木造漁船建造へ蠣望
近年鮪漁場が益ぐ逮くなって，船型も大きくなり，鋼

船において相次し､で飛踊的に大型船がつくられるように
なった昭和28年iこきめられた漁業法の特例腱よって

鰹鮪漁船は，定められた2年間に代船をつくれば，許可
された屯数より一定枠だけ大型にできることになったの
で，この期間内糎この菰漁船を多くつくる必要に迫まら

れた． 200屯以上の大さの船につ↓､ては鋼船と判断され
たが，それ以下に漁船につ↓､ては納期，建造賀などの点

から木造船を趨豈したい希望をもつ漁業昔が多かった‐

これまで荒天の中を逮洋に出漁しうる木造漁齢ば，蹄
の長さ28mまでが限度とされていた．元来木綿まそ
の用材の長さに限度があり．樟こ縦強力を如何に保つか
に問題が残されていたそれで迩羊にでる鮪漁蹄は130
屯が木船の限度と承られた．尤も木船にば1,000屯をこ

す運搬船があるが，航海する海面，日数が異る漁諦で
も漁謎物運搬綿ま300屯ちかb､ものがつくられたことが
ある．

当社は戦後この菰漁雛して木造船の最大の第三栄丸
(L33.10×B6.20×D3.41m総屯数235.29屯,主機関デイ
ー造ル500馬力）を昭和28年12月iこ進水させた漆，船
の長さ30mをこすものとしては第2鶴目の趨豈であ
る．第三栄丸の慰鐙経験，使用簔賓をゑて当然のことな
がら特に次の点で，繩萱と用材の配置に細心の考慮を払
↓､，慎重にエ作した

a.船側外板中央部附近（外部腰板)4条・外部謹曲
部外板4条並びに髄骨翼板にとなる外板1条の外板厚さ
をそれそれました．

b.魚鎗内船首部より機関室内一梁目まで達する跡ご
おいて船側梁下縦通材とも↓､うべき縦材を両側に設け梁
と肋骨に対しそれぞれ固着した．

c･側内龍骨に添って規程の外に両舷1条宛特設側内
髄骨を設け，各肋骨および側内龍骨と2肋骨心距に固着
した．

d.側内厚板は幅より厚さをまして内龍骨両側に添も
せ，毎肋骨並びに内龍骨に対し2肋骨心距にボルトをも

って緊蓋させた

e・銅製甲板室取付台縦通材蝉材）

を船体最後端まて延長して取付け甲板梁
上の鶴甫助とした．

■

』

〃

’ ⑥

孔 3誌 設 備

設備としては特記すべきものはなL、

が'揚錨機10馬力電動式，この電動機ば

ラインホーラーと兼用とするラインホ

ーラーば泉井式4号型を用↓､た．操舵機

は手動スピンドルギヤ一組合せで自社製

である無懇設備は主塞信機150W":

信機50W)受信機はスーパーヘI､画ダノ

ン鐸受ｲ謀幾でいずれも日本無溌の鯉
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作iこよる．方向探知機は全方向自動直視式で光堪製作所
の製作による．

機関部関係

主機関4サイクル無気噴油排気弧性過粭ディーーピル
機関 500馬力 1基

6×310d×440x365R/M.新潟鉄工所製
推進器4翼一体1800mmゆ×ピッチ4935mm

補機関4サイクル無気噴油ディーゼル護関
"馬力ヤンマーディーゼル製 1基

空気圧縮識竪串型2段圧縮容量20ms/h
三和鏡工所製 1台

同上駆動磯関焼玉5馬力三和鉄工所製 1台
発認機直流110V20kW大洋電磯製 1台

直流105V5kW大洋鬮機製 1台
悪ンﾌﾞ類

維用水韻ンﾌﾞ渦巻式口径4吋

60m3/h×9m強力造船製 ユ台

冷却水ポンプ渦巻式口径2吋
16m3/h×8.5m玉川製作所製 1台

燃料移送ポンプ歯車式口径1％〃
5.5m3/h la

潤滑油ポンプ歯車式口径1％〃

7.0m3/hr l,

冷凍装置アンモニヤ直接膨脹式

2×5吋×5吋×420R/M中須製作所 1合
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4．諸試験成績

航走試験昭和31年10月21日鳥羽速力標柱により
実測した．

吃水前部1.08m後部3.20m平均2.14m

排水鉦222.00tCb0.605C1)0.645
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の長さ29.0～29.9nl級で,"k年次別には29年30年

が多いのも頷ける．32年のは，ごく一部と思われるが峠

をすぎた漁船壷豈の情勢からも傾向を著しく変えること

は少かろう．これらの木造船が認淡に富んだ造船所の象

でつくられた訳でない．これらの船につし､て今後修理，

上架の度に注意して郷豈上の欠点をしらべて，次の機会

に万全を期するようにした､､ものである（高木淳記）

縦の浮力の中心
(亜より後）
KM

KB

KG

GM

KG/D

乾舷の嵩さ

O-E6 0.75

3．02

1.釘

2.61

0.41

0.79

0 71n1 １，

汚
哩
拓
壼
相
方
方

Ｇ
■
■
。
■
ゆ
＆

０
３
１
２
０
０
０

3.26

0.92

2.73

0.53

0.83

1 701n

|2gW30年|3ﾙう2年’
7 8I 1 I

24 191 12

31 0 l !

34 27 1 14

船の長さ'26.2樺
28.0～28.9ml 1

29.0-29.9 3

30.0m以上 l

計 5

’ 塞
一
３
６
１
０１

計
釦
“
５
卯

5. む す び

本船は凡て順調に建造され，木造漁船としてこれだけ

の大型船にかかわらず4月余りでつくられ，上記ら成裁
をおさめて月下出漁『11である．

（追記）

遠洋にIH漁す為木造賀鰍船ば，船の長さ28mとして

､､たが，短期に憧却をすます目的で試皐に鰹とんぼ鯆釣

漁船（船の長さ32m)":.昭和27年5月に建造され

た．嘉汐丸L32.00×B6.60xD3.49m197.36屯550馬

力がそれである．釣漁船であるから餌料舵をもち，描造

としては堅固になるか．長物の用材を山出しするに苦心

されたようである次にそれを凌ぐ大さで，鮪延繩漁船

が強力造船所でつくられたこれが第3栄丸である. l，

ま手許にある資料から船の長さ23m以上の木造鞘漁船
90隻を集め分類す為と次の表となる最も多1,のが船

船

第26巻

舶合本

昭和28年分（12冊）
価ｴ,800円（送80円）

昭和29年分（12冊）
価2,000円（送80円）
クロース装上製

昭和30年分（12冊）
価2,000円（送80fg)
クロース装上製

昭和31年分（12冊）
価2,000円（送80円）
クロース装上製

第27巻

巻
巻

８
９

ワ
】
２

第
第
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水三郎
誘庁堀堀野究壊

溝クローム鍍金シソ ンダ

壁に集中的に存在し，しかも空気と混合しないので．そ

こで殆んど全部不完全燃焼することになるからこれによ

る被害も少くなし､と考えられるまた，迩握中ほ多少軟

性の炭素沈欲も停止中に硬化し，次の始動の際多遼の硬

い炭素粉を落下するので，発停の多い識関で妹このため

の被害も少くな↓､とIされる．

シリンダ壁上に出現する腐蝕性物質の中最も有害と考

えられるのは硫鼓である．燃料中に多少の硫黄分減，必

ず含まれるもので低級燃料程多い．この硫黄分が燃焼し

てSO3を生じ，それがシリンダ壁上に凝縮した水分と

化合して硫酸巷生ずる．このためシリン〆表面は侵され

て脆弱化し，これをリングが扱き落し新しし､面を露J1し

それをまた侵されることが繰り返されるこの腐蝕畷罷

を防ぐ．には，材痩を耐蝕性のものとする要がある．

以上の如く，シリン次･を耐摩耗性とするには，その表

面材更の硬変,熱匿導率,熔融点および耐蝕性等の商L,こ

とが必要であるが，これらの猪性愛を鉄以上に兼蝋する

ものは少く,辛うじて,ク画一ム鍍金が考えられる．鍍金

クロームの諸性質は次表に示す如く，鉄より勝るとも劣

らず特に硬度および熔融点は遥かに商い，また硫酸に対

する耐蝕性は充分ではないが，鉄より勝れても､ることは

明かである．しかし錘金クロームの表面には鋳鉄のよう

な潤滑油の保纈生がな↓､、

鍍金クロームと鉄との比較

内燃機関のシリン〆種苛酷な条件のもとで摩擦され，

しかも耐久性を要望される機械部品は少1，だろう．通常

シリン〆の摩耗の最も激しいのばどストンリング群の上

死位置で特に第一リングの上死点位置が雀しく，以下朝

顔状に摩耗する．また第一リングカ擢着等の原因でリン

グとしての機能蓬失うと第二リングの上死点位置が最大

摩耗を現わすようになるこのリング群の上死点位置附

近でのシリン〆とビスI､ン間の気密性が機関としては，

最も重要でそれが劣化するに従って圧繼圧力低下のため

出力の低下，燃料消喪量の増大を生じ，また漏洩カスの

たあ潤滑油の汚損雀しく，機関各部の摩擦部分に悪影響

をおよぼし,また起動困難,潤滑油消費盆の増大等堯生起

するシリンダ内面は直接燃焼ガスに曝されるが特にリ

ング群の上死点附近では商温高圧でしかも鋸されてし､る

時間が長L,ので油膜の変礎が甚だしいまたこの高温高

圧のもとで， リングと摩擦し，更にそこに硬い粉末や腐

・蝕性物質も出現するのでこの部分の摩耗は一層促進され

る．なお，シリン操と， リング間に潤沢に潤滑油を供給

し，両者識離間し,かつ,腐蝕性物質の作用を緩和しよう

としても，摩耗防止には大した効果なく，却って， リン

グの膠着や潤滑油消費の増大を来し，得る所はな､､．

シリン〆の内面特にリング群の上死点附近では油膜は

極めて薄く，いわゆる境界潤滑状態であるから僅かのこ

とで， リングと直接々触し，またはその接触面積が多く

なったりする．すなわち，初期蟻耗期を過ぎたものでも

両者の面には顕微鏡的凹凸や硬産の高い点低し､点がある
ので，互に咳合って破裳し合う破壊摩耗や．互に融蔚し

て引張り合う融着摩耗力轆時随所で行われる．前者を防

止するには材質硬度を商くする要があり，また後者に対

しては温度上昇を防ぐため材質の熱伝導率および融点の

高いことおよび両者渉異金属であることが必要である．

シリン〆とリングとの間に硬い粉末が侵入した場合，

粉末は軟い個所に半分埋って相手の面を削る事になる．

この現象を防ぐには，上記と同様面の材質の硬産の商↓、

ことが必要である．このような粉末は，陸上の機関で朧

大気中の塵瑛が主原因であるが,海上の機関では,－段に
低級の燃料を使用するので，不完全燃焼による炭素が主

原因となる．生成する炭素に抵媒のように1脚,ものから

＝－クスのように硬いものまで含まれ， コンラツ1'ソン

炭素分の多い燃料程発生錘が多L､．また潤滑油は，使用

量は燃料より遥かに少も､が殆んどシリン〆およびビス1、

學,諾|聯鱈織霧
800～ljOOO

150～2汚

400

250～375

625

1650～方0

鍍金クロー必

鋳 鉄

鋳鉄（熱処理）

鋼 （熱処理）

（彦炭）

（窒化）

０
０

０
０
８
２

〃
夕

１
１
１
１

0.165

0．151

I,400 ! 0．116

シリン典.の材質としては，特殊の場合を除き一般に鋳
夕

鉄が用0,られるのはその含有する黒鉛も潤滑効果紫ある

が，更にこの黒鉛も黒鉛の脱落した跡の孔も潤滑油を吸

着し，それがシリンダ表面に浸出して耐I膜を展踊するか

らでこの潤滑油保持性の大きい程，シリンダ付とLして適

し， これなくしては如何なる材質もシリン〆には適さな

いこの油膜ばシリンダとリングとの直接冬触を防止

し，また両者を腐蝕から保謹するものである．
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他の方法で－癌深い潤滑油保持性を与える要があろう．

第3図ほこの目的のため鍍金前に，地金に小さい孔を無

数に加工しておいてから鍍金したもので,また,第4図は

錘金後その表面を無数の小孔を設けた薄板で被覆してお

､､て逆睡流をかけたもので，いずれも任意の深さの潤滑

油保持性を与え得る．これらの方法による孔は結局蔑械

第1図哉－ラスクロー望､鍍金(pocket型)×50

第3図予め地金面に小孔を設けておいて

から鍍金したもの

加工によるものであるから，その孔と孔との間隔はポー

ラスクロームの如く小さくは出来ず従って表面への潤滑

油浸潤注も劣り,摩鐸は多少増大するから,極力孔も間

隔も小さくする工夫が必要である欧洲では大型シリン

1

第2図ポーラスクローム鍍金(channel型×50

この目的のため， クローュ､鍍金シリン〆では鍍金後逆

電流をかけてその表面をポーラスにFすることが行われて
いる．これがいわゆるポーラスクロームで鍍金条件によ

り第1および2図に示すような典形的なpoCket型と
ch3'TneI型とがありまた両者混合した形も現われる．

実用試験の結果いずれの型も摩耗率には差異はなb､よう
だ． この鑑"一ラエク官一望､の孔または溝の深さは仕上り

後緒鐙,:0 '""位のものであるから,職"激しい部
分では比較的早く消失してしまう．しかしその消失区域

･が狭い間は鯛韮率に殆んど変化はな､､が，消失区域が拡

大して50mm以上の長さになると，摩耗率朧大分増大

してくる.従って鍍金厚さ0.3mm以FFのものには,この

鑑一ラス処理が適当と考えられるがﾌ型シリン〆〈直径

;3COmm)以上のように厚い鍍金を必要とする場合には

第4図鍍金後, fl､孔を設けた薄板で被覆
して，逆踊流をかけたもの

ダのクローム鍵金も鯉んに行われていると聞くがその実

用職は案外良くなし､(MotorShipFeb.1956p44-5)

その彫い鍍金廟に対し普通の鍍一ラス“を行っている

ためであろう．

第5図はﾉI型ディーゼル(D110.S150.900rpm

8HP)でポーラスクローム鍵会シリンダと，鍍金しない

シリン愛とを伺一条件で運演しそのj砺錘を比較した成

織である、鍜一ラスクロームの摩轄率は普通のパーラ'f

1鋳鉄の場合の約秀,またﾃ蕊ﾝｳｱヲ･ジ”鋳鉄お
よびノヂユラー鋳銑の場合の約汚であった．また小型デ

ャ ー･ピル(D250.S380,380rpm.250HP)の6個のシ
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う．すなわち，銭金は仕上りの所定の厚さと仕上代と加

えた厚さに行う．この仕上代が大き’･と,旧来の力:一ニン

グマシンをもってしては仕上が非附に困難になる．仕上

代臓,通辮,:0mm以下が両碓の範囲だろう特に前
述のボーラスクロームの場合は仕上代が多b､と，孔や洲

が浅くなってしまう.従ってクローム鍍金の厚さは，シリ

ン〆全面に鞘確に行われる要があるが，更にこれが一画

に行われる要がある．一旦銭金を停止し更に追加したよ

うなものは，その上掴が剥離し易し．実際日本でも経験

されているし，また欧米でも追加鍍金は一般に厳禁され

てb､る．なお労･ランダのVanderHorst社では鍍金厚

さ0.7mm以上の要求に対しては，厚さ0．5xnIn位で－－

旦霊金を中止してホーニング加工を行った後、その上に

銭金を追加するといわれる．また，米国空軍の航空発動；

機シリンダのクローム鍍金法の中にも轄殊の方法によっ

ては，容認されることが醤かれて､､るが，日本では未だ

その技術なく，今の所は信頼性がない次第である．

クローム鍍金シリンダの検査は表面の潤滑保持性を肉

眼で行い得るだけで最も重要な鍍金の附蒲強度に対して

は，適格な検査方法がなし､、鍍金の時シリン〆の上下端

にそれぞれこれと同径，同材質のリングを締付けておL、

て同時に同嫌の鍍金を行↓､，このリングにつし､て附潜姓

を獄験出来る程度であるまた硬座についても同嫌であ‘

る．従って， シリン〆のクローム鍍金こそは全く侭頼出．
毎

来る人および工場に俟つ外なb､．
/

欧米諸国でもク両一.2，鍵金シリンダは，内径 50mm:

位のパイクーンジンから, 780mm位の極I舘用ディー

ゼルまで各種に普及し，またソ連でも研究報告が現われ

始めているわが国でI歯,最逓斬く自跡iX剛ヂィーゼル，

農業用ディーゼルおよび小塑蝋舶用ディーゼル等に普及

して来て，逐次中型および大型へも遇要しつつある．長

崎地区では，漁船でその主機ディーゼル（シリンダ内径

250～270mm)のシリンダを全部クローム鍍金したもの

がすでに10狸以上動b’ている. (完）

衛
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第ラ図各種シリンダの鰐錘比較実験成績

リン〆の中3個をポーラスクローム鐵金にして漁般で目

下実用試験されつつあるが，趣伝時間7,000時間までの

計測では鋳鉄シリンダの摩耗率は1,000時間当り平均

0.11mxnであったのに対し，クロー坐､鍵金シリンダは，

0.008mmで，その比は13:1であった．なお分解点検の

都変鋳鉄シリンダでは第1および第2リングが粥に膠藩

しているのに対しク宮一ム鍍金シリン〆でば， リングの

膠着は全然承られなかった．またこれらより大きいクロ

ーム鍍金シリン〆も目下実用識淡中のものがあるが，未

だ日浅く充分な成績は取れてし､なL､．

クローム鍵金シリンダは鍍金後ホーニング仕上を行
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舶用交流発電機の自動電圧調整 枝守英
一
一
一

石川烏虹工愛
浩礎設勝部次歴器について

1．緒 言

最近建造される船細ま国内船および輸出船を問わず，
殆んど交流化され，直流船は非粥にすぐなくなって来
た．また貨物船，特に油槽船賦大型化され，それに伴う
協気設附の増大および刑化の程変も上昇して来ており’
発晒機蓉壁も逐次堀大し，施入起勅(1inestart)の堪
動験の台数が増し，更に容丞の大きな睡動磯までも出来
るだけ直入起動にしようとするため，耐嚇発電機では殆
んど検討すべき問題はなかったが，交流発睡機につb,て

ば幾多の検討すべき問題が浮かび上がって来て↓、る、例
えばスリップ・リング1こつ↓､て’絶縁について，あるいば

用b,る器合8p-14p程度で，励磁容量も小さく,AJV.

Rの容量も普通数百W程庭以下で充分である．また発
鰯機容鐘決定に際しては従来の就抗実溌jこより切りつめ

たものとし，最近城自動発停の融動機が増し，発電機容

鉦に対する起動K.V.A.も大きく，起動，停止の頻庭が
商いので，発電談の芯圧変動をどの程鴎こ承るかに問題
があり,A.V､R.にも校討すべきことが出て来る

発電磯容赴が増大して来ているため，その短絡保償と
して，大きな遼断容量および有効な時浪轄注が要求され
るが，現在使用されてし､る気中遮断器(A.C.B.),埋迅司2
遮断器，ヒューズ等に質的変化がない限り，大型，重量

また綿生の問題につL､て更に研究しなければならない．
これらの条件から最趨寺に自動踊圧鋤臘器(AutomaP

ticVoltageRegulatororA.V､R､）につし､ては濁發な
動きが染られ，磁気墹巾の原理を応用したう.ンフ.リスダ

プドフマグアンブ,ｱﾝﾌﾞﾘ'､ﾗﾝｽ,ｱﾝﾌﾟ･ﾘﾘｱｸ

ﾀｰおよびI､ランスヂユーサ一等の名称で，従来のり員動
烈および振跡則にかわろうとして↓､るか，比較的小容壷
の発砺機に対しては， '輝肋型および振動型も幾多の優れ
た長所があるためにハルられて行くことと思う最近で

は自励式交流発電磯がわが国漣おも､ても研究され，実用

の域#こ逸し，舶用として使用される傾向になって来て,、

る．

2舶用自動霞圧調整器

舶用発電機は陸上用と異なり,諏為の特殊条件に制約
され,A.V.R・につ↓､ても同嫌な考え方が必要となって

来る．すなわち，陸上における発錨機は一般腫一発電所

に数台以上の発電磯があり，それらが数多く集まって一
つの送認系統を形成しており，温圧調整催発電機と受電

端とに必要なのに反し，舶用では発遜磯単独運輯または
多くて数台の発電機廻腫で，発電識と受識i細擬くて，

100米謝･一〆一であり，線路充電容量ば無視出来るし，

負荷ば殆んど誌導負荷で，綜合力率織0.8±0.05附近で
あり，同期機または系統の安定度を考慮する必要はな

く,A,V.R.として発電磯の横流保慨装泄に過渡の逃

象，遅れ蹴流の制限は必要でなし､、

舶用発電機の容量ば100～200KVA程庭のものが多

く．戦後最大のものでも800KVA程庭で，回嘱数は，

原動機にダーピンを}机､る場合2p～6p,ディーゼルを

増加とならざるを得ない．それ故速噸生の良い調整精産
の向上したA,V.R.が要求され，これの使餓こより，短
絡比の小さL,，すなわち鉄機械となる傾向をふせぎ発
射機をﾉI型にし，床面殻を小にし，重量軽減,価格低下，
効率向上が期待出来る．従来船用としては短絡比として
タービン駆動のもので，0.9～1.2,ディーゼル駆動のもの
で,1,0～1.5程度として､､るが，相当下げ得ると思われ，
短絡比の減少#こよりリアクダンスを増加し，短絡故障時
の過渡踊流が下げられる．

陸上の大型発電機で鐘あるが，米国の一例として，ア
ンブリスタ.ツ I､を用↓たA.VR.を使用し，短絡比0．45
のものば従来の誕抗型のA.V.R.を使用し，短総比0.9
の発電識に相当した安定運転をしておりこの結果，同
一寸法で出力を25％増大させ，同一容量で損失を10％
城少させられると報告されてし､る．船内回路の故障電流
の計塊は,A.IE.E.No.45(53,10) iこば次のように規定
してし､る．

すべての発砺磯（予術磯を含まず）の合成電流の
6倍（アモルティシェル巻腺無しの発電磯）＋同時
運転の鰯動溌の全負荷合成電流の3倍．

すべての発瑠機（予備銭を含まず）の合成電流の
10倍(アモルティシール巻狼附の発電磯)＋同幟運
糖の電動渋の全負荷合成電流の3‘倍．

このように推定することiこなってL,るが，今後充分;こ
検討し，必要賎小限の保謹を行わなげればならなL,、そ
れには発電機，電動農，その他の負荷全部を備えた模擬
船舶電力系統を作って，最大短絡電流と，短絡電流の変
化の過程の測定等を行い綜合的に検討する必要があると

思うが，相当の儀牲を払わなければならないので，望ん
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(iii)磁気期巾器式

G.E.のアンプ，リス荻ブI･ (Amplistat),W.H.の

マグァンブ(Mzgamp.）富士鬮磯のアンプ･リi､ラン

ス，安川遜機のマグネ'･唇一ル，明電舎のアンプ・リ

リァク獣一等いずれも商品名で代表されるものであ

るが，欧州方面では1,ランス・デューサ･-(fl,rans-

duCer)とL,う名称が主に用､,られて↓､る・

現在舶用として広く用いられてb,るものは回帳力』、

式,接触抵抗器式,多亟接点式等で感度，速応性等の特

性および構造，動作等には一長一短あり優劣朧極め難

､､、舶用A.V.R.の特性に対する要求が非禰に厳絡にな

って来たため，最近磁気期巾器式のものが採用されて来

たが，従来のA.V.R.に比し高価な点が悩象である．

4 自動魎圧調整器の具備すべき必要条件

直流発砲機に比し交流発電機の固有電圧変鋤率嘘大き

く，船内負荷の労以上が誘導鰯動機で， これらの誘導勉

励機の起動時の突入遜流による瞬時踊圧変動率を考え必

ずA.V､R.の装肺が必要となる．

負荷の変動により発暇機端子遜汪変動の生じる原因橇

同期のインピー〆ン巽であり，定粥状態にお↓､て迩圧変

動を生ずるインピー〆ンスば同期のインピーダ今ンスで，

これはリアクタン巽分が大部分である．過渡状態に鮨、、

ては過渡リアクダンス，初期過遮リアクタンスで,A､1.

E.E.のTechnicalPaperでは，癒紬過波リアクダン

ス(x'd),回路時定数(T'do)および励磁リスポンス

(R)により最大踊圧降下が決定されるとしてL､る．舶

用交流発寵機の電圧変動率は定格力率(0.8)で大隊2C~

30％程度であるが,AV.R.により各規橘値内に収める
作用をしている．

N.K.およびA.B.鋸格で朧，

原顔機の速度変頭津を3.5％と仮定し， レァクチプ垂

下補償のない1台の場合は蹴圧変蹴岸ば1.5％

原跡幾の速庭変蹴摩を3.5％と仮定し， レアクチプ垂

下補償のある2台以上の場合猛臨圧変勤率は,4％

L.R･規程では，

電嘩皿津は，4％

と規定してb･る．

負荷急変の場合,すなわち無貫荷より急にある一定値

の負荷をかけた場合ば，第1図のようになる.(誇張して

書いてある.)A曲線は発電機界磁鬮流または界磁醐圧

すなわち励磁機矧圧を示すもので,B曲線は速庭変化

曲線を示したものである負荷急変の場合を考えてみる

と，例えば電動機起動時等は，低力率かつ起動K.V.A.

が大きいので，過漣状態において，最大遜圧降下および

でも出来なし､ことと思う，

50年以前に生れた，チリル式A.V､R.":,発理誤審狂

増大iこ伴う開閉電流の増加等の璽由はあるが，主として

接待点保守の煩しさから，抵抗型にその逃け道を考え，

更に増巾発電機,電子管,または磁気増巾器使用となり，

よくいわれるように不連続制闘時代から，連続制御時代

に移行し，回種機より静止器へと移行して､､る現状であ

る.静止器は耐震耐衝撃に富畢，消耗部分が無く，保

守容易で舶用としては優れた特徴を持って'､る．

3． 自動電圧調整器の分類

人により分類の仕方は異なると思うか，舶用として用

L､られて来たものに重点を置き分類すると，

（ﾕ）表動型

(i)電磁石振動式

チリル(Tirrel)式といつれ，振動電磁石により

接点の開閉を行うもの．

(ii)回転カム式

回糧振動接触子式で，鰯動機により回転子をまわ

し，一定周期に上下に振動し接点の開閉を行1，，，発

電機電圧を電磁石に入れその開閉時間を制限するも
の．

（2）…型

(i)炭素堆式

カーポンパイル(Carbonpile)式と､､われ炭素

片の接着塵力による鶴充変化によるもの．

(ii)接触錘轌

セクター(sector)式といわれ，鰯充タップ'を円

弧上に並べ，扇形のセクターを転勤させ揖気の短絡

または開放を行うもので，ローリング・＝ンダクI、

(rollingcontact)式ともし､われる
(iii)多重接点式

シノレパー・スダッI、 (silverstat)式といわれ抵

抗タップ．を銀接点付バネ群に導き，可動片Iこより短

絡または開放するもの．

（3無接点型

(i)電子管式

電子誉を用い糖密速応調整に適してL,る．

(ii)埴巾発電機式

GE(GeneralElectric社）のアンプ･クダイン

(Amplidyne),W.H(WestingHouse社）のロー

I、 。 ！､ロール(Rototrol;rotating&controll) :IS

よび日立のH.T.D. (H辻achiturningdynamo),

その他レギュレックズ(Regulex),マグニーン（睡一

gnicon)等
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回復して一定価こ落ちつくまでの時間，およびA.V.R

の作勤時間等が問題となる

､､て考賦する必要がある・電動授につし､ては，容量，速

廃I､ルク特性,GD2および起動方式等を考慮しなけれ

ばならず，遜磁開閉器は一般に電圧の変動が85～110％，

周波数の変動が95～105％あっても完全に作動するよう

にと規定されており，起動電流による電圧簿下，漂摩_卜

昇による抵抗の増加，および騒音防止用の隅取り＝イル

の作用等を考え吸引力と保持力を充分に取るよう考慮し

なければならな↓､．また遜磁開閉器は-般的に考え，負

荷の変動により開閉接触子の動作を伴い，開閉速産や
アーク発生状況により回路の時定数が異なるが，これの
解肝ば困難である

人間の眼は相当に鋭敏で，1％，0．5サイクル位の電
圧変動でも充分認識出来るので，特に20～30%も降下
し’復帰時閥が遅心､と，客船等では乗客に与える心理的
不安は相当重視しなくてはならなL､が，旅客の､､ない貨
物船，油欄船等は相当の瞬時遜圧変動を認めてよL､と思
う．むしろ息し､切って大きな変動を認珍速応挫の良い
AJV.Rで急速に整定するようにし，発醗機甕壁に対する
起動KV.A.を大きく取るべきである．
従来の貨物船等では一般に20%:程度iこおさえて､､る
が，充分考腫の上30％以上に取り，発電機固有の変動
率を40％以上とし，速応産の早↓、A.V.R.で保償する
のが望まし↓､

以上を考慮すると,A.V.R.の性能としては，
(i)感度良好なこと、 （士1%以下,出来得れば±0.5

％以下）

(ii)速応性の良L､こと, (例えば数サイクル以下,出
来るだけ最小のこど）

(iii)乱調防止装置付とする. (要すれば）
(iv)横流補償装置付とする. (発電機の並列運転時

に有効なもの）

(v)制御範囲が広く，微細調整が出来ること．（例え
ば、定格速度で発電機の無負荷から，125％位の
負荷までのすべての負荷(力率0.8)で，定格電圧
の士10V間を1％以内で微細調整可能なこと．

構造上から考えると，

（､i)主要部分は配電盤の表面や内部に取りつけられ
る構造とする．

(ii)保守,点検,罎作が容易で，信頼性に富むこと

(iii)一定の温庇，湿度の条件下で，動揺，振動，極
蕊等に充分耐えるこ』．

尭電様KW寅荷

正沌'＠ －－－－－

逗
I I

＆’ 一=聖些
IN､_Z
111
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第 1 凶

第1図にお、‘て，発砒機固有遜圧降下は上述の発醗機
のリブ・クタンスによって定童ろもので，アーマチニァ．
リブ'クシヨンは励磁巻繊，制御巻線に誘起する電流によ
り，その作用は打消され，すぐ．に電圧降下を生ぜず,初
期遮渡リアクグンス・次↓､で過渡リアクタンスにより鬮
圧降下を生じ’計.ツシロ測定では，直線的に降下する,b
点からA.V.R・による励磁醜流が増加し始めるが，発臨
機端子踊圧は励磁談,A.V.R.の回路のリ桑鑪ン天に
より一定の般大踊圧陣r池まで下り，それから蹴圧が恢
復して行く．B曲線のc点から回転が下がっているの
は，発醜機および原動機のGD2により，またカパナー
のリス韻ジスにより図示より遅れることもある．一般に
耐b､てL､るAV.R.では, a,b間は3～10サベクル程度
であるが,感度の鋭敏な速応度の早い,無接点型AJV.R.
では，0.5～3サイクル程度にも田来るので，最大電圧降
下を小さくおさえることが出来る．
原動機のガバナー・モーターを余り鋭敏にすると，，、
ンチングを起すので，通常無負荷と全負荷の輝寺速度変
酎津を7％とし,1％以内の定常状態に5秒～10秒程度
で設計するので，負荷急変時の瞬時速庭変動率を7％と
仮定し，瞬時の鍛大踊圧降下を算定する場合，同じ瞬時
といってもガバナーを含める機械部分の瞬時は若干の時
間のおくれがあるので，実際問題として計画時の最大電
圧降下算定は相当の困難を伴う‘
一般船舶では，最大翻圧降下値をどの程度まで認める
かが問題で，規定して､､ないが，特殊用途のもの，すな
わち米海軍規格または防衞庁艦船規格等には規定されて
し､る，

A.V.R.の性能を考える時には，運転中の電動機の停

止，電磁開閉器および低遜圧保謹継醜器等の作動等にっ

5．電磁石振動式自動飽圧調整器

G､Ma(GeneralMOtors)の中，小型交流発電機の

A､V.R, iこ使用されて↓､る米国のウァク1､ン会社の商品
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名‘‘シンク室．スダプ I、 (synchrOstat)SR型,'はこ

の電磁石振動式の代表的のもので，椛造簡単，操作容易

と、､うことをモプ ’－－として極めて小誕溺迂に製作され

て↓､る．わが社建造の最近完成した輸出船用に輸入した

ものである．

回転子振動接触子型は駆動電動機を使用しているの

で，その電動磯の容量，速産I､ルク纈生,GD2等を充

分考慮しな↓､と，発電機公外部短絡による遜圧降下時，

電動識の回軽数低下によるAjV.R.の動作特性の変化が

問題になるが，本器等のように電磁石使用のものは最低

保持甑圧を低く取ればよし､ので設計は比較的容易であ

る．本器の交流継電器は定格の230～50%|程度で充分勤

作するように設計されてb､る．
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の平易のために顔サイクル相をずらしてある．電圧が上

昇してiiX''点に達した塒，コイルは接触子を開くよう

にし，また"Y''点に踊圧が下った時，畑磁力が減少し，

接点を閉じるように調整されている．従ってOを基点と

する時間軸上の実線および点線は，接点開閉時間を指示

して､､る．

第4図も同様な曲線でl$X''および',Y''点は変化し

てし､ないが，遜圧波形の地巾は減少してL,る．つまり遜

圧の降下に応じ接点開閉の時間率が変化して↓､る．交流

踊圧が減少した時，励磁電圧を上昇･させようとして，分

巻回磁回路に抵抗が挿入され，遜圧を自動的に澗整され

るのであり，逆に交流睡圧が瑚加した場合も，考え方は

同厳である．接点は鉄の裏金をした荻ングステンを使用

しているが，今までわが社の数隻の突繊で槙，材質の良

好なためか，接点摩耗は比較的少なく，良好な成齪を示

して､､る．なお極性転換は遜動で， 自動杓に行ってい

る．アンティハンティング(antihunting)装置附で，そ

の補潰特性は規定力率よりも低力率負荷における方がよ

り良い電鴎凋謎を与えるものである．継遡器鉄心と振肋

子間の空隙は“13”を廻すことにより一定空隙（約

0.032吋）に操痔する必要がある

6． アンプリスタット型自動電圧調整器

1916年米国でアレキサン〆一ゾン(A1exanderson)

が磁気増巾器の最も簡単な可飽和リアクI､ルを発明し，

MagneticAmplifierと呼んだが，鉄心‘吋料や整流器等

の良いものが得られず，電子管噸巾器の工業的利用に押

されてb,たが,1938年画一カン(FG.Logan)による

自己殿還型の発明があり，その後各翫各鱗の回路が考察

され，第二次大戦中欧州，特こドイツ等で鉄心材料およ

び整流器の長足の進歩があり，軍事的目的のサーボ・メ

百
二
同

罰竪器

ｳ調蘆）

第 2 図

第2図ば代表的回路を動作原理的に醤したもので，

C操作コイル

A;錬心（稜密鉄板）

B:電圧調整ネジ（振動子は本ネジとスフ･リングで

支えられて、､る,）

S:固定接点

V:可動接点（弾性体鉄板の振動子上についてb，

る.）

継電器コイルが無励磁の時はGfV''およびI&S''は閉

じ，分巻界磁抵抗器を短絡している．励磁されると， コ

イル内の交流は鉄心に脈動(pulsating)磁束を与え毎

秒120回(60～）最大に達し，それにより振動子は振動

する．回転子振動接触子型と同雛，接点の開閉率が同様

なので，本器も接触子が閉じる時間に対する接触子の開

く時間を変化させてし､る．すなわち第3図におし､て，曲

線Aは交流電圧の％サ㎡クルを示し,A'曲線は説明
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カニズムjこ利用され，戦後米国でも盛んに研究され，

Deltzamax,Hypornik等の名で知られる赫糾がつくら

れ，その他Supermalloy,Permalldy,圧延珪素鋼材等

を使用し急速に，工業上の分野に，そり大きな増巾度と

短い時定数の特色を生かして用､･られて来た．

一稜であることが望まし↓､、

第6図にアンプ・リスタット型A.V.R.の基本制御回

路を示す.第6図iこおいてJA､V.R使用中侭切換器A;こ
より，界磁調整器回路を使用せず．発鰯機端子電圧を検

出部である変圧器を通してELの電圧を，比較部(DIF)
に送り，定認圧部(STD)の起磁力Esと比較をし，そ

の偏差を増巾器(AXIm)に入れ,励磁機の界磁電流を変
化させ，負荷の如何腫かかわらず，発醗機の端子電圧を
自鋤勺に一定jこ保つ作用をさせる．

東芝製の代表的回路である第7図1こつL,て承ると，可
飽和リァクI,ルの一般柵造は' E普通の変圧器のようiこ簿
鉄板を穣承重ねた2脚または3脚のものもあり，また空
隙をなくすため巻鉄心にすること力琴も､が，本回路催3
脚型である．また回路型式も各社亜ぐのもの力堵察され
て↓､るが，本回路ば自己錨還型で,増巾は偏差信号の極
性に応じて正負の出力を得るため，第1段増巾撞ブシュ
フ・ル型で第2段増巾はアンブリス茨シ1､の出力を励磁機
の回磁巻線に加えてl､る．金属整流器としては逆耐圧大

で，逆電流小のセレン整流器を使用し，脈動率少なく.
かつ3鐸良く直流出力を得るため3相全波整流を行って
、､るその他，周波数補償装置のリアク】､"および＝ン

デンサー，調整回路の舌願防止用の抵抗垢よび＝ンデン

サー，並列迦伝時の描流補償の平衡リアクトル、電圧設

定用の摺動抵抗，およびその他調整用抵抗等で回路を溝
成してし､る．

アンプ・リスタッI、 (Amplistat)

IXGE.および東芝のこれが商品
省である．可飽和リアク1､沙鋳心
として望ましい条件欲第5図に示

すように磁化曲線が矩形特性に近
し､すなわち可飽和特注の角形ヒ
ステリシス材料であり，磁化曲線

心屈曲点における磁束密庭Bsが
大であり，抗磁力が小さく材質の
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これは単一埴巾鑑で排成されており，その出力獣補助

変圧器で附勢され，励磁機界磁回路に加えられ， この出

力剛流憾,発遜機降下時ば一定値に対し埆加し，励磁機

端子遜圧を上昇させるように鋤き，また発遜磯上昇時に

は，この逆Iこ励磁を弱めて定堀圧に保つように励磁に認

盤を行う．

（4）総合回路

第7図に示すように発鰯機起動時i脱，界磁調雛器によ

り手動で発遜機醜圧を調磁し，遜圧確立後，切換スイッ

3(COS)を手動より準鮒の位置に切換えう．ンブリズ

タッ I･を励磁後自動に切換えると，界磁潤盤器が短絡さ

れ，地巾器回路が励磁談界磁回謝こ並列に入り，応鋤伏

況となる．

乱調防止回路妹，励磁機の端子曜圧を乱調防止用コン

デンサー及び抵抗に加え，この出力を第エ段堀巾器の制

御巻線に錨勤還して励磁磯鯉圧の変化速度を検出し，全

体の制動動作を押え，制御全体の綜合潮巾産を非飛に大

きく，電圧調整度の糖鹿巻商くして↓､る.かかる回路#こ

生じ易い乱調を防止している・

発電機並列運転時には切換開閉器を単独用から並列用‘

に切換えてCrの短絡を解き，平衡リアクI､ルに入れ‘

て↓､る．

班圧調雛用の差倒飛沫計は箱体表面に取り付けてあ・

り，調x錘抗器により，瑚巾器入力の調整が出来る．第

10図に示すように箱体内に各部品種一括収納している．

第11図は本器茜用L,た，オッシ声クーラムである．

⑤アンプ･リス顔シ I､型自動遜圧調整器の利点

一見苦通の変圧器と乾式笠流器を組合せたような完全

な静止器で，堅牢特に耐振力が大きく，保守を必要とす

る部分が少く，寿命も半永久的である．

微妙な調整を要ぜず，特性変化や根耗部分がなく，動’

作力極めて円滑安定で，速応度が早い．

（1）定竜庄回路

3脚鉄心の中央脚$二，一次巻線を巻き，発掘機迩圧を

入れ，他の2脚部にはそれぞれ飽和特性と不飽和特住鉄

心に所要の巻線を差鋤に接続してあるので，発避磯の出

力電圧の変動に対し広範囲に平滑な特牲が得られるこ

れ』こ周波数特性を補償させている，

（2）第1段磁気増巾器

第7図のように(A)および(B)の2個と，これを

ブプシブルに接続してある．その一つの特性を第8図に

示･すすなわちc直線妹発電機出力遜圧を増巾器の制御

／／I

一

一

Ｓ

÷

↑

（
Ｕ
Ｏ
ｖ
－

空

喚爾 財

第 8 図

巻線に加えて得られる入力班流を示し, S曲線は他の制
御巻線に加えてある定電圧特性で，両者が差働接統にな

って、､るので，増巾器の等価入力はD曲線となり，発電

機電圧の昇降に応じて正または負の入力を生ずる．第9

図のc曲線は，第1段ブブシブル増巾器の特性である．

すなわち第7図の増巾器AまたはBの出力力蘂1段噸巾

器の制御入力に応じ，第2段潮巾器の等価入力は第9図

のc曲線のように正負に変化する．

‘3）第2段増巾器回路

〔千】

Ｂ Ａ
Ｃ

、 ↑

_ﾉ蚕
一

吋 弁1段制‘卿入力 （十）

A:gW"A湘巾幹特性
B二 ~ B ''

C＋芳7段フ守ニュフ･ル

零'17.答笥捧

(－〕

第10図第 ， 図
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第 11 図

忍子管のものと伺酪こ何段端巾も可能で，段数を増せ

ば瑠巾度の割りに時定数を減じ性能も上り‘一段当りの
潮巾産が大きい

7． 自励式同期発電機

一磯こ鰍､られてL,る舶用交流発鬮機は励磁方式とし

て従来直流励磁鶴こよる他励式が用b､られており．各菰
の自動電圧調盤器を用0,て，直流発電機の励磁踊流を調
嬢し，同期発遜機の踊圧調雛，力率總裟を行って来た
が，急激な負荷変醐に対し速応性に乏しく，前述のよう
に磁気増巾器型のAV.R.が舶用として用､,られ始めて
来たのであるが，これでもまだ理想的とはいえず，負荷
変動に対する速応性および経済的の問題等が残されて､、
る・

自励式同期発鬮機は前ぐからわが国でも企画され製作
された実絞はiあるが，これを用いる乾式整流器に適当な
ものがなく’発展せずに来てし薫ったのであるが，この
発躍機の持つ利点すなわち，特に負荷の急激な変動に対
し，一定鰯圧を保つこと力溶易であり，励磁回路は無接
点のA.V.Rとも考えられ過負荷特性が良く，発遜機の
短維比を小さくとることが出来，電圧変動は数サイクル
で安定する等の理由により急激に発展して来た
交流揚貨機用認動機の使用は同期発踊機を恥､た場
合’遜圧変動等の問題より，龍型電動機を用L､るのに，
相当の苦労をしており，一般にはワード・レオナード方
式を用し、てし、る場合が多かったが，この発温機の発展に
より,揚貨機用電動機に安心して髄型を用いることが出
来るようになることと思う．

この発電磯の船舶への応用は，わが国では未だ行われ
て↓､なしか’富士愁幾では試作を完了し，実用の域に達

しており’三菱電識，東芝，明電舎もこれに続し､てb、
る．しかし舶用としては使用した実繊はないが，わが社

建造の船舶にも船主の特別な理解のもとに搭賊を計画し
て↓､る．

第12図は富士電
護の簡単な系統図で
あるが，励磁電流は

負荷溌流の変動に応
じて変化しない一定

な電圧成分と．負荷
甑流により変化する

電流成分とに分けて

考えられる．すなわ

ち第12図におl，て

Gの同期発遜機およ

びRの乾式整流器ぼ

Tの変圧器の2次側

に接続してある，とi-塚証してある，こ

第12図

d■

の変圧器の1次巻線は2区分に分割

され，第1区分は同期機の固定子巻線の中性点側に，第
2区分Lのリ･アクターを通して綴路に接続される．すな
わち変圧器の1次側の第1区分絢演荷の変動に比例した
電圧を発生し，2次側に負荷電流により変化する励磁電
流分に相当する電圧を発生する．第2区分はLのリァク
ダーにより同期機の端子踊圧に比例した電圧を発生し，
2次側に励磁電流の電圧分すなわち負荷電流の変動に応
じて変化しない遜圧分に相当する鰹圧を発生する．この

両剤圧は変圧器の2次側でベクトル的に加えられて整流
器に入り，同期発電機の励磁回路に3相全波整流されて
流される．Cの静電蓄踊器で，これにより自励踊圧の砿
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率による相詮角iこ比例した分

が躍流明変圧器の2次巻線に

生じる． これ力負荷の増加お

よびおくれ方率皇必漢な励磁

分を与える

猛流発遜機の超勤蝉こ必要

な低遜圧賦残宮磁気‘こよるの

であって， 、これ;よ盤流器の内

部抵抗に打勝つ,二は充分でな

｛･ それ故′jさな補助の蛎凋

錐流器を一時豹,こ界磁巻線に

入れこの補助の雛流器臆発恥

機の出力側から制限抵抗器を

通して粭鰡する． この袖助盤

流器依，主整流器を維持する

ALTER NA
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岸
の
お
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壹
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斐
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UU
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之

’FIELD
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範13 [Z

のに充分Iこなるまでの最初の励磁を行う．主盤流器が維

持されるのに充分となると補助の雛流器は界磁避流によ

り作動する小さなリレーで自mMWwこ切り離される．すな

わち第13図の実験はA.V.R.回蹄で，点線ば起動時の

自励回路である第14図炊負荷の状筵を示したベクI、

ル図である．すなわち

第14A図は無負荷の場合の励磁砺圧V』を示し，

"14B図は力率100%の全負荷時の励磁渇圧V2を

示し，

第14C図ばある力率cosdO全負荷i噂の励磁畑圧

V3を示す

8． 結 言

自鋤制御はすべてそうであるか． －つのｲ占号か加えら

れてから出力がどうなるかとL､う問廻こ廿L,静特性，

過渡特性，応答の時聞遅れ，増巾率，周波数侍i生，発生

雑音レベル等，特に時間遅れが重要堂問題であり，数学

的解析には非湶型方程式等使用しなけれ‘蛍ならず困難で

あり，舶用AjV.R.回路としての最良D定数決定jこつい

ては今後幾多の実讃および研究ｲこ待たなければならなし、

だろう． （819頁へつづく）

立を容易に出来るようにしている．

英国のArthurLyon&Co・のStanfOrd発電機を

わが社麺豈の32年3月完成した輸出船に搭載したが，

これは非幣用発電磯で小型のものであるが，その概要朧

次のようである

この発電磯ば第13図のような結線図のもので， 自動
電圧回路は，鴎圧用変圧器，3個の趣流用変圧器，3相

の整流器によりなり，手動界磁調襲器は出力愚圧に対
し，最初の調整をするこめのものである．

電流変圧器の1次巻練ば交流発電機の出力側と直列に
接続され，この2次巻線ば遜圧用変圧器の1次巻線と直

列に接続されている．電圧用変鴎§の2次巻線減踊流用

変圧器の1次側と直列に接続されてL,る． この二つの巻
線の合成電圧すなわち電流変匪器の2次および電圧用変

圧器の1次との合成電圧:ま整流器を通し直流とし，交流

発鬮機を励磁する．このような方式により各遅れ力率}こ

よるすべての負荷に対して発電機を定電圧に自動的に保

つ・無負荷励磁は電圧用変圧器巻線により生ずる電圧で

与えられる負荷がかかると無負荷の場合より墹加した

電圧分’すなわち負荷電流に相当した分および負荷の力

V‘
／

＝

．"E……‘:…………" |"．…崎""鳥……""｡｡…"皇ゞ‘ ､…‘,…“
ErS“ONDAR,､VOL私味OFCU角RE肘TTnA軸5FCR"醜｜［2S錘CNpARYvoLTA錘がごL･PR【N､:布ANSに僻1頭

第 14 図
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山

電気式舶用積算軸馬力計について枠
山下英男・伊丹 潔
顛瓶大学 商蕊大学

佐藤売策・青木佐太郎
東京大学 束蔵芝浦遮気株式会荏

乙武一三＝Fコ
蝿束芝浦電気朧式全社

1． まえがき

競舶の推進軸で伝達される,いわゆる軸馬力および穣
鱒紬馬力を延伝中粥時指示または記録する装遥は，永L,
閥関係方面から要望されてきた｡そのため回j腹中の軸の
ねじれ，すなわち回強力を測定するねじれ動力計またぐ堂
軸馬力計・力：｡国内および国外で最近80年間に約70禰類
も考案発表されてL､るが．上の要望を完全に満たすに瞼
到って‘. ‘なl･ようである
ここ3二報告する醗気式舶用俄算軸馬力計は，軸馬力お

よび談塊軸馬力を幣時電気的に指示するもので’後に述
べjるように，認気的な測定法によってL､るにもかかわら

ず外部電源を必要とせず’測定操作が不要で’真空管等
の消耗部品を使用してLなL,ため保守の手数がかから
ず，出力が大で指示が正確であるなど多くの特長を具え
ているものである．木装掻の基礎研究は東京大学工学部
電気工学科および商船大学において行われ，その結果に
まずき，東京芝浦遜気株式会社が識作に協力し’製品化
を完了した．その問昭和30年度. 31年度の両年にわた
り文部省科学試験研究聾補助金が交付され’昭和3'年
産日本船主協会より試験研究費が交付された．
今後本装置の優秀性が認められ，一般に普及して，燃

料消蟹と軸馬力との比蛎二よる撫斗の節約をはじめとす
る運航方法の改善並びi二運航笹理の合理化，瑞型の改
良，内燃磯閥の改善等多くの軍要問題の解決に貢献する
ことをねがって’､る

T=回娠力(kg-cm)

P=軸馬力(m)

N=回転数(RPM)

HPh=稜算軸馬力(HP-hour) -
t=時 間(hour)

とすれば，

0＝皇2型エ
frDJG

P=禿矧釜0=:-壺更茄爾云
frgDIGN9

HPh=IPd*
木装置は軸のねじれ角0に比例したイン蚕クタンズ
の変化を生ずるコイルをブリッジ淀構成したものを主要
部とするねじれ検出装置部と回転数Nに比例した交流
電圧を発生する速度挟出装睡部，およびこの二つの装置
の紐合せにより発生する軸馬力Pに比例した電圧によ
って，軸馬力を直示し，併わせて軸馬力を稜算して稜算
軸馬力I理hを直示する指示装置部の3者よりなって
bる．詳細の動作原理は次の通りである．
第1図は装澄全体の原理図である．ねじれ検出装渥部
には，締付環Iに固定した2個の＝イル鉄心が対向して
おり，その間に，締付環Iに固定した中央鉄心が挿入さ
れて↓､る．軸がねじれていない状態では， ＝イル鉄心と
中央鉄心との間の上下の空隙は相等しくしてある．軸が
ねじれると，締付環Iと締付環Ⅱとば相対的に回軽し．
従って＝‘ル鉄心と中央鉄心との間の空隙は上下異って

2． 原 理

原動機より推進機に動力を伝迷する中間軸は弾性体で
ある力ら，回転力に比例したねじれを生じる．従って軸
上の2断面間のねじれを測定すれば，回娠力が求められ
る．動力は軸の回転力と回転数との識こ比例する力‘ら，
両者の稜;二相当する通を電気的に計量すれば，軸馬力が
求められ、この軸馬力を砺気的に積算すれぽ，積算軸馬
力が得られる． この間の認係は次の通りである．

D軸の蔭径(cm)

L－測定する2点間の距離(cm)

G=il!1材料の剛性率(kg/cm2)

＝8.31,10" (kg/cmg)

9＝軸の‘ぬじれ角(radian)

舞

端 ！ 謝
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くる

＝イル鉄心に催同一巻数の4個の＝

,り．これがブリッジに接統されている．

て接続図とすると第2図の如くである．

鰡圧溌論に上記プリブジの磁力忍圧Vlを加え．他方蹴

流腺論に嘘，大きなインダク涙ン〆を有するチョーク・

コイルを直列に接続し，これに2相発遡磯のブリッジ電

源に使用した相より90°進んだ相踊圧Egを加える．電

圧湶輪を流れる電流をIP,砿流線輪を流れる堀流をIc

とすると，穣算踊力計の指示Wは，

w雲K'I'f, i. ｡｡…1 (3)
となる．ただしK1は総数，紗は11,とI鰹との位相差

である．堀圧線輪は殆んど抵抗分ばかりで，イン〆クタ

ンス分ば無視できるので, I;,は前記ブリッジ出力悪圧
e

V1と同相で，式(2)よりV』はまたE1と同相であ

るから，結局IIjはE】と同相である．昭＃協泉輪に直列

ｻﾆ接統するチョーク・=z 'fﾉﾚは，抵抗分が極めて少く，

大きなインダクダンスL.を有するものを使用するの

で，これに対して遜流簡翰のインピーダンスは無視でき
●

る．そうすると剛流線輪の遜流Ioと発悪機堀圧Egと

の関係は次のようになる．

イルが巻b､てあ

この部分を改め

4個の＝イルの

C

L4LI

MI3

M24
bQ

I L2 L3

Lそ，
第2図

自己インダクタンスをL1,L2'L:2，L･出相互インダク鋲

シスをM23,M",とすｵTぱ，職がねじれて1，なくて，

上下空隙が相等しい場合にば, L&=Lg=L3=LJ=Lで

あるから入力端子ab間に踊圧を加えたとき，出力端

子cd間に電圧は発生しないが，ねじれると上下空隙

が相違してcd間に曜圧が発生する・今空隙の変化と

出力電圧との関係を考えると，上方空隙長が』xだけ

減少した場合は

Ｌ
贋

”
一
Ｒ

Ｅ
一
認
帥

■
勺
■
ず

一
一
一Ｃｌ

ここにRgば発遜機と中間軸との歯車比である．ところ
●

がIEglは回緯孜Nに比例するから，結局

II; I=K2 41t,4Eg-90｡ (4)

K当：定数
ら

となる．すなわちIcの大きさば回|曽数に無関係で，そ
●

の位相はE』より90'°遅れる一方E2の位相はIE,k
● ●

り90.進んでし､るからJ IcはE1と同相になる．
O

とIe=4Ex （5）

前記のように18､もElと同相であるから妙=0であ

る穣算電力計･の指示WI*, (2), (3), (4)式から

盟識1縄t藤‘ﾉHPdt
となり，俄蛎功馬力に比例するから，獄算電力計を穣算

軸馬力で目盛っておけば直続ができるわけである．

B

｜ ・
LI=L3=M1:I=-

R!+:-(､E)
B

Lg=L.I=M2&=

R!+:(x+｣x)
ただしB=巻数の2乗に比例する定数

R!=鉄心の磁気抵抗
S==イル鉄心の一脚につ↓､ての空隙部

断面積

X=平衡時の空隙長

従って印加電圧をE,発生電圧をVl とすれば，

2

-g-"x
V,=捺捺冊鯏詩E1= RiZfE､ (2)

●

すなわち出力電圧V1は4XとElとに比例する・

軸に歯車で直結した2相発電機の1相の睡圧をEIとし

て使用するから，これは軸の回1膳数に比例し，結局出力

電圧Vlは4X9従って軸のねじれ角と軸の回り藍数の菰
心

に比例する．換言すれば，軸馬力に比例する．このV1

の大きさを，馬力目盛を施した交流蛎圧計で直読する．

識算軸馬力は次のようにして得られる．穣算剛力計の

3．栂 造

実際のねじれ険出装置および速度検出装澄の例を能3

図に示す．原理の説明では, ="fル鉄心および中央鉄心

(まそれぞれ締付環に固定してし､るように考えたが，実際

は締付環はスリーブの幟造とし，ニツ割りにして，組立

の便利と機械的堅牢さを考えてある．鉄心は2組を使用

し，これらを軸の対称の位置に取付け，軸のたわみによ

る誤差を補俄すると同時に，機械的なつり合し､を図って
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、､る．

この装睡の取付け調盤に際しては，実際に軸をねじる

ことができないから，コイル鉄心を可動台に取付け，こ

の可動合はねじで微細に送ることができ，送りの鉦は〆
罰アル・インヂケータでｴ臼施に競承取れる纐豈にした．

調雛に際しては，ねじれと等価な鉦だけコイル鉄心を移
動し、速産検出装置の2相発珊磯は軸から外して’別に
癖動し，正耐こ計器の目盛を施すことが出来る
速度検出装置の2相発醐機は永久磁石回転子を使用し

ているので，タI部から励磁する必要がない. コイル鉄心
のコイルおよび発電機巻線は完全な耐湿防徴処理を，鉄
心は防錆処理を施しており’発電機はさらにプラスチッ
クの端板で密閉し，しかも内部が見えるようになってお
,り，熱帯地方の高温多湿にも充分耐えることができる．
ブリッジの端子につながる刷子は2組並列に使用し，

互､,にほぼ180･距てて取付けてあるので，鍵肋その他
jにより刷子がスリップ・リングより離れることはない.

指示装置は必要に応じて1個または2個の計器盤}こま

とめる. 1個の場合を第4図に示す.内部点検のため,

前面パネルは扉にしてあお・軸馬力計および回鞭錘汁に

･は広角度計器を使用し読承取りを楽にしてあるまた装

糧の動作状態を監規するために↓穣算電力計砿流線論の

鯉流を指示する交流電流汁がつしてbる．

｜解一 ム

鼎
I

号

鳧
、
￥

I
●

ム レ
－｣ ﾋー

Z壷錘L l i型塵泣 ？
3クク

第 4 図

4．特 性

本装置の基本的な諸特性につb,ては充分な実験調査を

行い軸馬力とブリッジ出力電圧とほ満足すべき直溌的

関係にあり，周波数特性も極めて良好であることが確め

られて心､る'>2) ここにはその詳細なデーダは省略す
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5． 実施結果

木婆既の試作品咲逗轆省航海訓繩肝隷習船大成丸:こ取

付け，海上試験その他を好成繊で終I) ,多くの基礎デー

ダを得騒〕，その後1年を経たか，故障・調整の狂いは全

然なく順謝こ運掻して↓､る本綴は石川島ｱﾘr工業株式会

社建造のダーピン船で, 2,430T，定聯HJ71,700HPx

112RPM.常用出力1,160HPx1CORPM中間軸径255

mmである．

その後製品化を終り，今回日本郵船株式会社新造商速

貨物船駿河丸に装燃した本船は三菱日本電工業株式会

社建造のディー･ピル飴で9,400T,定格出カユ22,000HP

X118RPMj雑用定播10,200HPx112RPM, ｢I1問刺径

458mmである．第6図城ねじれ検出装瞳部の取俳伏

況の一例，第7図は測定装碓部の取付状況の一例を示

す．第8図織公式識鵡蚤時に実測した軸馬力・回権数一

速力曲線を示す．本装澄iこよる測儲素;果はBHPと士2

％以内で一致して↓､る．指示はねじれ振動，たわぷ振

", I､ルク変動などによる影響を全然受けなかった．デ

ィー･ピル蹄でも，タービン船と全く同鯛こ傭頼できるこ

とがわかった．

る舶舶に装備して使朗する場合に瞳，次のような事実

があるため，軸馬力計の指示砿幽龍極変Iこ向上して，誤

差臆問題にならな&､までi二う､さくできる．すなわち船舶

では，同一軸馬力数に対して，回転力と回転数の諏壺の

組合わせがあるわけて↓崇なく，軸馬力は回転数の3乗に

比例するとも､う関係iこ従って，一定の軸馬力には大体1

組の嘩曇力と回転数が対応する従って軸馬力計の目盛

を，かかる回i腫力と回転数との組合わせによって施して

おけば，極めて正確な指示が得られるわけで，謝謹上の

軸馬力計の指示確函ま，それ『こ使用する踊圧計の確吏で

決菫る．本装置では配電盤型1.5級電圧計を使用してい

るので，結局軸馬力計指示確産ば士1.5％である・

積算軸馬力計は．穣算遜力計の特性が加わるため，刺1

馬力計よりば問題がある前記のように鰯流綴論理流

ば，2相発電機の1相の電圧を職分して得てしるが，そ

の積分特性が低回握数では悪くなってくるまた識群電

力計の周波数特注も低回1貰数で悪くなる．しかしここで

も実際の場合には次のような有利な条件がある・軸馬力

喰回転敷の3乗に比例するから,尚定格出力に対する

回転数礁約:定格回転数となり,告定格回鰻数まで穣
算軸馬力計の綜合周波数特従が良好であれば，それ以下

の回転銭ニおける誤謹室，穣算値には，等価的にその

告以下の誤差としてしか影響しないさらに実際運航
に当って定格出力近傍での運航時間に比し,帝定格出
力以一ドでの運航時間は無視出来る程涯少なし．結局俄算

軸馬力計の確函ま-缶定格出力以上,÷定格回輯数以
上で正確であれば，実用上差支えな↓･といえる．概算軸

馬力計の綜合誤謹待性を第5図に示す．これは調整基準

を80％定格出力iことった場合のものである．ほぼ士2％

の範囲#二おさまっても､ることかわかる実用上満足すべ

き特性とL,うことかできる．

』

第 6 図
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のであるから，従来のねじれ測定器のように測定のた

めの操作は全然不要である．

2． 踊気式であるから，遠隔測定が自由で，軸馬力計

および識算軸馬力計は任意の便利な個所に取付けるこ

とが出来る．

3．電気式であるが，外部電源は全然不要である．

4．出力が大きく精度が高いため，真空管その他の消

耗部品を使用しておらず，各部堅牢な描造になってL、

るので，保守の手数が不要である

5．測定原理上，軸のトルク変動，ねじれ振動，たわ

承振動によって指示に誤差を招くおそれがなし､、

6．測定原理上，軸の正逆回転にかかわらず，正しく

指示が表われるので，軸の回軽が逆になる毎に切換え

を行うなどの操作がL､つさい不要である‘

7．む す び

上述のように本装遥は優秀な性能が立証され，製品化

されるに到ったが，この間日木郵船株式会社，三菱日本

重工業株式会社，大成丸および駿河丸乗組の方を，関係

方面の各位より菰冬援助協力を得たことを記し謝意を表

する．

参考文献

1）伊丹潔．大沼装一．商船大学研究報告．6号．
203/235.

2）伊丹潔，露振裕一昭和31年電気学会連合大会

予稿．145．

3）伊丹潔．商船大学研究報告，7号．227/230.
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6． 特 徴

上に述べたところよりわかる通り、本装磁は次のよう

な優れた特徴を持ってし､る．

1．軸馬力および程鰊軸馬力を計器で幣時指示するも

(814頁よりつづく）

また増巾器の最も重要な性能はその遜力増巾庇Gpと

時定数'､の点で,G1)は大きい程またTは小さい程良

↓､が，一般にGI)を床とすると,Tも大となる傾向が

あるそれ故磁気増巾器の良否を判定する数値として
Gp/Tを用い，これを性能値(Figureofmerit)とb、

っており，舶用AJV､RとしてはTを重視すべきと考

えられるが，この決定には趣を要する，

アンプ･リスダツト型AV.Rの寿命は半永久的である

とし､うが，鐵髄器の寿命に支配され，過漉割生および劣

化の問題等を考えると，船内の高湿，乾燥の繰返し条件

に対し，公称50,000～100,000時間の寿命がどの程度持

つかは問題がある

自励式につL､ては未だわが国には実演がなく，理論的

の考察および各国で使用した報告等を参照するより現在

では方法がな↓､が，今後期待出来る方式だと考えられ

る．

以上各種のA.V,Rがあるがこれの選定にあたっては，

発鬮機，励磁機，原動畿等とともに綜合的に考えなけれ

ばならないことで，特に船内保謹回路および短絡電流の

大きさ等にも関係し，経稀勺な，能率の良､､ものを選定

しなければならなL､．

終りに当り各社，特に東芝および宮士電磯のカタログ

等を参照させて鞭､､たお礼を述べさせて戴きます

’
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瀬尾正雄
恕確肢衛野究研･鉛鞘展関部油槽船タンクの防蝕試験

成績について

１
１

2． ぼるねお丸およびあらぴあ丸の場合

(a)防蝕計画

次表のようにMglX15SをZn"15F垂を使用し

て酩気防蝕を行った

第2表タンクの晒気防蝕計画

油槽船ダンクの腐蝕は船舶の腐蝕問題中最も重要なも

のである．腐蝕のため多額の工事蜜を喪すばかりでなく

船令を箸じるしく短縮している．それにかかわらずタン

クの防蝕法に関する成按は少な↓､、その原因は船主や乗

組員は腐蝕に関心をもちその状態や防蝕効果を目で駐て

調査するが数字的に表わしたり，また腐蝕におよぼすし、

ろいろな状態の影響を解析することが少ない一方防蝕

技術者にとってはタンクの防蝕は調査しにくいものの一

つであるそれは油槽船は大部分が国外を航海し，しか

も途中何回もタンクの使用状態が変るためである．

油を談んだり空にしたりダーチイバラスFやクリンパ

ラストを稜承，しかもその日鈎鉤鰄甚毎に違う．しかし

最逓まタンク防蝕に対する関心が嵩まり種煮の防蝕法を

使用した場合の記録が散見されるようになった

譲者も数年前から荻ンクの防蝕の実験を行って来た．

防蝕の実験は多大の日時を要する上，防蝕方法もいろい

ろある．また同じような実験でも結果にかなりの遠いが

あること‘もある．

蕊在はまだ数船につし､て結果を得たの承で結論を得て

いなし､が，これまでの成淡の概要を紹介する．関係者の

参考になれば幸L,である． ′

1． 実験の概況

第1表の3船で次のような実験を行った．

船 名｜ぽ輪ねお丸 | あらぴあ丸
一
Ｐ函
睡
匪
露
如
犯
ｏ
一

Ｎ
Ｉ
ＩＯ

｜

’薑'獺|増|蓄陽

’ 1個の正通: 16.5 1 6.5 16．5

｜個 数 ，， ，,|"''1'"'ai""Iヨ＆錘|善"鳥|潅''1'瀧，篦i睦"I
発生踊気鉦733,000 157,000 464,000I I:f3,0~0

計 (Ah)

防蝕踊流 40．7 66 25．2 40．0
(A)

〃
49 79．5 44．3 67．8

(mA/m2)
画

，使用期間(年)| 2･O O･3] | 2p , q47

(b)試験経過

試験の経過は次表の通りで，ぽるねお丸は6航海後入

渠しその状況を調査した．あらぴあ丸ほ6航海後と4航

海後の入渠時に状況を調査した．なおその間出来るだけ

電位を計測した．

第3表試験経過

第1表実験船タンクの要目と目的

船 名ぽるねお丸1あらぴあ丸

艤織悪蕊|悪悪実験タンク
No.

｜ あらぴあ丸船 名 ぽぁねお丸

－｜ －大きさ｜

祭｜
防""|｜(m2) ’

鼠｡¥{2s5.4×7×12
770 450

タ
ン
ク

旬
』
９
Ｊ

－
－
６
函
聿
４
－
砲

Ｉ
１
６
１
２
２

３
３
３
３
ヘ
コ
３

陽極取付

試験溌水

航海数

パラス1､日数

第1回入渠

航海数(出渠後）

第2回入渠

パラス1､日数

31-8-中旬

f1－8－20

6

’
1430 500

1400 600

１
口

3，偲謡罰
830 590

｜驚謬．|旧船の場剣《')淵鰯畷
・ 鯛|(珂職"・鋤暴I (2)Mg陽極とznl(2)電気防蝕と

， 陽錘の比較 の比較

32-5-1】

－

ー

ー

(註）タンク内には管類等が多くあって正碓な防蝕面

談を出せなかったので大体の概算値である.
(c)試験成績

（1）船体の剛位
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i)ぽるねお丸の船体の堪位は第4表の通りでMg

陽極を取付けたNo.2Sタンクの“りば注水し

た日を除心､ては概ね防蝕遜位に保たれた．しかし

Zn板を取付けたNo.2Pタンクでは油を獄むよ

うになってからは粥に堪位が商く賎も低い部分で

-700mV(飽和甘示fz極塾蝉以後同じ）程産で

あった．なお両グンクの場合とも瞳郷より数m

以上上部では遜気防蝕の効果は極めて少なかっ

た．

前）あらぴあ丸の船体の昭位はf第5表の通りで陽極

取付け後の電位はIぽるねお丸と同雛良好であった

が第1回入渠時の電位は己にかなり高く底部が部

分的に防蝕電位に達しているの承であり，特;こタ

ンク上部は盤だ高かつた．

Mg陽極とZn陽極では大差なかった．入渠

中にMg陽極の固定鶴充を取りはずした.更に4

留艤後の2回目入渠の直前にタンク電位を計測し

たところ第6表の通りであった．5Sタンク底部

が漸く-700mVとなったが5Pダンクは箸じ

るしく高b､ ．

第4妻ぽるねお丸荻ンク内謡位 (-mV)

‘浬辮｜
計 ’ 計 測 位 置計測

タンク

底部| !ml 2" | 3ml 4m l 6m17.5m1,m110.5m1 12m

０
０
０
０
０
０

３
６
９
０
３
０
３
３
３
１
３
β

２
１
２
１
７
剴
只
喀
嘔
司
丘
９

８

，

０

』
Ｌ
坐
』
－
５
〃
〃
５
〃

一
コ
剖
卓
一
一

Ｉ
１
１
２
２
ウ
』

３
３
《
。
３
３
３

１

２
０
１
５
７
１
６
４
７

１
１

圭
犀
卜
卜
』
』
ト
レ
』

782 i 791

979 1．5zn
1 979

”op9ﾗ0 -

690 710

670 715

680 740

710 750

795 830

800 840

821 I 849

1.5m
680

命1

730 710

745

ー

625

6坊

680

670

750

755

783

-

680

３
０
０
０

両
妃
一
宝
兎
〕

０
－
泊
一
一
一
一
一
一
一

３
一
理
一
一
一
一
一
一
一

面
和
睡
一
一
一
一
一
一
一

４

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

－

674 ml 615

－’ 一

’

一
一
一
一
一
一
一
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三
６
６
６
７

一
一
一
一

’
1

｜
↑

’
’｜

I

３
６
９

塁
剴
望

８
０
２

１
１

一
一
一

Ｉ
１
１

３
３
３

口

■

■

■

Ⅱ

Ｕ

４

ｑ

ｑ

，

’

１

０

０

Ⅱ

Ⅱ

０

Ⅱ

■

■

Ⅱ

■

■

■

凸

一
牢
函

一
一
一

”
ｍ
列
記

７
５
５
６

全

－I－I－

564 5831 575

－，一’ 一

' 3－12
1 6－0

1 0－1 ’

716

621

645

583

1 ー－

第5表あらぴあ九タンク内鬮位(1) (-mV)

|-ス
No.5P 顔 ンク (Mg) No.5Sタンク (Zn)

l c l ｢}、 央|平均B深さ|--1》 B c I中央|平均
1 1

(底面） ！

2 1

3

4 1

5

6

(水面）

713

695

531

446

391

375

１
１
１

｜
唾
醒
両
露
妬
串

－
７
７
５
４
４
．
《
．
一

亜
”
理
弛
釦
理

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

１

７
７
６
４
４
３

０
０
５
２
ラ
０

２
７
０
８
１
８

724 1 680 1 718 i 666
7” 、ﾜ､,、〆守も F寺内 7，5 1671

池

700

674 1

う68

486

431

405

404 ,

745 1
1

(最嵩820)

“う ’
550 1
480 1

・0。 ’

718

566

470

410

380

鐸8

453

403

387

”
斜
”
串

５
４
。
‐
《
。
３

615

529

436

405

1

1’

註A､B.C中央}"l･測位置を示す
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第6表あらぴあ丸タンク内砿位(1) (-mV)

h

計 測 位

0<底部)’ 1 ， 2 1 3 1 今 ｜ う ’

iit (m)

6 1 ，7 ，
蕊''訓測年月日|蕊主!＆ 8 9 10

|巽
580

600

1

6251 560

０
０
０

０
０
０

可
塑
聿
只
望
叫

６
６
５

圭
圭
圭

一
。
３
３

７
８
０

１
２

一
一
－

０
０
１

610

640

680

6お 620

665 640

700 680

０
０
０

妬
枢
輻

』
Ｏ
Ｏ

汐
窃
打

440

490

505

内
Ｕ
ｎ
Ｕ
一
う

あ
６
ｎ
Ｕ
《
Ｊ

Ｆ
。
４
０
４
．

ｎ
Ｕ
《
師
）
ｎ
Ｕ

４
△
（
×
〕
句
ノ

《
主
↑
畠
４
・

ｎ
Ｕ
Ｇ
《
叩
〕
９
兵
Ｚ

勢
巽
・
毛

5s

(Zn)

に:| ::：
500

540

3491 340 340 330

"｡|"。 ．鋤。 440

32-,-”

20.00

ヶ

1100
:::|鴇:|蓋

0－7

1-20

５
０

剣
宛

5P

(Mg)

6

（2）タンク内の状況

ぽるねお丸は水平面に少数の軽微な腐蝕があった外は

大体良好であった，垂直面はタンク下部I謁殆んど腐蝕は

なかったが上部はやや腐蝕が多かった

あらぴあ丸は底面より2～3xn以上の部分では水平向

の銀痴にはかなり多く赤さびが発生してb､た底部は比

iWh:赤鋳は少なかったがピッチングはかなり多く雑にパ

タワースの下部には多かったしかし発生の時期および

進行状況は明かでないがし､ずれも黒色で古い腐他のよう

あつでた､Zn陽極とMg陽極とでは大差なかった．

（3）腐蝕錘

i)ぼるねお丸のダンクに取付けてあった試験片を

取出し腐蝕量を調査したところ第7表の通り壱中

段に取付けてあったものは船体と副立差があるた

め腐蝕が多し､が船底のものば鬮気防蝕によって腐

蝕ば少くなっている．しかしブランクは船体と電

位差がな↓､ため腐蝕量賦少なかった．なおZnと

Mgで大差なし､がZnでは試験片によりかなり大

差があった．

かつた．

第8表あらぴあ丸玖ンク内試験片の腐蝕量(1)

No"5R I No. 5S参ンク番号I No.うR
試験片位置減丑(gr)

中 段 3う.C66

底 部 3．”4

同上(ブランク) @f508

激並(gr)

41.287

3.930

冬_769

iii)第9表はあらぴあ丸が2回目に入媒した際取り

出した試験片の腐蝕量であぁ.試験片Aは画ンジ．

側面tl'央附近に取付けたものであり, Bは底面

に当るように取付けたものである．すなわち5S､

荻ﾝｸでI寵2個のZnの-錨が画菌に当る如く

取付けてあるため腐蝕は少なかったが5Pタン

クではMgの位睡が高いため試験片の下端約！
2cmは謡じるしく腐蝕した．

第9表あらぴあ丸ダンク内試験片の腐蝕量(1)

試験片菰類|腐蝕"(gr) |'"ﾉ鰐｡蕊
第7表ぽるねお丸タンク内試験片の腐蝕量

３
１
５
２

ｇ
５
３
Ｉ

Ｌ
篭
２
１

5PタンクA

〃 B

5SタンクA

〃 B

13.1W

30.759

15.998

Z617

取付位遥| 2S I 2P
l

l

中 部

底 部

〃

ブランク

〃

〃

”
舛
訪
汐
舛
印

●
ｅ
●
●
●
画

９
８
９
０
９
９

１

１

19.95

16.IO

7b47

9．95

１
２
１
２
３

(註）腐蝕率の日数はパラスI､日数をとった．

(4)陽極の状況

i)ぼるねお丸

①Zn陽極の消耗は少なく表面に数粍の油を含

んだかす状のものが附藩しており所苓虫の食っ

たあとのようになっている程度であった

Mg陽極は大体燕に1.5cm程度減少して↓、

単位(gr)

ii)あらぴあ丸第1回目の試験片の腐蝕鉦は第8表

の通りでぽるねお丸と同様中段試験片の腐蝕が多
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七・代表的2個につ！‘､て計趣したところ3.64kg

および3.94kgであった．これより全消喪最を

推定すれば次の通りである，なおZn朧減赴

が少な､､ので今回織計戯しなかった．

1"8-墾昔聖坐×22=61.4(kg)
②Mg陽極の発生踊認を1,300Ahとして計

算すれば第10表の通りとなり, 1個の発生遜

流は約3.4Aであつだ1回のパラス1､日数が

少なL､ため発生遜流が多くなったのであるが計

画値と大差なく良好であった．

"10表ハ'g陽極の発生踊流

(b)試験経過

試験の開始は昭和31年7月31日で終了は昭和32年3

月6日である

その間の各ダンクの使用状況ば第12表の通りで大差

なかった．

第12表タンク使用状態

タンクN0.3Cダンク
No.

扇識繍惨水|塗 ↑
N0．7Pタンク No.7Sタ.ンク

池|潅水空誠|海水|空
1

1

１
７
６
１
８
３

２
１
２
１
８

１
副
１
９
５
３
４
７

２
２
２
２
２
２１

３
２
１
３
３
２

ワ
』
『
．

婚
糾
疹
拓
釘
需

;:!s:,)
251 14

24- 1g

24 18

1281 87

26 18 1 3
2918(11)1 2
2う 14 21

24 19 l 3

24 18 1 3

128 87 132

０
３
９
２
３
７

ワ
』
【
ユ

Mg 繊丞

発生鰯気迂

防蝕珊流

1個の発生脇流

51．4kg

79800Ah

73．8A

3.36A 註表中（ ）はBallast半減の日数である．

(c)鋲ンク内の状態

(1)No.3Cタンク

タンク内上部は下部に比較してやや腐蝕が多かった．

また下部I錘画面は殆んど腐蝕はなかったが水平面でば

少数だが所肴沸諜色の軽微な腐蝕があった．その他は全

般に良好で腐蝕は少なかった．

(2)No.7Pタンク

腐蝕はやや多く水平面特に底部にはかなり多数の赤茶

色の腐蝕が認められまた垂直面にもかなり多数のふくれ

があった．

(3)No.7Sタンク

垂直面の状況は比較的良好で腐蝕は殆んどなく附着物

の少ない鉄面が魂えて､､るところもあったが一部には小

さ↓､ふくれがぽつぽつ認められる部分もあった．水平面

にもやはりかなりの赤茶色淀なった腐蝕個所力認められ

た．

(D)試験片の状況

試験片の腐蝕減醗ま第13表の通りで防蝕剤Bが最

も有効であって次いで防蝕剤Aが有効であった．

第13表さんぺとろ丸試験片の腐蝕量

ー＝－ 一一

Ii)あらぴあ丸

①第1回入娠時のZn陽極の状況はぽるねお丸

と大差なかったMg陽睡は5～7mTn程度消

耗して､､た．職位も商かつたので固定抵抗を取

り出すことにした.

②第2回目入渠時はZn陽極の水平型のものの

表面はやや消耗していた力唾ifZ型のものは第1

回と同撰消耗は少なかった．Mg陽極は固定抵

抗を取出す時取付けを誤り半数か：絶縁伏態にな

ったため殆んど作用して↓､なかった．約琢はか

なり良好に作用し箸じるしく減少してb､た．

3． さんぺとろ丸の場合

陰）防蝕要領

第11表要領にNo.3Cタンクは踊気防蝕をNo.7P

およびSタンクにはそれぞれ防蝕剤AおよびBを同

還使用した

第l1表防蝕剤の使用量

No.3C

l鵜|鵲吾
(1500t)

Mg陽極
51D14個

鋲ンク諏頚

NO．7PINo.7S

防蝕剤防蝕剤
AI B

防蝕要領 タ ン ク No．3C

電気防他ブランク壷愚恵墜墜墜
1
1

1

海
〃
〃
〃
〃
計

錨
饗
蛎
拓
釘
合

Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ⅱ
■
０
■
０
４
２
日
Ｉ
１
６
Ｉ
ｆ
ｌ
８
Ⅱ
６
０
０
Ⅱ
０
，
ｊ

防
蝕
剤
使
用
量
蛇

70(140)

’ 22（“）
0

22（4も

22（僻）

136(55)

70(140)

22（“）

0

22（饗）

22（“）

I調（”）

一
一
一
一
一
一

f轍:嘘’ 1雪．
底面より約lXn上‘淵蝋

3．81

416

銅
謬
“

７
７
８

２
４
５

β
８
〃

６
４
４

ｌ
ｊ
Ｕ
ｆ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
日
日
▼

生45

註試験片の大きさは重"I60g,表面積約150Cmg
である．表中の数字は腐蝕”で津で示す．註表中（ ）は防蝕剤の浬度(p､p.m)を示す．

823



直型より水平型のものがよL,．

(d)現在のf副気防蝕はタンク底面より約3In程度ま

で有効であるがそれより上方には効果がなし．．

(e)グンクは空荷や油を菰んでL,る時にも腐蝕する

特にタンク底面等水平面の腐蝕は多い．それ故ダンクは

遡気防蝕の象では完全な効果ば期待出来な0，． カ．一ゴデ

シケーグや浮溝性，その他特殊防蝕剤の併用，鰯気防蝕

の施行法改良等に対し考慮する必要がある．なおタンク

の使用法は腐蝕と密接な関係があるからこの点にも留意

する必要がある．

(f)防蝕剤の使用もダンクの防蝕に有効であるが油徳

競のタンクの如く大容量でしかも短時間に捨ててしまう

のでは防蝕剤にとっては不利な条件である．

結 語

(a)油糟船タンク内の電位は箸じるしく商も､ので鱈し、

た試験片や露出した鱗面は激しい腐蝕を起すから適当な

防蝕方法を識ずる必要がある．

(b)Mg陽極をぽるねお丸No.2Sグンク程度に使

用した場合は比較的短時間で底部は防蝕電位に途するが

それよりやや少いあらぴあ丸の場合の電位はかなり高か

った． （茄体の状況は多少異う）

(c)Zn陽極の場合は電位が比較的高かったが防蝕に

はかなり宥効であった．防蝕効果を充分発揮させるため
● ●

にはZn表面の油を含んだかす状のものを除去する必

要があるが撰段が多､ために錘世は困難である．しかし

MgW尉亟に比べ耐用年数が長いとし､う長所があるので今

後の研究如何によっては実用し得るなおZn"3垂

海
０
０
０
０
０
０
０
０
０

溺
鯛
調
蝿
釦

．
２
３
２
２

候
乙
０
８
３

社
霊
備
要
具
璽
法
蚕
規
謬
率
茎
法
璽
ラ
茎
務
定
家
定
規
定
話
定
急
定
法

率
坐
州
航
法
吉
》
》
》
》
匪
鋤
実
畔
気
》
法
》
計
》
応
峠
航

》
》
一
》
一
一
》
一
也
》
晶
窪
一
識
》

商
商
商
商
商
商
商
商
商
商
商
商
商

技'入門鐘書

商船大学助教授野原威男A5 未定

船の鍾度と安定性

驚繁零驚'1，方愛朔A5 未定
内 燃 機 関

商船大学助教授費田秀夫A5 未定

ボ イ ラ 用水

海抜試験官西田寛A5

指 圧 図

商船大学助教授伊丹 潔A5未定

舶用電気工学（上巻）

商船大学助教授伊丹潔A5 未定
舶用電気工学（下巻）

商船大学助教授宮嶋時三A5 未定

燃 料・潤 滑

商船大学教授賀田秀夫A5 未定
舶 用 材 料

商船大学助教授小山正一・英田茂
機械の運動と力学

商船大学助教授小川正-A5 未定

機械工作・材料力学
商船大学助教授清宮貞A5 未定

蒸 気 機 関

商船大学教授真壁忠吉A5 未定

舶 用 汽 罐
商船大学助教授小川武5A 未定

舶 用 補 機
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原子力商船の安全性について

byR.A・FayrEmlandH.J|・Schneider

Nucleonicsl957年5月

りあるいは加速されたりするだろう．がそれよりも舶用

動力炉程庭の大きさの原子炉になれば，それの持ってい

る1趣#能物質によって海水それ自身が汚染されるという

ことが問題になる. 20,030S.H.P.の出力を持つ漂準の

舶用動力炉は大体60MW程度の熱出力を持ってL､る．

相当期間遮渥を行ったのちには原子炉の内部には出力

1Wあたり6キユウリーの割合で“#注物質が蓄稜し飽

和に達してL､る．だから全体では3.6×10sキー.ウリーの

放射能を持ってL､ること,になる次の表に侭，この放射

性物質が完全に混合したと侭壱してしろ↓､ろの海洋が10

日後にどの程変汚染されるかを示したものでああ．

海洋の汚染度

陣子力商船の研究と逮造の計画が，アメリカ・ノール

ウニー・ イギリス・西ドイツ・Iヨホ等の数ケ国におL､て

進められており，かつ焦眉の問題となってし､ることは衆

知のことである．し力.もこれらの船に対する安全性につ

､､て罐，開発の初期の中に，少なくとも，大体的に原子

力船の建造計画が実現される以前に，是非とも十分老虚

する必要かある将来にば第三識こ対する安全保証とし

て船主，官庁，労伽組合，保険会社あるし､は造船所に対
してなんらかの蕊務責任が課登られることになるだろ
う．

ここて問題にするのは原子力船の危険性を極小にする

ための適当な原則と手段を考察することである．原子力
船の安全性【こつL､て一番に問題になるのは樋突沈没とか
子恕出来ない偶然の率故の詰采，蓄談された放射能物質
がばらまかれる危険性である船とそれを浮べて､､る海
水が移血性を持っているとし､うことは陸上に据付けられ
た原子炉とは自ら異った安全性の問題がある訳である．

予想される率故について

厚子力船は蕊りそうな事故につして十分な対策を持っ
て設計される必要がある．峨荷""85,000屯にも途する
宗一パータンカーやバラ識歎鉛の時代になりつつある現
在におして,過去のデーダーに基にして推測を行うのば，
内輪に見識る隷果になるかも知れないが, 20,000屯以上
の船につして，’年間，被害の嘩置を問わなければ約7
回の事故がある．しかもこのうち3回か4回は港の『1'か
その周辺．あるL.は地I1嘘とかサンフランシスコ湾とか
し､った内海で起っている．故にこれからゑて,原子力船建
造計画が長足の進歩をした例えば1970年頃には交通の
激しし､所では毎年’回か2回の覗故が起ることが予想さ
れる．だから陸上の原子炉が地震とか洪水とか､､つた天
災は滅多に起らな'､だろうと､､う考えの下で設計される
のとは異って，舶用原子炉の設計にI龍地震に相当する損
傷は現実に起るものと‘して考えなければならない

海水の汚染

航用原子炉の事故は水上で起るとL う事実によって問
題は更に麺嘘になって来る．放射性分裂生成物の大笥I1'
への流出は，状況によってば水のあるために抑制された
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》
梱
一
睦
麺
唖
唾
皿
浬
娠
暉
Ｉ

２
ｐ
ｐ

２
０
Ｏ

到
り

汚
叩
剤１，

獄
嘩

容
(10'7リッ海洋 名

’カ リ プ海
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地中海十黒海

パルチ・・ ク海

紅 海

ベルシャ湾

大 西 洋

太 平 洋

飲料水用最大許容量

３
６
８
３
５
６
３
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Ｏ
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０
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０
２
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３
７

２
叩
４
ｑ
ｑ
ｑ
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これから承ると大部分の海洋，湾が飲料水に対する峻

大許容鐘を越えてし､るしかし完全混合と↓､う仮定は非

粥に小量の水に対してしか成立しな､､．実際には分裂生

成物は拡散とか潮流とかによって適当な速度で分散され

るであろう．ある鐙距の量の水の汚染の分布につ､ての

大雑把な漉念は無限の媒捜中に点状源がある場合の拡散

方雷を解けば得ることが出来るすなわち分散した分

裂生成物がイオン溶液と同じ振舞をすると仮定すれば，

拡散係数として適当な錘を択んで放射龍強度が線源から

の曝鶚の函数として求めることが出来るのである．次の

図に前述した60MW原子炉につし､てこの計算を行った

結果を示すこれによると単位溶穣あたりの強淀は1哩

離れれば討溶量の10-1'キュウリーノリッ I､ルを下回って

、､ることが分る．故に海水の汚染ば．話を居住地帯に限
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K4TheSafetyofnuclearreactors''にすでに論ぜら

れてL､るからここではこれ以上の話は必要なし､と思う．

また核分裂生成物は一次系の容器とか符系が機械的な

破損をし冷却体とか機械的，熱的化学的に↓､って危険

な物質とともに流出する恐れがある．だから安全性の立

場だけからいえば，原子力船の機関系iま温度は商くとも

低圧な冷却体を用いることが望ましL､．けれども実際に

は，この考えは熱サイクルの効率と商圧系に対する廻匿

饗の問題とかと平衡させてきめなけれ感ならな↓,．

核分裂生成物や燃料体の貯蔵法に関しては陸上発畑用

炉について進められて↓､る． この場合はプラン1,は1つ

あるいはそれ以上のケーシングで囲むことによって系の

爆発を押えるとともに危険物斑の漏洩を防止することが

出来るこの方法は原子力プラン1､の安全をはかるには

L､たって普通の方法であるか原子力船に適用するとなる

とこの方法には2つの難点がある．第一にポンプ，パル

プ，測定器，熱交換器等の保持が困雌になること，第二

に，事故時のサルベージが困難になることである．また

空間的にいっても余裕が取れなL,ことも圧力容器の認汁

を困雄なものとする．このように考えると組織の一つ一

つの成分の持つ危険性を出来るだけ小さくすることが案

外可能な方法なのかも知れなL､勿論，絶対安全な制御

装置はなくてはならないものである．水均寅炉とは限ら

な↓､が一般に均質炉ばこの点見込承かあるかも知れな

い．というのはこの型の原子炉は連続的iこ分裂生成物が

除去できて全く安全漣貯蔵できるからであるこの方

法によって事故の時に流出の懸念のある放射能を本黄的

に減小することができる．燃料交換サルベージ作業等

も関係するであろうが，原子炉の配置は安全性と大きい

関係がある過去のデ戸鋲一からは機関室にどんな事故

がどの程度起るか全く予想できなし､、この甑のデーダー

は早急にまとめて原子炉配遥をどのようにすべきかを検

討すべきであると思う．
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DiSTOnCefrOmSOurCe (mileg】

60MWの原子炉を持つ船が沈没してから50日

後の放射能の拡散状態全放射能の40%が1

点から拡散したとして計算してある

るならば，船が非幣に近接してL,る時だけ問題になると

考えて良↓､だろう．

船が海洋}こある場合考慰せねばならぬ重要な問題朧，

船員および船客に対する放射線照射と，海難時のサルベ

ージ作業である．また入港時には大気，海水を通しての

沿岸の汚染も考瀧しなければならぬ．兎に角陸上の原子

炉プラントの事故に比して，沿岸に鉛ける事故は引揚げ

の困難とか，水による放射能の移動とかいろ'､ろ余計な

複雑なことが出て来るのである

安全手段について

以上述べたようにわれわれは核分裂生成物が流出しな

↓､ようにありとあらゆる醤戒を取らねばならなb,．まず

そのためにば，故障の原因を'確め，できればそれを防止

するか,ある､､は被害を出来るだけ少くするような手段，

方法を考えねばならない．

核分裂生成物ば核ニネルギーが爆発的に放出された時

に流出する訳であるが，幸によく設計された原子炉では

一般にこのような爆発ば滅多に起らない．またこの原子

炉が爆発したとしてもその時に出る最大のニネルギーは

高さ化学反応による弱い爆発程産である．この爆発はI原

子炉がし､わゆる“暴走,，した時に起るかも知れな↓､ こ

の暴走した時に危険にならな↓､ように原子炉は負の温度

係数，圧力係数を大きく取り，廻云停止のためには信頼

出来る装置を持たねばならない． この問題については

Nucleonicsl2No|、3!:Safe-gurardccn昌逓erationS

fornuC1earpowerplallts''とかジュネーブ会議録13巻

謹 告

このたび，下記のところへ移転いたし

畠しﾅこ．紙上をもって御通知にかえま

す．

昭和32年7月

天然社

新宿区赤城下町50

東京（34）1908

新住所

価 諾
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水槽試験資料79 船舶編集室

(M.S.134×M.P.113,M.S､135×M.P.114)

－中型貨物船の模型試験一

には逓信省型の局綱膨大舵と反動舵の組合さった如き特

殊な舵力装備されている．普通型の舵との比較試験がな

いので，威鐙の比較健明かでな↓､が，反動舵と大差な､，

ものと考えられる．

試験はM.S.134iこ対しては満戦，半赦および試鯉猿

の3状態で,M.S. 135に対しては満戦，孫敏貨，半餓

および錘ﾘ量の4状態で実施された．その結果ば第3図

および第4図に示す．

今回は長さ90～100米程度で，方形係数が0.74前後

の中型食物船の水棚獄験成撰2例を掲げる.M.S.134

は垂線閥長さユ02ユ米のjM.S.135は同じく91.44米の

実船に対応するいずれも6うi謹型船で，その要目を，賦

験に使用した模型推進器の要目とともに，尭冊の場合に

換算して第1表に,正面線図および諦首園診伏を第1図，

第2図に示す．前者には定絡2,5001HP×88RPMのレ

シフ･ロ機関の，後着には1j600SHP×ﾕ15RPMのタ

ービンの搭賊が予定されたものであるなおM.S,134

’

！

LWL
－竺豊会丞＝

’

RUDDEQ SEcT10N

-e-"
一
一

sHAFT"NTEELINE|

6 A A.P q巽必 盛 EF

第1図M.S.134正面線図および船首尾形状図
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第2図M.S.135正面線図および鉛首尾形状図
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鋼船建造状況月報（32年6月） 船舶局造鉛課

(イ）起 エ 船 (昭和32年6月末室で腫報告のあったもの）

主|総噸数|主機関｜用 途｜起工年月日番｜船所｜船造船
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ら排気口の閉じるまでの時間trが大となる.更にまた掃

気口の開くh】時間前に排気ロが謝して気筒内のカスを

早く排気口外に放出し，排気タービンのフーロー〆ウン効

果を商め，またその圧力を確実に掃気圧以下に下げて排

気ガスが逆流しないようにするを可とするが，この場合

のtI]も相当大きい値となる.ところが以上のようにtr･

th巷大きくすると一つの気筒のtrが他の気筒のth内

に進入し，第2図に示すような普通に承られる3個の気

筒を120.のクランク角度を隔てて配置したものでは，

2つの気筒の排気開口重なり時間t&は相当の値となる．

本発明はこのような機関におb､て上記の重なり時間

toを最小10.ないし最大60°の範囲に定めたものであ

る.その理由は10.以下の重なり程室でば送風錘曽加の

効果が少く，また60句を超えると圧繼比が低くなってこ

の面での緩牲が大となるからである．

以上のようにして総合掃気面蹟好を大きくすれば送

風超錨大の目的毒達することができるが，このように

角が大となると一つの気筒の掃気作用が他の気筒の排
気作用の干渉をうける懸念b3生ずる．しかしながら掃気
口の閉じた掃除終期の吹抜け空気は排気ガスを殆んど含
まない新しい空気であるから，もし第2図iこ示すような
他気筒の排気ガス圧力の干渉によって一庭挑気口外に出
た吹抜け空気が自己の気筒内へ逆流したとしても上述し
たような心配はな、

ターボ過給式2サイクルディーゼル撒関（昭和32

年特許出願公告第3911号，発明者・山下勇，出願

人・三労造船株式会社）

排気カスによるグー鑑過給式2サイクルディーゼル機

関におL､て，掃気作用を完全に行うためには掃排両気口

が同時に開L､ていぉ噸Ulにおける総合掃気面欲をできる

だけ大きくすることが望まし↓､．この総合掃気面談frは

掃気口有効面識f罰および排気口有効面俄f･の共通開口

時間t謹中に両口を通過する際に受ける総合抵抗から単

口に擁擁した対応面秋で，これ等の間には

ユ ユ ユ

雷=~苛十一意
なる関係がある・総合掃気面破frが大となれば掃気の

抵抗が少くなり，従ってターボ圧館機の送風趾が墹加す

る．そこでこの面俄ffを大ならしめ為ために，まず第

，図の課図に示すように排気口の閉止線イ）を．できるだ

け掃気口の閉止線何の外気において排気口が送風陸路

にならないようにするこの場合には掃気口が閉じてか

第1図

P ■

~j7 ガスタービンの羽根（昭和32年特許出願公告第
4052号,発明者・ホレース，シンクレア・レーンポウ

出願人．アー､2,桑I､ロング，シドリー，モータース，
リミテ･’ 1凄一イギリス）

本発明は羽根表面近くに冷却流体の狭い通路を備えた
カス荻一ピン羽根にお､‘て，羽恨を羽根車に確実に取付
けること､ができるようにしたもので，羽恨の華端外周に
横方向の歯を形成し， これ等歯を別に造った取付部材に
より緊密に抱きこれに永久的に結合するものである．
図面において羽根11は押出作業により造られ，中央
に重錐怪減孔13を，また周囲に長手方向の狭い冷却通
路12をそれぞれ備え，その基端外周には雄方向の歯14
が形成されている．取付部材は精密鐸琶により造られた
2部分15，16よりなり、その内面に前記羽隈の歯14に
噛合う歯17が形成されてl､る．部分15,16にばまた四
入部18, 19が設けられ，これ等ぱ組合って歯の上方に
一つの凹所を形成し，その上壁部分18aおよびユ9aの

隣接縁は鎧かな隙間naを残して羽根を包囲するよう

になっている．この隙間11aを通って冷却流氷猟羽恨

の隣接外側部分上に洗れる冷却流体のための通路21は

第2図

833



鎧艇搦卸装笹（昭和32年実用新案出願公告第3538

号，考案者・池田卓雄，出願人・三菱造船株式会社）

本考案は端綻の揚卸操作に際して乗艇甲板の作業およ

び遊歩に支障を来すような突出部材の運動がなく天井装

術型に適した端艇揚卸装澄を得ようとするものである．

図面にお↓､て1は架台で，乗艇甲板2の舷側に樹立し

た直立部材3と，その上端から傾斜して上昇･する傾斜軌

条9とからなっている，7はダピッ I･腕で，膝部腫上部

傾斜軌条4上を嘘動する転動車輪9を術えている．この‘

〆ピット腕7の下方突出部12に回転杯10の一端が枢蒲

され，その他端は上記架台の直立部材3上にピン11IE.

より枢蔚されて､る．
罐

罫1図

認2図

12
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端艇8を海面上に降下させる場合には吊索20を緩め

ればダピプi､腕7は転勤車輪9が傾斜軌条4に沿って転

勤することにより舷側に移動し始め，その下方突出部'2
は回腫粁10を介してピン11を)中心とする回り蟹運動を行

し､，ダピット腕7の頂部は舷側に振出される．ダピプ I、

腕7の膝部が直立部材3の上端渥設けられた受止材21

に接触すると所定の端艇振出位置が取られる．端艇を品

揚げ絡納する場合は上述とは逆に吊索20を揚艇磯によ

り推取ればよい

12 12

各部分の下面から前記凹所の下壁18bまたは19bまで

延長してし､る各部分15．16の縦端面には横方向の歯

22が形成され，これ等により各部分は回転子に取付けら

れる．各部分の歯17は羽根の歯14と噛合L､，これ等が

互につき合される簡所15a, 16aで蝋付けされる

購読料

1冊150円（送8円）
半年（前金予約） 800円
1年( " )1,500円

半年および1年の直接前金予約

購読の方にかぎり増頁による特
別号等特価の場合も差額を頂戴
いたしません

船 舶第30巻第8号潔;"s(4墹砿行
発行所天然社

東京都新宿区赤城下町50
睡話東京（34）1908

振替東京79562番

発行人田 岡 健一

印刷人研 修 舎
ー一 自凸 .ご ー■一一■■一のF王宮■

834
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’ 天然社・海事工學図書

野原威男薯A5上型110頁ユ80円（邊30円） 天然賦絹B5上製ユ80頁650円（送50円）
舶船の写真と要目渉4集(四56年版）舶用ブ ロ ベ ラ

豊田浩治蕃A5上製160H280円（送30円） 上田鱒亥郎箸A5上製(折込7")500円（送50円）
舶用電気設備推測および天文航法

田中岩吉著A5上製折込4*140頁定価260円(送30円） 造船協会砥気熔接研究委員会鯛
海上運送と貨物の船積 A5判総アート200頁360円（送40円）
（前篇）海上運送概説 船の熔接設計要覧

田「'1岩吉蒋A5上型ユ70頁290円（送30円） 小林恒治著A5上製260R420円（送50円）

海上運送と貨物の船積 賓 用 航 海 術
（後篇）貨物の船積 小野寺進敏磐A5上型340頁500円（送50円）

鞠谷宏士署A5上製160]X3UU円(¥30円）
気 象 と 海 難船舶の構造及び設備属具

上坂太郎著A5上製160頁280PJ (送30円） 山縣昌夫善B5上型350頁850円（送50円）
沿 岸 航 法 船 型 学（推進篇）

横田利雄薪A5上型14(1頁230円（送30円） 山縣昌夫藩B5上製図表別冊700円(送50円）
航 海 法 規 船 型 学（抵抗篇）

鞠谷宏士著A5上製]30頁220円（送30円） 上野喜一郎書A5上型280頁380円（送50円）船の保存整備
船の歴史矛1巻古代中世篇屋代勉稗 A5 70頁ユ00l｣1 (a20円）

日本船舶信号法解説 上野喜一郎箸A5_L"300頁420円（送50円）
天然社絹A6 120頁 ・47UPI (z30ILj) 船の庭史誹2巻近代篇
船舶職員國家試験模範解答甲種機関科） 米國造舶造機学会縄米原令敏訳各B5上型

石田千代治・央壁忠吉著上型84U頁68UFJ (jX50門） 船用機関工学(第1分冊)650円(送50円）
蒸 気 ボ イ ブ 〃

（第2分冊)520円(送50円）
波多読浩著A5上製#50H7JLjP1"50p])海 計 器露l巷 〃 （第3分冊)700円(送50円）

鱗田島證電上器臭響'o;鑿騒箪o") % （第4分冊)800円(送50円）

浅井擶共鐙A5上製"…釧倒(鱈5.円） （第5分冊)900円(送50円）
文 航 法 茂在寅男箸B6上製210頁280円（送40円）

天然蝋B5上製…段組20u"m0m(=｣iOl]J) 解読 「レーダー」用 品 便 寛 橘木．森共著A5上製200頁300円（送40円）
造船峅識際呼蹴謡縦")450IZI(g50H) ._" " " ､船 舶 積 一
船の熔接工 1F法 小野暢三薯A5上型ユ70頁250円（送40円）

彊永臺又薯A5 _Iz"2.lu真覺0画(鐘"円） 舶用聯動汽機
図 の 方 矢崎信之著B6上製30U頁25UIW(送40円）

浅井.豊田共菩A5上型280頁45U円(250IIJ) 舶用機関 史話
天 文 航 法 渡辺加藤一著A5上型2uO頁280円（送40円）

鮫島聡人薯‘，箱入250…側(鐘50円） 荒 天 航位 誤 差 論 泊 法
小谷・南・飯田共著A5上型340頁450円(送50円）宇田道隆著A5上製3u0頁5uO円（送5UN)

機海 気 象 学 必洋 関 士 携
和達．畠山．福井監修A5450頁ユ2UO円（送50円） 依田啓二箸A5上製400頁450円（送50円）

象 鮮 典 船 舶 運 用 学
＝

率

中谷勝紀著A5箱入23UR500円（送50円） 小谷信市著A5上製300頁350円（送50円）
舶用ヂーゼル機関の解説 舶 用 補 機

上野喜一郎著A5箱入630頁850円（送50円） 高木淳箸A5上製240頁300円（送50円）
船舶安全法現 初等船舶算法

天然社綿B5上製220頁45U円（送50円） 中谷勝紀著A5上製320頁35U円（送50円）
船舶の嶌眞と要目汁2集(ﾕ953年版） 舶用ヂーゼル磯闘

天然社縮B5上製23U頁650円（送50円） 中谷勝紀著A5上型200頁250円（送40円）
船舶の嶌眞と要目才3第(1955年版） 舶用僥玉機関

’ 祗天 然 振替東京79562番東京都文京区向ケ岡弥生町三
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愈を量愈を量 産軌道に の る

当社はレーダー並にレーダー用真筌管の開発商品化には特に力を注ぎ． その製品'二は多大
な自信を持っておI)ます°

現在,各睡ﾚｰｰ用真室管は整備された専門工場で厳愈なる品質特理の．ド"品産が行わ
れており， その高性能．信頼度につき各方面より好評を符ております。

当社の各管睡は．米国製|司名管と外形寸法，特性共に完全な瓦換性を有します。
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臺用新雲罐水試験善
一般用・高圧用・特殊用・各種

器
CO2瓦斯消火装置

自動火災野報装置

蕊'畷擁:徽火装畷-鎮
薑受富十．

: 響裳ゞ
＝爆今，
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簸新の技術， 35年の経験による

特許三ツ目印消磁剤で汽確の保謹と

燃料節約を計って下さし､。

施水処理は何んでも億II相談下さい．
営業品目

三ツ目印治雄剤

雄水試験試薬各翻

BR式PH測定器

PTCタンク防蝕剤

三ツ目印椛水試験器

燐酸根試験器

試験器用硝子部品
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100％効果〃
I。油中の0.1脾迄の極微粒子の完全

濾過

・脱酸.脱水による性龍の向上

・温度の高低自由

･ケークの排出迅速
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飲料水の無菌濾過(カタログ進呈）

'ミウラ化学装置株式会蹴
京都目黒区下目黒3の543 'ili話大崎(49)0 6 4 (l
敗市住吉瞳帝塚山東2の17 電話大阪（67）0251～2
弊社あるし､は…"･代理店を通じて御照会下さい

理店 三菱商辨・才一物産・ 日協産業・宍戸商会
・’ 一‐．‐ 、・ 蔀礎吊&雷壹ら管縄呈勢.､逗葬宗曙了訶~、‐ 雷苧i噸:…河乙牝身･噌璽?『._rf……

東
大

」代
一



、 ｡

’

6

（

－－～一一

一三

董豊痴冊 君薙■■■■

世 ． 伽藍 琴l』

夕 －ピ ン

一 ピ ン

寺一子‘や－

ボ イ ラ －

鯛 姉 イ鍵

イ戒 一 君炎

月企 舟、 馴i

犯鯛蒸気
ガ ス タ

ス－少寺一チ

l鞭 ・ 紬剛

各 棚i 淵側

J難 索 ウ灘

I

1

1

鍔鷺．、蝦I
『

石川島重五業株式會祗
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本機は我国最初の測定機
にして航行中の舶用プ陣

ぺう軸のI､ルクを常時、
測定、監硯する速隔指示
電気式トルクメーターで
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